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　――かつて全てのAnd the whole大地においてearth was of one言語と話法はlanguage and一つであった。of one speech.




　人々は東に旅し、And it came to pass,やがてシナルのas they journeyed east, that地に平野を得て、they found A plain in the land そこに住んだ。of Shinar; and they dwelt there.




　彼らは互いに言った、And they said one to another,「さあ、れんがを造って、Come, let us make brick,よく焼き固めよう」and burn them thoroughly.こうして彼らは石の代わりに、And they had brickれんがを得、for stone,しっくいの代わりに、and slime had they歴青をfor得た。mortar.




　また彼等は言った、And they said,「さあ、街を造り塔を建て、Come, let us build us A city,その頂を天にand A tower, whose top届かせよう。may reach unto heaven,大いに我々のand let us make名を揚げ、us A name;地の全てに散らされるlest we be scattered abroadことのないupon the faceようにしよう」of the whole earth.




　エホバは人の子達の造りし街とAnd Jehovah came down to see the city and the tower,塔を見る為にwhich the children下られた。of men builded.




　エホバは言われた、And Jehovah said, 「見よ、彼等は一つの民であり、Behold, they are one people,皆同じ言葉である。and they have all one language;その結果、and this isこのようなことを彼等は始めた。what they begin to do:今や如何なるand nowことでnothingあろうwillとも、be彼らがそれと望めば、withholden from them,叶わぬことはないであろう」which they purpose to do.




「いざ、我々は下って行って、Come, let us go down, and thereあすこで彼らのconfound their言葉を乱し、language, that互いに言葉がthey may not通わぬようにしよう」understand one another's speech.




　エホバが彼等を全てのSo Jehovah scattered them大地のおもてに散らされ、abroad from thence upon the face彼等は街を造ることより of all the earth: and they left off離れて行った。building the city.




　これによりて、Therefore wasその町の名はthe name ofバベルと呼ばれた。it called Babel;エホバがそこでbecause Jehovah did全ての大地のthere confound言葉をthe乱されたlanguage ofからである。all the earth:主はそこから彼らをand from thence did Jehovah全ての大地のscatter them abroadおもてにupon the face散らされた。of all the earth.







（旧約聖書・創世記11章より）













序章　通りすがりの魔法使い







　黄たそ昏がれ色の光が、くすんだ街に降り積もる晩秋のある日。

　独りぼっちの少女は、魔法使いと出会った。




　　　　　●




　ぎいぎいと音を立てて錆さび付ついた鎖が呻うめく。

　既に役目を終えて随分になるというのに――後は朽ちて消えるだけだったはずなのに、再び酷使されることに対して異を唱えているのであろうか。実際、良識のある大人が側にいれば眉を顰ひそめたことだろう。錆び付いた遊具というものは、種類を問わず危険なことが多い。

「…………」

　何もかもが気け怠だるい終わりの色に染められた夕暮れ時の公園で――少女はぼんやりとブランコに揺られていた。支柱の塗装は剝はげて鎖と共に錆だらけ、樹脂製の座面も長く陽光に晒さらされ続けた結果、色がくすんで細かなひび割れが生じている。普通なら座って漕ぐどころか、触れるのも躊躇ためらうような代物である。

　ブランコだけではない。

　幾つか散見される他の遊具も全て同じ有様だった。

　ジャングルジム。シーソー。滑り台。

　全てがもう、くたびれて、汚れて、既に現役でないことを物語っていた。

　公園には少女の他に人の姿はない。本来この場の主役である人達――小さい子供達や彼等に付き添う親達――から見放されて久しいのだろう。地面には雑草が生え放題、落ち葉が積もり放題で、少し離れれば此こ処こが公園だということにも気付かない者が多いに違いない。

　廃線になった鉄道の線路用地が整理されずに放置され、駅に付随するような形で設けられていた公園もまた、同様の扱いだった。訪れる者もほとんどないまま――存在を記憶している者もほとんどいないままに、朽ち果てていく途中である。

　寂しい風景だ。

　自分には似合いの場所だと少女は思った。

「…………」

　少女は『異い邦ほう人じん』だった。

　それは二重の意味で彼女にのしかかっている。単に辞書的な意味でも彼女は確かに異邦人――外国人だ。眼鏡の奥の蒼あおい瞳や、強く赤味を帯びた癖毛は、彼女の姿を殊更、異質に見せる。この極東の島国では黒い髪と黒い瞳が標準スタンダードだからだ。

　もっとも。

　では生まれ育ったバージニア州でならば、少女は何の問題もなく周囲に溶け込めていたのかと言えば、それもまた――否だ。そもそも彼女は故郷から逃げるようにしてこの国に来ていたのだから。人種の混こん淆こうする国では外面の差には寛容だが……内面の差にはむしろ目くじらを立てることも少なくない。そしてそれは厳重に秘め隠していても、つい気の緩みからまろび出てしまう。子供なら尚更だ。

　何ど処こにも馴染めない異物。

　寄る辺なき異邦人。

　この国の人々は少女のことを『ガイジン』と呼ぶ。

　外ガイ国コク人ジンという言葉を縮めたものであるらしいが――むしろ少女にはその言葉が別の意味であるように感じられる。

　外側の人。此処以外の何処かにいるべき人。

　自分は常に――何処にあっても――『みんな』以外の存在なのだということを、十三歳にして少女は悟っていた。

　だから居場所がない。

『みんな』の為の場所にはいられない。

　勿論――拒絶の言葉をぶつけられたり、差別的な行為を受けたりした訳ではない。だが既に故郷から祖母と共に逃げ出す際、他人の視線に敏感になっている彼女にとって、人々の心に引かれた『一線』はむしろ、明確に見える『壁』であった。

　その向こうに自分が行くことはできない。

　たとえ容姿の差を強引に踏み越えても――強引故に今度は内面の差がまろび出る。距離を縮めていれば、それは余計に致命的だ。

　だから放課後は逃げるように学校を出た。

　何処にいても同じなら、むしろ誰もいない場所の方が気が楽だった。

　誰もいない黄昏時の公園は――少女の存在を許してくれる唯一の場所だった。

　他と比較されない。だから自分が『ガイジン』であることを意識せずに済む。

　ただし家にいる祖母に心配をかけたくなかったので、少女はこの寂さびれた公園でいつも時間を潰つぶす。そしていかにも友達と楽しく遊んで帰ってきたかのように、笑顔を取り繕って家に戻るのだ。

　しかし……

「…………あ」

　今日は少し様子が違った。

　夕陽の作る長い長い影が少女の上にのしかかる。

　顔を上げた少女はそこに――一人の青年が立っているのを見た。

　年齢は二十歳くらいだろうか、少女とは十も違わないと思われるが、だからこそ――少女には青年がひどく大人に見えた。成長期の少年少女にとって、肉体的にも精神的にも一年の差は大きい。それが五年以上ともなると……物凄く大きな隔たりを感じるのも当然だ。












「――お？」

　青年はブランコに乗っている少女に気付いた様子で声を上げる。

「おおっ？」

「…………」

　思わず身を竦すくめる少女。

　大抵の相手は、赤毛に碧眼の彼女を見て物珍しそうな表情を示す。そしてそれは少女に『お前はガイジンだよ』と告げているに等しい。異邦人である自分を改めて再確認させられることになるのだ。

　実際、青年も物珍しそうな表情を示した。

　そればかりか――

「いやあ珍しいな」

　と言った。

　何の遠慮もなく――むしろ珍獣を見たかのように、実に興味深そうに。

「…………」

　ここまで直球な物言いはむしろ珍しい。

　しかも――

「なあ――君。ちょっとよく、見せてくれないか？」

　本当に無遠慮に青年は少女に歩み寄りながらそんなことを言ってきた。

「――え？」

　多くの人はもっと遠慮がちに彼女を見る。

　だがそれがまた――まるで腫はれ物ものに触るかのような態度が、彼女に『自分は違うのだ』という自覚を促すことになる。『違う』ということが実は恥ずかしいこと、あるいは悪いことであるかのように思っていて、少女を傷つけないようにと、それに触れないように、触れないように、気を配っているのがよくわかるのだ。

　そしてそれがかえって少女を傷つける。

　お前は違うのだ。

　それはいけないことなのだと。

　だが――

「へえ。ほう。ふむ」

　青年はむしろ逆だった。

　ごくごくあっけらかんと少女の『違う』ことを指摘すると、むしろ何か面白い玩具おもちやを見つけた子供のように、表情を輝かせて近寄ってきたのである。

　そこにいつも引かれていた心の壁は――踏み込めないはずの一線はない。

　その驚きに少女は束の間、逃げる機も、拒む機も見失って――そのまま青年が眼の前に立つまで、ほとんど身動きできないでいた。

「ちょいと失礼」

　そう言って青年は少女の掛けていた眼鏡を指先に引っかける。

　次の瞬間――それは何の抵抗もなく彼の手の中に移っていた。

　まるで手品のように。まるで魔法の如く。

「ははあ」

　青年はじっと少女の瞳を覗のぞき込こむ。

「な……なに？」

　少女は若干の怯おびえを覚えつつも、少し赤面して問うた。

　こんなに家族以外の誰かと間近に――互いに息のかかるような距離で向き合ったことなどない。ましてやそれが歳の近い異性ともなれば、想像も及ばぬ未知の領域だ。恋愛云々に関しては既に諦めの境地に近い処に少女はいたが、だからといってそういうことに興味がない訳ではない。

　青年はよく整った顔をしていた。

　すっきりと通った鼻筋。切れ長の双そう眸ぼう。髪は中途半端に長くぼさぼさだが――不思議と不潔な印象はない。目鼻立ちが整っているからだろう。全体的に非の打ち所がないのだが、何処か言葉にできない緩みのようなものがあって……それが彼の愛あい嬌きようになっていた。

「これはこれは。大変そうだな」

　呑のん気きな口調で青年は言った。

　黒い瞳が少女の蒼い瞳を静かに覗き込んでいる。透とう徹てつした視線が、眼を通して奥の奥まで入り込んでくるかのような――奇妙な感覚を少女は味わっていた。

「こんな処で隠れるみたいにして暇ひま潰つぶししているのも、その辺が原因か？」

「え？　あ――それは」

　どうしてわかるのか。

　何もかもを一瞬で見透かされたような気がして少女は焦る。

　青年は――

「いかんな。それはいかん」

　青年は肩を竦めて――『嘆かわしい』と言わんばかりの仕草で首を振った。

　妙に芝居がかった仕草である。

「女の子がこういう場所で一人黄昏れてるなんて勿もつ体たいない。いわんや眼鏡っ子ともなればそれは人類の損失だ。いいかい？　眼鏡っ子にはきちんと眼鏡スキー達の生暖かい視線に愛めでられるという義務があるのだよ」

「……あ……あの？」

　何を言っているのか今一つよくわからないが――ひょっとして、この青年は所いわ謂ゆる『ヘンタイ』という奴なのではないだろうか。あるいは少女は全力で彼の前から逃げるべきなのかもしれないのだが……生あい憎にくと眼鏡はまだ青年の手の中だ。これなくして走れば、足下の微妙な距離感が摑つかめずに転んでしまうのは必至だった。

「――よし」

　少女の無言をどう思ったか――

「俺が一つ魔法を掛けてやろう」

　青年は明後日の方向を見据え、手にした眼鏡をくるくると指先で回して弄もてあそびながらそんなことを言い出した。

「え……？」

　唐突な申し出に戸惑う少女。

　青年は少女を振り返ると、やけに朗らかな――何もかもが気怠い夕暮れの光の中では、むしろ不自然に見える程の明るい笑顔で言った。

「心配すんな。十二時で解けたりするよーなケチな魔法は掛けない」

「いえ。あの」

「遠慮すんな。別に後からとんでもない金請求したりもしないから」

「いえ。ですからあの」

　眼鏡返してください。

　そう言いたい少女だったが――

「そんじゃ――」

　と言って。

　青年はぽんと少女の眼鏡を掌てのひらの上に置く。

　次の――瞬間。

「――!?」

　いきなり炎が上がった。

　掌の上に突如として生じた火が、一瞬にして少女の眼鏡を包み込み、溶かしていく。くにゃりと一瞬で正体をなくしたかのように歪み崩れると、それはどろどろの粘液のようになってしまった。

　少女が異を唱える間も許されぬ、まさに瞬く間の出来事だ。

　そして――

「――完成」

「え？」

　次の瞬間、青年の掌には、炎に包まれる前のものと寸分変わらぬ眼鏡が載っていた。

「どぞ」

「……あ……はい」

　おっかなびっくり少女はこれを受け取る。

　さすがにちょっと気味が悪かったので、改めて見てみるが、自分が掛けていた眼鏡と全く同じだった。ツルの部分についていた小さな傷も同じ。同型の品をどうにかして用意したという訳でもないらしい。

　すると先の光景は何かの見間違いか。

　それとも何か手品の類なのか。

　あるいは――

「掛けてごらん」

「…………」

　少女は眼鏡を掛ける。

　曖あい昧まいだった世界は途端にくっきりとした輪郭を示し、見なれた風景が戻ってくる。

　何が変わった訳でもない。

　ただ――

「まあシンデレラも」

　青年は、まるで一仕事片付けた、とでも言うかのように、身体を伸ばして右へ左へぐりぐりと腰を回しながら言った。

「結局は、カボチャの馬車や硝子ガラスの靴で王子様のハートを射止めた訳じゃねえしな。魔法つっても切っ掛けに過ぎない。後は本人の気持ちの持ちようだったりする訳でな。結局、人を救うのはその人自身、天は自らを助くる者を助く――さ」

「…………」

　少女は眼を瞬かせる。

　それはシンデレラのことを言っているのか。

　それとも――

「いいじゃん。別に」

　青年はあっさりとそう言った。

　少女の胸の内を見透かすかのように。

「気にすんな」

「……え？」

「君は君のように在あれ」

　少女の胸元を指差して青年はそう告げてきた。

　続けて彼は自分の胸を指して言う。

「俺は俺のように在る」

「…………」

「それこそが最も自然であり必然」

　その意味はよくわからなかったが。

　そしてこの青年が何者なのかもわからなかったが。

　あるいは少女には何か予感めいたものがあったのかもしれない。

　この人なら自分を救ってくれるのだと――

「私は、私で、いいの？」

　周りと違っていても。

　異質であるとしても。

　それは――許されるべきものなのか？

「勿論だよ。俺は世界でただ一人の俺だし、君は世界でただ一人の君だ。人は誰しも唯一無二の異形。そのことに意味などない。だから功罪もない。そしてそれ故ゆえにこそ世界は素晴らしい。混こん沌とんにこそ全ての可能性は潜む」

「…………」

　やはりよくわからない。

　だがこの見知らぬ青年が自分のことを肯こう定ていしてくれているのだということはわかった。

　この青年の言動に『一線』はない。

　ずけずけと踏み込んできて言いたいことを勝手にほざいている。

　だがそれ故にこそ――少女は救われたような気持ちだった。

「さあ。帰った帰った。あんまり暗くなると生活指導の先生に捕まるぜ」

　青年は猫か犬でも追い払うかのようにひらひらと手を振る。

　少女はその動きに押されるように、ブランコから降りて、数歩歩いて――そして。

「……あの」

　立ち止まって青年を振り返った。

「なんだ？」

「貴方あなたは、誰？」

「魔法使いさ」

　気き障ざに笑って青年は言った。

「そうじゃなくて。名前……」

「シンデレラの物語で魔法使いに名前なんて、ないだろ？」

　青年は肩を竦めて言った。

　いちいち芝居がかって気障ったらしいのだが、不思議と、この黄昏色の光の中でその姿は自然に見えた。

「だから通りすがりの魔法使い〝Ａ〟なのさ」

　匿名希望――とこの青年は告げているのだ。

　何な故ぜに名乗るのを嫌がるのかはわからなかったが……少女は代わりに自ら名乗った。

「私はクラリッサ。クラリッサ・シノノメ・エインワーズ、です」

「クラリッサ。クラリッサちゃんね」

　興味深そうに頷うなずきながら青年は少女の名を舌の上で転がす。

　何故か少しドキドキした。

　家族以外に姓ではなく名を呼ばれた経験がほとんどなかったからかもしれない。そんなことを頭の片隅で考えながら――

「また、会える？」

　と少女は問うた。

「会う？」

　何故？　とでも言わんばかりにきょとんとした表情であった。

　確かにもう一度わざわざ会わねばならない理由など、青年の側には何もないだろう。青年と少女は完全に行きずり、ただ単にこの公園で偶然に顔を合わせただけの関係でしかないのだから。これを『出会い』と呼ぶ程に、少女は浪ろ漫まん主義者でも自意識過剰でもなかった。

　だが――

「眼鏡の……じゃなくて魔法の……アフターケアのサービスとか……お客様アンケートとか……そういうのはない……の？」

　無理矢理こねくり回して引っ張り出した理由だ。

　失笑されてもおかしくはない。

「…………」

　青年は一瞬、きょとんとした表情で少女を見つめていたが――

「いいだろう」

　にやりと笑って頷いた。

「来週の今日、同じ時間に、此処で」

「約束ね。来週の今日、同じ時間に、此処で」

　念を押してから少女は歩き出す。

　公園の出口で振り返ると――

「――あ」

　その時、既に青年の姿はなかった。

　まるで…………彼が本当の魔法使いであったかのように。










第一章　恐怖の大王







　白い白い――暴力的な程に白い荒野に二つの人影が佇たたずんでいた。

　起伏に乏とぼしく色彩も貧しい。人影の他に動くものもない。触れるものの熱を奪う風のみが、時間の存在を示しているかのような場所だった。

　遙か彼方の地平線には弱々しく遠い太陽が鎮座している。

　ずっとずっと……まるで終わらぬ黄昏たそがれの如くに。

　俗に『白びやく夜や』と呼ばれる現象である。

　既に時刻は真夜中であるはずなのだが、ぼんやりとした薄明が世界を覆い――夜なのか昼なのかすら曖あい昧まいでわからない。一日の始まりと終わりさえ、此こ処こでは時計に頼らねばはっきりと認識することができないのである。

　何もかもを極端に寄せてしまうと、多様性が失われてこのような有様になる。

　故ゆえにこうした場所を人は『極地』と呼ぶのだ。

　北緯六六度三三分線。

　通称……北極線アークテイツク・サークル。

　つまりは『北極圏』と呼ばれる領域である。

　雪や氷を『美しい』と表するのは所詮、夏を知る者達の……四季ある国の人間の情緒だ。一年の大半を氷点下に閉じ込められているこの最果ての地においては、雪や氷は生命を脅おびやかす凶器そのものだ。此処にいればそれがよくわかる。

「……実の処」

　故ゆえに――佇む二つの人影は、何ど処こか現実味を欠いていた。

　ある種の抽象画の如く、ひどく不条理な組み合わせに見えるのだ。

　彼等の姿はあまりにも非常識だった。

　人間の身でこの地に立つには、厳重な防寒装備が必要になるはずなのだが……二人は共に着き膨ぶくれすることもなく、飄ひよう然ぜんと極地帯の寒気に身をさらしている。外がい套とうらしきものは共に羽織っているものの、ぴったりと襟えりを合わせる訳でもなく、風に裾が揺れるがままになっていた。

「私本来の立場としては止めるべきなのだろう」

　人影は共に男性だ。

　二十歳程に見える若者と――そしてもう一方は中年、あるいは壮年らしき男性と。

　語り掛けているのは後者である。

　顎あご髭ひげと切れ長の双そう眸ぼうの為か、何処か中世西欧の貴族を思わせる容貌だ。

　よく整った目鼻立ちなのだが……それだけに、非現実的というか、生身の俗ぞく臭しゆうを欠いたような印象がある。整いすぎているとでも言おうか。青年とは呼べぬ落ち着きを備えている一方で、老いによる衰えを微み塵じんも感じさせない。若者ではなく、さりとて老人でもなく、ただ『男』としか表現しようのない姿だった。

　身に帯びているものといえば――仕立てこそ上品だが、ごく普通の白いスーツだ。襟元にアスコットタイを巻いてはいるが、特徴と言えるものはその程度、そのまま何処かのパーティや結婚式場に出向いても違和感のない格好である。

　ただし北極圏においては非常識極まりない姿だ。

　なのに――この男には寒がる様子は微塵もない。

　あるいは観察眼の鋭い第三者がこの場にいれば、気付いていたかもしれない。

　喋る男の口元――息が全く白く濁にごらないということに。

　呼吸をしていないのか。

　それとも吐息が気温に等しいのか。

「私達には関係のないことだ」

「…………」

　対して若者は無言で肩を竦すくめた。

　既に議論はし尽くされているということなのだろう。今更此処で相手の考えを変えられるとはどちらも考えていないようだった。これはつまりけじめを付ける為の儀式――即ち確認と挨拶のようなものでしかない。

「そして君もまだ本来の実力には達していまい」

　男は眼を細めて言った。

「ことを急いではしばしば足下をすくわれる。現に最初の一手をしくじってこんな場所に飛ばされたのだろう？」

「わかっちゃいるんですがねえ」

　若者は苦笑を浮かべて言った。

　こちらは東洋人らしき容貌である。

　ぼさぼさの黒髪。切れ長の双眸。目鼻立ちは涼しげで――美男子と言えるだろう。

　だが何処かその基本的な部分に緩みがあるというか、美男子になりきれていないような、奇妙な『隙すき』がある。そのせいか、角度によってはまるで幼さを多分に残した少年にも、酸いも甘いも嚙み分けた中年にも見える。

　奇妙なのは衣装も同様だった。

　幾重にも着用者の身体に巻き付くような、ベルト状部分を持った外套。裾には複雑な形状の切れ込みが入り、襟元で十字架のような意匠を組み込まれたものだった。

　何処か幻想世界フアンタジーの住人のような、奇妙な印象の服である。

　だがその下に着ているのは、黒いジーンズと、白いシャツという格好がまた、ちぐはぐであった。しかもジーンズの上にはこれまた幾重にもベルトが巻かれ、まるで自らを拘束しているかのような印象すらある。

　だがいずれにせよ、この気温零下の環境では、あまりに薄着――生命の危険すらあり得る愚行と言わざるを得ない。なのに彼もまた寒がる様子がないのだ。

　もっともこちらは吐息が白い。

　つまりは体温は通常の人間と大差ないということだろう。

「しばらく様子を見てきましたが。さすがにアレはまずい」

　若者は顔をしかめる。

「見過ごせませんね」

「……我々の間では、賛否両論だ」

　男は緩やかに首を振った。

「まだ是非について結論が出ない」

「まあねえ。協調性がないのは俺達の常ですし」

「…………そうだな」

　男の口元を苦笑がかすめる。

「結論を言おう。我々は君に助力はできない。だが君の邪魔もしない。期待も警戒も無用だ。この一件に関して、我々の存在は忘れてくれたまえ」

「いいですよ」

　あっさりと若者は言った。

　失望も悲嘆も憤怒もその表情には窺うかがえない。前述の通りこれは儀式だ。交わされる言葉は芝居の台詞せりふの如く予め定められているに等しい。それを茶番と呼ぶか否かは人それぞれであろうが。

「気にしないで下さい。まあその方が気楽ですし」

「一人で戦う気かね？」

　眉を顰ひそめて男は問うた。

　こちらにも悲壮感はない。質問ですらない。

　やはり事実を事実として淡々と確認しているだけの台詞だ。

「いかに表の世界の者達とはいえ――相手は事実上、世界最強の組織だぞ。場合によっては〈連盟〉や、我々からはぐれた者達とも結託しているやもしれん。いや――むしろその可能性が高い」

「……一人？」

　若者は何処か呑のん気きな風情で笑った。

「まさか」

　その言葉を待っていたかのように――彼の背後で黒い領域が動いた。

　沈まぬ太陽の光を浴びて、凍結した大地に刻まれていた、若者の影。

　それが今……光源の角度や強さを無視して広がっていく。

「俺もそこまで傲ごう慢まんではないですよ。おっしゃる通り――まだ本調子じゃないですしね」

　青年は懐から数枚の札を――単なる長方形ではなく複雑な形状をしている――取り出すとトランプ遊びでもするかのようにこれを左右の手の中で弄もてあそんでみせる。

　そして……

「連中と一緒です」

　いつの間にか白い氷原の上に確保された――広大な黒の領域。

　その平面が大きく歪んだ。

　大きく。大きく。更に大きく。

　二次元平面たる影の中から、まるで深い水底から浮上するかの如く、悠ゆう然ぜんと出現する立体の――それも見上げる程に巨大な何か。音もなく姿を示す様はまるで幻影のようにも見えたが、緩やかに押し退けられる空気が膨大な質量感を示していた。

　現れ出でたるのは、三つの巨大な異形。

　数秒前までは何処にも存在しなかったはずのそれらは……みしりみしりと、氷原をその重量で軋きしませながら若者の背後に侍る。一目で誰もが怯ひるまずにはおれぬはずの巨大な異形を目の当たりにして――しかし男の表情には動揺も驚愕もない。

「行くか」

　ぽつりと今更のように男が呟く。

「はい」

「武運を」

「感謝、です」

　胸に手を当てて若者は一礼する。

　その姿に合わせ――




　――おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!




　まるで礼砲の如く、三体の異形が凍える空へと咆ほう哮こうを放った。
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　繰り返し同じ夢を見る。

　そう頻繁にという訳ではないのだが――月に一度は見てしまう。それも十年近く前の旧い記憶を基にした、回想の夢だ。細部は見る度に異なっているが、登場人物はいつも同じ。もう百回以上も夢の中でその相手と会っていることになる。

　実際には数回顔を合わせただけで、名前も知らない相手だというのに。




『だから通りすがりの魔法使い〝Ａ〟なのさ』




　少年Ａ。目撃者Ａ。通行人Ａ。

〝Ａ〟――それは即ち『誰でもないアノニマス』の『Ａ』だ。

　彼は最後まで自分の名前を教えてくれなかった。

　だからクラリッサは未だに自分を救ってくれた恩人が何処の誰なのかを知らない。

　いつもの廃公園にふらりと現れて、ふらりと去っていくだけの、文字通りに風ふう来らい坊ぼう。冷静に見ればそれは――容姿としても言動としても不審者以外の何者でもなかったはずなのだが、不思議と警戒心は湧かなかった。

　思えばあれが初恋だったのかもしれないと、クラリッサは思う。

　生あい憎にくとクラリッサは当時、色恋沙汰に自分が縁遠いということを自覚していたし、性格上の理屈っぽさが邪魔をしたこともあり、同年代の少女達のように、華やかで衝動的な青春を謳おう歌かすることはできなかった。同級生が恋だ何だと大騒ぎしていた最中――クラリッサはひたすら勉強に打ち込んでいた。

　お陰で二十四歳の現在も処女である。

　だがその結果として現在の立場があることを思えば、自分の選択は最善ではないにしても間違ってはいなかったのではないかと思う。十代後半になれば皆揃そろって恋愛に没頭せねばならないという義務などない。恋愛適齢期というものがあるとするならば、自分のそれは十代ではなかった――それは人それぞれなのだ、という程度にクラリッサは考えていた。

　とはいえ……




「じゃあな。また、何い時つか、何処か、で」




　約束とも言えぬそれが『魔法使い』がクラリッサにくれた別離の言葉だった。

　あの時……クラリッサは彼を引き留めることができなかった。

　何な故ぜかと問われれば今もはっきりとは答えられない。

　彼の『魔法』のお陰で、クラリッサは少しずつながらも学校の同級生達との距離を縮めることができるようになっていたし、友達と呼べるような人間も何人か出来るようになっていた。彼女等と過ごす時間が増えるにつれ、疎外感を感じることもなくなり、『魔法使い』と会う回数は減り……そうしてまるでそうする為の機を測っていたかのように、『魔法使い』はクラリッサに別れを告げてきたのだ。

　頃合いだと当時の自分も思ったのかもしれない。

　だが何度も執しつ拗ようなくらいにあの時のことを夢に見ることを思えば――自分は後悔しているのだろうとも思う。あの時にこの感情が恋なのだと認識していれば、自分はみっともなくも必死に彼に縋すがり付ついて問うていたかもしれない。

　貴方あなたは誰なのか？　――と。

「待って」

　教えて。

「せめて名前だけでも」

　問うても彼の背中が遠ざかっていくばかりで返事がない。

　夢は所詮夢でしかなく回想はやはり回想でしかない。

　既に終わった事実を今更に変えることはできない。

　けれど――

「待って……！」

　と――叫んだ処で目が醒めた。

　正確には、ベッドから転げ落ちてべちゃりと床に激突した。

「…………ううっ」

　右手を伸ばして――まるでクロール泳ぎをしている途中のような体勢で床に這はいながら、クラリッサは短く呻うめく。自分の間抜けさについてしばし呪いの言葉を口の端からこぼしていたが、溜め息を一つついて気分を切り替えると、のろのろとした動きで彼女は床から身を起こした。

　ベッドの脇の目覚まし時計を見ると、午前六時半。

　今から改めて寝るのはさすがにまずかろう。車で職場まで半時間、朝の食事は基本的にドライブスルーのファーストフードで確保して車の中で摂るとはいえ……女の身支度には時間がかかるものだ。クラリッサはあまり化粧に凝る方ではないが、元々髪に癖くせが強い為、爆発に晒さらされたかのように、しっちゃかめっちゃかに跳ねる髪を落ち着かせるのに、やはり半時間、その他の身支度も合わせれば一時間は掛かってしまう。

「おはよう、お婆ちゃん」

　時計の隣に飾られた祖母の写真にそう朝の挨拶を告げてから、更にその隣に置いてあった眼鏡をかけると――クラリッサはまずベッドサイドのテーブルに置いてあったノートパソコンに手を伸ばした。職場で使うものとは別に個人で購入したものだ。

　ベッドに腰掛けながら電源を入れる。

　ハードウェアの簡易検査を実行中を示す文字列がずらずらと画面表示され、次にＷｉｎｄｏｗｓＮＴ4.0の画面が表示される。購入時には店員に出たばかりのＯＳ――Ｗｉｎｄｏｗｓ98を勧められたが、クラリッサは安定性を重視してＮＴ系を選んだ。いっそＬｉｎｕｘ系ＯＳも考えたが、仕事で使っているのがそちらなので、気分を変えたくてＷｉｎｄｏｗｓにしたのである。

　予めクラリッサが組んでおいたスケジュールに従い、このパソコンは起動と同時に電子メールのチェックを行う。

　アンチ・ウイルスソフトの検疫を経て届いたメールは十通。

　メールのチェックは朝晩に一回ずつ。仕事には直接絡まない、純然たる個人の立場での通信量としては標準的なものと言えるだろう。ちなみにスパムメールも二通ばかり混じっている。その手のものは排除するようにフィルタを設定してあるのだが――業者の方も死活問題であるからか、あの手この手でフィルタの隙間をぬうようにして、広告満載のメールをねじ込んでくる。

「んー……」

　欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながらメールの内容を確かめるクラリッサ。

　クラリッサは中学生の頃からパソコンを使っているが……この数年でメールのやり取りは何倍にも増えた。かつてはごく一部の人間しか使っていなかったパソコン、そしてインターネットであるが、Ｗｉｎｄｏｗｓに代表される、ＧＵＩグラフイカル・ユーザー・インターフエイスが充実したＯＳの普及で、使う人間が急速に増えた為だ。

　今や、メールは仕事だけでなく、プライベートの連絡や、果てはつまらない愚ぐ痴ちだの世間話だのにまで使われるようになっている。ネットワーク上を走る情報の密度は上昇し、その種類と範囲も拡大の一途である。

　一九六〇年代に月着陸をアメリカが成し遂げ、一九七〇年代半ばに東西の宇宙開発競争が事実上の終しゆう焉えんを迎えた後――人類の技術は内向きの方向に加速し始めた。

　かつて月面着陸用の宇宙船の軌道計算を行ったコンピュータと同等の演算能力を持つ機種が、二十年も経たない内に一般家庭に出回り始め、更には大量生産による価格の下落が、ソフトウェア技術や、インフラの整備を推し進め――それが更にコンピュータ技術全体の進歩を加速させた。

　情報処理の容量と速度の上昇は、今まで強引で曖昧に進められていたミクロな世界の技術――医療、化学、生物学、分子工学、といった分野を更に発展させたが、逆にその効率性がもて囃はやされる一方で、大量の資源を湯水の如く使いまくる宇宙開発は、衰退の一途を辿り始めたのである。ひたすら遠くを見つめていた人類が、自分の足下に眼を向け始めたと言っても過言ではあるまい。

　いずれにせよ――この二十年余りの時間で、コンピュータ技術は途方もない進歩を遂げた。

　それは頂を上に押し上げると同時に、裾野を何倍、何十倍にも広げた。その結果であり証拠の一つが、このメール量の増大と言えた。

「んー……」

　クラリッサはメールを仕分けていく。

　簡単な返事で良いものはその場で書いて返信。長文が必要なものや久し振りの相手からのものは下書き用のフォルダに放り込んでおく。電話や手紙と異なり手軽でかつ費用が新たに発生しない為、遠方の――中学時代の友達、ニッポンの友人知人とも気軽にやり取りができるのが、クラリッサとしては有り難い。以前はコンピュータと聞くだけで眉を顰めて敬遠していた人達も、Ｗｉｎｄｏｗｓ、特に95が登場してからは気軽にコンピュータを扱うようになった。

「あ。ユカリ、結婚するんだ」

　ニッポンの友人からのメールを眼を丸くして読んでいると――不意に部屋の片隅に置かれた電話が存在を主張するかのように鳴り始めた。

「……あ」

　慌ててノートパソコンを脇に置くとクラリッサはベッドから立ち上がる。

「はいはい。はいはい」

　誰に言うでもなく呼び出し音にそう応じながら電話へと駆け寄って――

「はい――みぎゃっ!?」

　ベッド脇のサイドテーブルに蹴け躓つまずいて転んだ。

　べちゃりと床の上に再び這うクラリッサ。

　だが今度は自分の間抜けさ加減について呪いの言葉を吐いている余裕はない。跳ねるように飛び起きて、今度はぐるりとベッドの上を転がって移動し、鳴り続けている電話に向けて飛びついた。

「はい、エインワーズ――」

　受話器を耳に当ててそこまで言い。

　そして――クラリッサの表情はいきなり強張った。

「お、おはようございます、サー！」

　ベッドの上で姿勢を正し背筋を伸ばす。

　まるで電話の相手が眼の前にいるかのような緊張ぶりで、彼女は言った。

「いえ、問題ありません！　既に起床して――え？」

　怪け訝げんの表情から驚愕の表情へ。

　受話器を片手に彼女はしばし硬直していたが――

「りょ、了解しました！　可及的速やかに！」

　そう告げると受話器を電話に戻し、大慌てで寝間着を脱ぎながら別室へ向かい――

「へぎゃっ!?」

　そこでまた家具に蹴躓いて転んだ。
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　その老婆は誰からも顧みられぬ存在だった。

「ひいいいいいいい――ッ！」

　ニューヨークの下町においては珍しくもない存在だ。

　一人暮らしの偏屈な年寄り。元々常軌を逸した言動が多かった人物だ。身寄りがあるのかないのかもわからず……周囲も殊更にその辺りの事情を尋たずねたりはしない。素性どころか本名すら定かでない場合も少なくなかった。金さえ払えばギャングだろうと悪魔だろうと部屋を貸す大家も下町には沢山いるからである。

「ひいっ！　ひいっ！　ひいいいいいいいー！」

　じゃらりじゃらりと老婆は手脚に着けたブレスレットや、首から提げたネックレスを鳴らしながら、路地裏を駆け抜けてゆく。勿論――こんな治安の悪い処で高価な装飾品をこれ見よがしに身に着けている馬鹿はいない。老婆が着けているのは明らかに手製――硝子ガラスやプラスティックや木片を繋ぎ合わせただけのものだった。着ているものも裾がほつれ、全体的に薄汚れた代物で……ホームレスと言われても違和感を覚えなかっただろう。

「来るゥ！」

　谷底のような路地裏から――老婆は悲鳴じみた声でニューヨークの摩ま天てん楼ろうに向けて叫んだ。

　何事かと振り返ったのはしかし、その場を通り掛かった野良犬のみで、他の通行人達はわずかに一いち瞥べつをくれるだけで通り過ぎてゆく。奇声を発する頭の残念な人間も、この辺りでは珍しくないからだ。

　ただ――

「来るゥ！　やって来るゥ！」

　皺しわ深ぶかい顔を歪ゆがめ、両手を振り上げながら、老婆は声を限りに叫ぶ。

　一体何が？　と問う者は勿論いない。

　だが――

「混こん沌とんよりの使者！　秩ちつ序じよへの反逆者！　おお！　おおお！」

　老婆の叫びが青空に向かって響き渡る。

　血走らせた眼は無限遠の彼方に焦点を結んだまま――恐らくは何も視ていない。

　だがそれでも確固たる自信を込めて、老婆は聞く者もいない警告を叫び続けていた。

「ひいいいいいい――ッ！　来るゥ！　やって来るゥ！」
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　アメリカ合衆国の首都――ワシントンＤ．Ｃ．

　その郊外、バージニア州アーリントン郡、北緯三八度五二分一五・八七秒、西経七七度〇三分二一・四九秒。

　そこに、規模においても知名度においても世界有数のオフィスビルが存在する。

　ビルと言えばつい人は上に伸びる塔の如きものを想像するが、このオフィスビルに関して言えば高さよりも面積の方が遙かに大きい――つまりはひたすらに平たく、離れて見ればそれは、地面に置かれた巨大なタイルのようにも見える。

　正五角形の形をした巨大な庁舎。

　アメリカ合衆国・国防総省――俗称〈ペンタゴン〉である。

　このビルは五階建てに加えて地下二階層を備え、敷地総面積二三六万平方メートル、延べ床面積六一万平方メートル、軍人や軍属、民間従業員等を合わせて二万五千人以上が出入りする巨大な軍事施設だ。

　言ってみればここはアメリカの武力の象徴であり、アメリカ本土のみならず、世界各地に展開するアメリカ軍を動かす頭脳に相当する場所である。

　当然……駐車場や職員の出入り口も一つではない。

「……うん？」

　南駐車場サウスパーキングの管理人はけたたましいタイヤの音にふと顔を上げた。

　数千台を収容可能という巨大な駐車場に――一台の車が滑り込んでくるのが見えた。比喩ではなく本当にタイヤが地を嚙みきれておらずに、車体が横滑りを起こしている。

　車は数メートルを滑って何とか停止したが――一歩、いや半歩間違っていたら、他の車に激突してひっくり返っていただろう。スピード狂か、さもなくば警官に追われる犯罪者でなければしそうにないような、無謀運転であった。

　サターンＳＣ。

　アメリカ車らしからぬ小型の車は、日本車やドイツ車に販売業績で押されていたＧＭが改めて立ち上げたブランドの品である。明らかに日本車を意識した小回りと低燃費が売りの車なのだが……その中途半端にアメリカらしからぬ処が逆にウケが悪く、苦戦が続いている代物であった。

　まあ端的に言えば、車好きはまず乗らない製品だった。

　事故に至らなかったのは、運転手の力量ではなくて、単に運が良かっただけだろう。

「…………」

　停止した車から出てきたのは若い娘だった。

　小柄かつ童顔――それに加えて、眼鏡を掛けているせいか、やたらに子供っぽく見える容姿だ。赤みをおびた髪は女性としては短めで、恐らくは面倒な手入れを嫌った結果なのだろうが――やや癖毛であるせいか、単に出勤前に時間がなかったのか、あちこちに毛先が跳ねている。

　全体として可愛らしい雰囲気の娘だが……だからこそその容姿と、身に帯びた軍服が嚙み合っていない。まるで学生が仮装しているかのような違和感があった。

「あ、あの、すみません、これお願いします！」

　わたわたと転がるようにして管理人の処にやってきた娘は、自分の車の鍵を投げるようにして押しつけてきた。

「またかい。エインワーズさん」

　管理人は顔をしかめて、既に顔なじみになりつつあるその娘に言った。

「今日は遅刻ではなくて！　緊急呼び出しで！」

　呆あきれ気味の管理人にそう告げると、娘は――即ちクラリッサ・シノノメ・エインワーズはそのまま出入り口に駆け寄ると、守衛二人の前にＩＤカードを提示して身分確認。

「クラリッサ・シノノメ・エインワーズ特務情報武官――確認しました。どうぞ」

　守衛達の声にも若干呆れの響きが混じっている。

「ありがとう！」

　守衛にそう告げると、クラリッサはペンタゴンの内部へと飛び込んだ。
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　ペンタゴンは、その名の通り、真上から見ると正五角形の形をしている。

　ビルとしては相当に特異な形状なのだが、このお陰で世界最大級のオフィスビルでありながら、何処に行くにも十分かからないという特性を持っている。

　だが……それでも足りないとばかりにクラリッサは廊下を走っていた。

　緊急招集。

　休暇中であろうと勤務時間外であろうと、お構いなしに発せられるそれは――つまり個人的事情なぞ無視して当然の状況、のっぴきならない軍事的な緊迫状態が発生していることを意味する。

　クラリッサを含め、特務情報武官は、急速にその態様を変えつつある現代の戦争において、便宜的に――そして試験的に置かれた非公式な存在である。

　技術が変われば戦略や戦術も変わる。変えねば対応できない。だが軍隊という組織はどうしても旧来のやり方に固執する傾向が強い。『初めて相対する新しい戦況』というものに対して旧態然とした方法論で強引にぶつかり――その結果として敗北を喫する可能性は多分にある。

　アメリカはそれをベトナムでよく学んだ。

　それ故――特務情報武官はむしろ過去の経験や慣習に囚われず、緻密な情報分析と柔軟な発想で以て、戦略や戦術の決定に際し意見を述べるように求められる。彼等そのものは物理的戦闘力ではないが、その存在は時に数万、数十万という将兵の運命を左右する。場合によっては彼等の参加が遅れただけで、数万単位の軍人達が死ぬ可能性すらあった。

　だからこそ緊急招集とは『万難を排して可能な限りに早く駆け付けよ』の意味になる。

「はあっ……はあっ……」

　途中、二度ばかり転び掛けたが、これは何とか持ち直し――クラリッサは荒い息をつきながらペンタゴン内に設けられた一室へと駆け込んだ。

　特務情報武官同様、公開文書には載っていない部屋だ。

　戦略／戦術情報分析室。

　此処がクラリッサ達の仕事場である。

　壁面には大量のモニタが取り付けられ、扇状に設けられた多数のデスクにもコンピュータ端末が特務情報武官の数だけ設置されている。雰囲気的には軍事施設というより証券取引所に近いが、此処で扱うのは、合衆国大統領や国防長官、統合参謀本部にもたらされるのと全く同じ、第一級機密に属する軍事情報だった。

　だが――

「お、遅くなりました！　クラリッサ・シノノメ・エインワーズ特務情報武官――」

　そこまで言って……

「……？」

　クラリッサは違和感に気付いて立ち止まった。

　誰も彼女を振り返らない。

　既に席についていた同僚達十数名は……全員、正面の一〇〇インチにも達する大型モニタに見入ったまま身じろぎもしない。同僚達からまず『遅いぞ』と文句を浴びるのを覚悟していたクラリッサは、拍子抜けすると同時に、彼等が揃って注視するその内容について興味を覚えた。

「……なに？」

　クラリッサも大型モニタの映像に視線を向ける。

　どうやら何処かの海を撮っているカメラからの中継映像であるらしかった。画面の端には『ＬＩＶＥ』の文字と共に、『２Ｆ』の文字も記載されているのが見える。

　２Ｆ……これは主に北大西洋を担当する『合衆国United States第二艦隊Second Fleet』のニックネームだ。つまり大型モニタに映し出されているのは、第二艦隊から直接送られてきているリアルタイム映像ということになるのだが――

「戦闘中……？」

　映像が一瞬――白濁した。

　衝撃と……そしてカメラの周辺で発生した大量の煙のせいだろう。すぐにそれは薄れて視界は明瞭さを取り戻した。恐らく映像はイージス艦に搭載されたカメラからのものだ。画面の下端ではＭｋ45 ５インチ砲らしき大砲が、小刻みに動きながら照準を修正しているのが見えた。

　イージス艦が砲撃中なのだ。

　だが一体何に対して？

　まさか訓練用の標的でもあるまい。わざわざ特務情報武官達を緊急招集した上で、訓練風景を見せるはずがない。またクラリッサが知る限り、今日、この時間帯に第二艦隊の演習予定は入っていなかった。戦略／戦術情報分析室に満ちる緊張した空気からも、これは間違いなく実戦の映像だとわかる。

　しかし……

「『敵』は――？」

　敵の姿は見えない。

　勿論、現代の戦闘で有視界戦闘を行うことは――それも電子戦の申し子とも言うべきイージス艦が――まずない。大抵の場合に、コンピュータ・ネットのリンクによって標的の存在位置を座標表示され、これに従ってコンピュータが武装を制御、発砲する。極論してしまえば、乗組員が全員敵に背を向けていても、現代の兵器は戦えるのだ。

　だが……それでも着弾修正の際に状況を目視確認する戦術偵察機や砲撃支援観測機からの映像は入ってきてもおかしくない。

　なのに第二艦隊が戦っている相手の映像が何処にもないのだ。

　つまり――

「……遅かったな」

　この時点でようやく、戦略／戦術情報分析室の室長――クラリッサの上司である、ゴードン・ハミルトンがその四角い顔で振り返って言ってきた。大柄で岩のような面相のこの人物は、むしろ最前線で獣のように吼ほえながら多目的機関銃を振り回している方が似合いそうだが――実際には、情報工学を筆頭に幾つもの博士号を持つ頭脳派である。

「申し訳ありません」

　敬礼してからクラリッサは問うた。

「状況は？　第二艦隊が何者かと戦闘中なのはわかりますが」

「……状況か」

　ゴードンは顔をしかめて呟つぶやくように言った。

　その口調にある種の疲労と諦てい観かんが滲にじんでいるのに気付いて、クラリッサは怪け訝げんに思う。普段の彼は傲慢とさえ言える程の自信家なのだ。長い付き合いという訳ではないが――特務情報武官としてこの戦略／戦術情報分析室に配されて一年、こんな口調と表情の上司をクラリッサは初めて見た。

「室長……？」

「訳がわからん」

　ゴードンは投げやりな口調でそう言った。

「わからない？」

「説明するよりも見た方が早かろう」

　そう言ってゴードンは手元のコンピュータ端末を操作する。

　視線で促されるままにクラリッサは自分の席について、既に起動されていたコンピュータの画面に見入る。ゴードンから送られてきた映像ファイルが、そこに再生されていた。

「――！」

　それは断末魔の光景だった。

　タイコンデロガ級イージス艦。

　アメリカの誇るコンピュータ戦闘艦は、灰色の艦体を真っ二つにへし折られ、海面を泡立てながら沈んでいく処だった。破断面付近の高張力合金には幾重にも皺が寄っており、途方もない力がそこに掛けられたことを物語っていた。

　ミサイル攻撃？　艦砲射撃？

　どちらもあり得ない。

　それならもっと別の破壊痕を残すはずだった。タイコンデロガ級イージス艦の大きく歪んだ装甲の有様は、むしろもっと単純な破壊力の結果に見える――文字通り両端に力を掛けて無理矢理にへし折ったかのような。

　だが全長一七〇メートルにも及ぶその巨体を、一体何が、へし折ったというのか。

「これは……」

　クラリッサもさすがに呆然としてその映像を見ていた。

　だがゴードンは、溜め息をつくかのような口調で更にこんなことを言い添えてきた。

「既に第二艦隊の戦力は半減している」

「……え？」

　クラリッサは思わず眼を丸くして上司を振り返った。

　イージス艦一隻の撃沈でも大事だが……第二艦隊の戦力が半減ということは、このタイコンデロガ級イージス艦の沈没は被害のごく一部に過ぎず、同様に沈められた艦艇が、他にも――それも一隻や二隻ではなく――あるということだ。

「対して……」

　ゴードンの口調には投げやりな響きすらあった。

「こちらは全くと言って良いくらいに敵にダメージを与えられていない。というよりダメージを確認できない」

「どういうことですか？　一体――」

　第二艦隊は何と戦っているのか。

　世界最強のアメリカ海軍と、一体何処の誰が戦おうなどと考えるのか。

　ソ連崩壊から、およそ十年……ロシアにアメリカと真正面からやり合えるような体力はもうないはずだ。

　だが他にアメリカ海軍の艦隊と同等以上に戦う――否、一方的に殲せん滅めつすることができる戦力など、クラリッサには考えもつかない。中国軍の物量は確かに脅威だが、兵器の性能や精度からすれば、第二艦隊を追い詰める程の戦闘力は持っていないはずだ。そもそも今の国際情勢において中国がアメリカと事を構える可能性は皆無に近い。

　かといってニッポンやドイツという訳でもあるまい。

　クラリッサがひたすら混乱していると――

「この『敵』が現れたのは四時間一七分前」

　ゴードンは言った。

「最初に発見したのはＮＯＲＡＤノーラツドだ」

「ＮＯＲＡＤ!?」

　北アメリカ航空宇宙防衛司令部ノース・アメリカン・エアロスペース・デイフエンス・コマンド――通称ＮＯＲＡＤ。アメリカ合衆国とカナダの運営する組織で、航空あるいは宇宙に関して危険の早期発見を目的として――つまりは各種人工衛星や核ミサイル、戦略爆撃機等の動向について、二十四時間監視体制を敷いている。

「ＮＯＲＡＤの記録が正しいのなら――『敵』は空から落ちてきたのだそうだ。さすがに映像を撮っている余裕はなかったようだが、着水時の衝撃で艦艇が幾つか転覆したらしい」

「空から……？」

　まさかゴードンはこの『敵』が宇宙人だとでも言うつもりなのか。

　だが――

「更に先程、統合参謀本部に〈ラングレー〉から情報が入った」

　ラングレーとは元々地名だが――彼かの地に本拠を置くアメリカ中央情報局ＣＩＡを示す隠語でもある。

　改めてクラリッサを振り返りながらゴードンは言った。

「敵は国家ではない」

「国家では――ない？」

「組織でもない」

　ゴードンはひたすら物憂げな口調で言った。

　自分で喋っておきながら、その内容について彼自身も疑問を持っているのだろう。

「では――」

　一体ＣＩＡは何を摑つかんだというのか？

　眉を顰ひそめるクラリッサにゴードンはぼそりと告げた。

「個人だよ」

「…………」

　一瞬、クラリッサはゴードンが何を言っているのかわからなかった。

　個人。個人と言ったのか、彼は？

　だが――

「予言はあった。我々は信じてなどいなかったが」

「何の話です、室長？」

　クラリッサの焦れた口調に、しかしゴードンは曖昧に頷うなずいて言った。

「遂に来た。奴が――」

　口ごもるゴードン。

　まるで『敵』の正体について言葉にして語るのを躊躇ためらうかのように。

　その時――

「光学情報、来ます！」

　特務情報武官の一人が叫んだ。

　正面の大型モニタの画像が切り替わる。恐らくは最近実戦配備されたばかりの無人戦術偵察機〈グローバルホーク〉が電子光学センサーで撮影したものだろう。画面の端には『RQ-4 Global Hawk』の文字が点滅していた。

　動画ではなく静止画――写真だ。

　かくかくとコマ落ちする動画のように連続して撮影された画像が映し出されていく。

　各種兵器の着弾点付近に立ちこめていた白煙が急速に晴れて、青々とした海が果てしなく広がっていく様が鳥ちよう瞰かんで――見下ろすような視点で認識できた。

　急速に倍率が上昇し、大海原に浮かぶ小さな黒い点が見えた。

　更に倍率が上がり細部が明確になってゆく。

　それは――

「……人間……？」

　確かにゴードンは個人と言った。

　だがそれはてっきり個人資産による私設軍隊の運用、といった程度の意味だとクラリッサは考えていた。まさか第二艦隊が、直接、一個人と戦っているなどという馬鹿げた意味だとは思ってもみなかったのだ。

　だが――

「奴だ。奴が」

　喘あえぐようにゴードンは言った。

「『恐怖の大王』だ」

　非常識にも常識的に、その人物は悠ゆう然ぜんと立っていた――海面の上に。

　否。実際には水ではなく何か固体の上に立っているのだろう。腕を組み、僅かに脚を開き、髪と長い外套の裾を海風になびかせながら、第二艦隊を真っ直ぐ睨み据えるその姿は、確かに『大王』の肩書きを冠されるに相応しい傲慢さと言えた。

　電子光学センサーが更にくっきりと対象の細部を捉える。体勢や衣装は勿論、その顔つきまでもが仔細に判別できる程の解像度である。

　それは男だった。

　若い――青年の姿だ。

「…………!?」

　愕然と身を強張らせるクラリッサ。

　彼女は何度か瞬きを繰り返し、そして眼鏡の位置を指先で直し――それでもまだなお自分が見たものが信じられずに、眼鏡を外してポケットから出した不織布で拭ふき、掛け直してみたが、画像の中の青年の姿は変化しなかった。












　それは――

「見ろ――あれは」

　誰かが唸うなるような声で言った。

　青年の左右で海面が急速に盛り上がっていく光景が連続写真の中に捉えられている。

　何かが――潜水艦級の巨大な物体が水面下から浮上してくるのだ。恐らく青年は水面の上に立っていたのではなく、その水面直下にいた何かの上に立っていたのだろう。盛り上がる水面の頂点に彼は立ち続けている。

　やがて彼が脚を置いていた物体の姿が露あらわになった。

「――おお。神よ」

　誰かが祈りの言葉を呟く。

　無理もなかっただろう。

　それは徹底した現実主義者リアリストたることを求められる――求められてきた特務情報武官達にとって、彼等の存在理由すら問いかねない現象であったからだ。

「リヴァイアサン……？」

　誰かがそう呟くのが聞こえた。

　それは旧約聖書の中に登場する海の怪物の名だ。

　当初は巨大な魚や鯨、あるいは鰐ワニといった姿で描かれてきたが――後に海蛇や竜といった形で描かれることも増えてきた。そして特務情報武官の一人が咄とつ嗟さにその名を思い出したのは、後者の印象イメージからだったのだろう。

　三ツ首の海竜――概おおむねそれはそんな印象だった。

　尋常の生物としてはあり得ない、三つの頭部を胴体から生やし、長い長い尻尾と、その巨体に比すれば小さな翼を持つ異形だ。さすがにこの翼は揚力を生む為にしては小さすぎる。空気を叩く為のものではなく、水中安定翼なのかもしれない。あるいはこれは対地効果を狙った地面効果翼機エクラノプラン――冷戦時代にロシアで開発された〈カスピ海の怪物〉と同様の形状なのか。

　尾を含めた全長は、恐らくその背に乗った人間と比較すれば二百メートルを越えるだろう。それこそ先に沈められたタイコンデロガ級イージス艦とも互角の大きさ――そして現状、地球最大の生物とされている、シロナガスクジラを何倍も凌りよう駕がする、異常な巨大さだった。

　こんな出で鱈たら目めな生物がいるはずがない。

　誰もが咄嗟にそう思っただろう。

　だが――それは厳然とそこにいた。何かの艦艇が偽装している訳ではない証拠に、その尻尾や首は生々しい動きを示している。そもそも艦艇を生物の形に――それもこんな異様な――偽装することに何の意味があるのかと問われれば、誰も答えられまい。

「――！」

　画像の中の青年が――そして三ツ首の竜が上を向く。

　即ち頭上から彼等を撮影している〈グローバルホーク〉に気付いたかの如く。

　青年の口元に挑発するかのような不敵な笑みが浮かぶのが見える。

　そして――

「…………」

　連続撮影されていた画像は、そこで、途切れていた。

　特務情報武官達の間に重苦しい沈黙が満ちる。

　最新鋭の無人偵察機が撃墜されたであろうことよりも――その電子光学センサーが捉えた画像の衝撃が彼等を寡黙にしていた。勿論……彼等はクラリッサよりも先にイージス艦からの超望遠カメラの映像や、レーダー、軍用衛星からの画像で、対象を確認してはいただろうが……画像越しに『こちら』を見据えてきた青年と海竜の視線は、特務情報武官達の意識に深々と食い込んでいた。

　しかし……

「『恐怖の大王』……？」

　クラリッサだけは他の者達と少し事情が違った。

　呟く声には恐怖や驚愕だけでなく、ある種の悲壮感が滲んでいた。

「でも……彼は……」

　海竜の三ツ首の根元に腕を組んで悠然と立つ青年。

　ＣＩＡが『恐怖の大王』であると告げてきたアメリカ合衆国の『敵』。

　その人物の顔にクラリッサは見覚えがあった。

　十年前――ニッポン。

　独りぼっちだった彼女を助けてくれた奇妙な『魔法使い〝Ａ〟』。

　画面越しに、通信回線越しに、挑発的な笑顔でこちらを振り返ってきた『恐怖の大王』の顔は……間違いなく彼のものだった。




　　　　　●




『恐怖の大王』。

　それはルネッサンス期のフランスにおいて活動した、医師にして占星術師ミシェル・ノストラダムスの著書『予言集』の中に記される存在である。

　この本――正しい題名は『ミシェル・ノストラダムスの予言集』であり、しばしば日本で使われる『諸世紀』という言葉は、あくまで後にこの本を日本に紹介したルポライターが付けた邦題である――は、その中に数多く記載される四行詩が、未来に生じる歴史的事実を幾つも言い当てていたとして、多数の信奉者を生んだ。

　即ちノストラダムスが予言した出来事は全て事実として起こるのだ――と。

　そしてその中でも特に後の世の人々が恐れたのが、第10巻72番の詩だ。

　即ち――




　一九九九年の七の月

　空から恐怖の大王が来るだろう

　アンゴルモアの大王を蘇らせ

　マルスの前後に首尾よく支配するために




　勿論この種の予言の常として、この四行詩が提示する情報は極めて断片的かつ曖昧であり、その解釈を巡って何世紀も研究者達は頭を悩ませてきた。だがノストラダムスの――というよりこの『予言集』の信奉者達は、空から来たるという『恐怖の大王』について様々な可能性を示し唆さした。

　曰く『恐怖の大王とは空軍の大編隊である』

　曰く『恐怖の大王とは地球に激突する巨大隕石である』

　曰く『恐怖の大王とは地球侵略に訪れる異星人の軍団である』

　曰く『恐怖の大王とは終末における反キリスト、即ち悪魔の具現である』

　曰く『恐怖の大王とは事故で地球に落下してくる原子炉搭載人工衛星である』

　…………等々。

　いずれにしても恐怖の大王とは『死』を――何かの終焉を示すものであり、それが世界規模のものであると予想されたのである。

　結果として『一九九九年七月に世界は滅亡する』という風説が流れることになったのだ。

　勿論、大多数の人々はそれを信じてはいなかった。

　実の処、有象無象の『自称・預言者』もしくは『自称・予言者』達によって、世界の終焉は何度となく予知され、しかしその悉ことごとくが実現しないまま消えていった。このノストラダムスの『予言』もまた、その一種であると『現実的な』人々は考えたのだった。

　だが……




　　　　　●




　青空に哄こう笑しようが響き渡る。

　過剰な程の自信に裏打ちされた笑い声である。自らが敗北する可能性など一顧だにもしていないのだろう。そして実際――今までの推移を見ればそれを誇大妄想と笑えるような者はいまい。

　アメリカ軍対――個人。

　しかも優勢は圧倒的に後者。

　誰がこんな異常な『戦争』を予想した？

「ははははは！　はは！　は！　ははははははははははッ！」

　海面を滑るように進んでいく巨大な海竜の背で、両腕を組み、傲ごう然ぜんと立ちながら青年は笑い続けていた。彼の――海竜の周囲では今も砲弾やミサイルが雨のように降り注いでいるが、まるで怯おびえる様子もない。容赦なく叩き付けられる破壊力に、海面はまるで沸騰するかのように泡立ち、水みず飛沫しぶきを上げ、白煙を噴き上げているが……その実、第二艦隊から送り込まれる攻撃は、青年の髪一筋も揺らすことはできていない。

「無駄だ無駄だ！　無駄の極みだ！」

　青年は今この瞬間にも自分に向かって飛んでくる砲弾やミサイルをそう評した。

　そして――

「――！」

　ミサイルの一発が真っ直ぐ青年に向けて突っ込んでくる。

　ハープーン対艦ミサイル。

　航空機による空中発射、ミサイル艦や潜水艦による海上発射にも対応した、対艦ミサイルの傑作だ。低空巡航シースキミングモードでレーダー網をかいくぐり、亜音速で目標に接近、これを撃破する。

『捕ほ鯨げい銛もり』の名を冠されたミサイルは、完全に直撃する軌道で青年に迫る。元々速度の遅い艦船を標的としている為に飛行速度は亜音速だが……いずれにしても人間や巨大生物の速度で避け得るものではない。

　青年を直撃するまであと百メートル。

　その瞬間――しかしハープーン対艦ミサイルは標的を叩くことなく爆裂した。

　いきなり真横から差し出された掌てのひらに激突したからだ。

　そう。掌だ。

　人間のそれの数十倍を誇る大きさの……

「――ムスペル」

　青年がそう呼び掛けるのは……巨人だった。

　到底『人』とは呼べぬ異形だが、それを示すのに、他に相応しい言葉はない。

　いつの間に現れたのかはわからず、だが厳然たる存在感を示しながら、そこにいる。

　腰の辺りまで水に浸かっているために正確な数字はわからないが――身の丈およそ人間の二十倍、全体的に輪郭は装甲の如き角張った形状を示しており、頭部にはまるで猛牛の如き角を備えている。

　これだけでも充分に異様だが、この巨人の最大の特徴は、全身に炎を纏まとっているということだった。特にその胸から肩、首にかけては、まるで飾り立てるかの如く激しく燃える炎が彩っており、関節部にも火炎がまとわりついている。第二艦隊の攻撃を受けて炎上している訳ではない証拠に、大量の海水を浴びても火勢は衰える様子もなく、むしろ巨体が動く度に、排気のような形で炎があちこちから噴き出しているのが見えた。

　形状からすればロボットのようにも見える。

　だが四十メートルにも達しようかという人型機械など、現時点では地球上の何処にも存在しない。ましてや対艦ミサイルを片手で受け止めて目立った損壊もないような代物など、現状の人類の科学技術では到底、製造不可能だった。

　ムスペル。

　それは北欧神話において語られる炎の巨人――いや巨神の名だ。

『神々の黄昏ラグナロク』と呼ばれる終末戦争において、炎の国ムスペルへイムからやってきて、全てを焼き滅ぼすという。

　これは本当に神話に謳うたわれる魔神なのか。

　それとも――

「俺の守りはいい」

　青年は炎の巨神に向けてそう言った。

「お前は先行して突破口を開け」




　……おおおおおおおおお……




　答える代わりに咆哮を大空に向けて放ち、ムスペルはその身体で波を押し退けるようにして前に進んでゆく。ここぞとばかりに砲撃やミサイルがムスペルに向かって降り注ぐが、この巨神はまるで気にする様子もない。

　そして――

「――ふむ？」

　頭上から降る轟音に……ふと青年が上空を仰ぎ見る。

　そこには数機の編隊を組んだジェット戦闘機の姿があった。

　恐らくは空母から発進した戦闘攻撃機だろう。輪郭から判断する限りではＦ／Ａ‐18〈ホーネット〉だ。航空機同士の格闘戦から対艦・対地攻撃までをこなす優秀な汎用機である。

〈ホーネット〉の編隊は大きく青年達の頭上を旋回。

　恐らくミサイル攻撃の機を測っているのだろう。

　そして――




　――ぎいいいいいいおおおおおおおおおおおおおッ！




　咆ほう哮こうと呼ぶには、あまりに鋭くざらついた音が響いた。

〈ホーネット〉のジェットエンジンが放つ轟音を圧して辺りに撒き散らされるそれは、戦闘攻撃機の編隊よりも更に上空――太陽を背にした黒い影によるものだった。

　大きい。そしてやはり異形だ。

　黒い影は瞬く間に高度を下げて〈ホーネット〉の編隊と交差する軌道を選択。接触事故ニアミスどころか正面からの体当たりを狙っているかのような、遠慮も躊躇もないその軌道を見せつけられて――〈ホーネット〉の編隊の方が逃げに入った。

　ミサイルの発射を中断し、回避行動に入ったのだ。

「――フェンリル」

　青年が頭上の異形に向けてそう呼び掛ける。

　フェンリルとは先のムスペル同様に北欧神話の中に出てくる名だ。

『神々の黄昏』において鎖から解き放たれ、神を喰い殺すとされている魔獣の名であり、一説には月を喰らおうと天空の軌道を巡り続けている怪物だとも言われている。




　――ぎいいいいいいいッ！




　海竜や炎の巨人にも優るとも劣らぬ……それは異形だった。

　端的に言えば――空を舞うそれは翼竜と呼ぶべきなのだろう。

　基本的な胴体部の形状は、いわゆる竜そのものである。長い首。長い尾。胴体部は鱗状のもので覆われ、手脚を備えている。

　だがその背中から左右に広げられているそれは、本当に『翼』と呼んで良いのか？

　形状としてはむしろコウモリのそれよりも鳥のそれに近く――そしてそれは半ば透き通っていた。まるで光で描かれた翼のように、ぼんやりと光るそれは、向こう側が透けて見えるのである。根元には発生器官らしきものが見受けられるが、だからといってこんな『翼』で空を飛ぶ生き物など、有史以来、存在確認されたことは一度もない。




　――ぎいッ！




　フェンリルと旋回した〈ホーネット〉。

　交差する軌道と軌道――フェンリルの巨体に大量の火花が咲いた。〈ホーネット〉が装備する二〇ミリ・バルカン砲だ。

　恐らくミサイルは使いたくても使えないのだろう。元々〈ホーネット〉が搭載しているのは対艦ミサイルの類であって、対空ミサイルではない。しかも翼竜の速度と機動性が高すぎて、どうにも距離がとれないのである。

　ミサイルは本来、一方的に遠距離から相手を叩たたき潰つぶすための兵器であって、俗に『格闘戦』と呼称されるような近距離での戦闘にはまるで向かないのだ。そしてこの欠点を補う意味で戦闘機にはバルカン砲や機関砲が搭載される。

　飛行するフェンリルに、旋回した〈ホーネット〉が追いすがる。

　あるいは〈ホーネット〉の操縦士パイロツト達はこれで『勝った』と思ったかもしれない。航空機同士の格闘戦は、基本的に『背後』の取り合いと言っても過言ではない。後ろに回り込んだ方が勝つ。それだけの単純な――しかしそれ故に奥の深い戦い方だ。

　しかし……




　――ぎいいいいいいッ！




　鋭くも濁った咆哮を放ちながら――翼竜は、消えた。

　恐らく〈ホーネット〉の操縦士達は驚愕したことだろう。生物ともとれるようなその形状で亜音速戦闘を可能にしていることも驚きであったが――まさか、慣性をまるで無視したかのような超急減速をするなどとは、想像の外だ。

　一瞬にして〈ホーネット〉部隊は翼竜を追い抜き、無防備な背中を翼竜に向けて晒すことになった。

　そして次の瞬間……




　――ッ!!




　それを『音』と呼ぶのには抵抗があるだろう。

　およそ人間の耳には聞こえない程の高い音域のそれは、高周波、あるいは超音波と呼ばれる類のものだ。通常、それは空気中では急速に拡散してしまい、実際的な脅威たりえないとされているが――

〈ホーネット〉が一斉に弾はじけた。

　否――空中分解したのだ。

　操縦士達は、何が起こったのかは全く理解できなかったであろう。機体の各所が急速に劣化し、結合力を失って崩壊した結果――機体が自身を維持できなくなったのである。

　超音波砲フオノン・メーザー。

　かつてドイツ第三帝国を筆頭に、何度も研究されながら、『実用に供するのはおよそ不可能』と諦められてしまった兵器の完成形が、此処にあった。

　爆発することもなく、ただ、ばらばらにされて散っていく戦闘機達。

　一瞬遅れて――戦闘機の数だけ白いキノコが空に開く。

　脱出装置の落下傘パラシユートだ。

　だが戦場のど真ん中でのそれは……狙いやすい的以外の何物でもない。

「――はッ！」

　青年が歯を剝いて笑いながら、懐から取り出したのは左右それぞれ数枚の――札カード。

　ただの長方形ではなく妙に複雑な形状のそれを、彼はまるで手裏剣のように空中へと放つ。それらは数秒間は通常の物理法則に従って空中を飛んでいたが――急に揃ってその軌道を変えたかと思うと、音速を超える速度で落下傘に向かって飛んでいく。札の数だけ空中に白い円えん錐すい形けいの雲が――ベイパー・コーンが発生しているのが、超音速の証拠だった。

　そして。

「――ッ!!」

　操縦士達の悲鳴が聞こえたかのようだった。

　超音速で飛来する札に触れた彼等は、次の瞬間、まるで幻のように消滅していた。後には何も――死体すらも残らない。

「無駄だと言っているだろう！」

　勝ち誇るかのように青年は叫ぶ。

　丁度その時――彼に命じられて先行した炎の巨神ムスペルが、第二艦隊の主力に接触する処だった。




　――おおおおおおおお！




　ムスペルが雄お叫たけびを上げる。

　その顔面に、胸元に、次々と火花が咲いていた。恐らくは艦艇に搭載された機関砲――バルカン・ファランクスだろう。毎秒五十発以上の二〇ミリ砲弾を叩き込む近接防衛兵器である。ただ弾をばらまくだけでなく、弾道のずれをレーダーで計測し修正する機能を備えており、恐ろしく精度の高い攻撃兵器としても機能する。

　この二〇ミリ砲弾は元々が対戦車ライフルの弾として使われていたものであり、航空機でも装甲車両でも撃破可能、まとまった着弾を喰らえば主力戦車ＭＴＢですらただでは済むまい。

　だが……




　――おおおおおおおおお！




　フェンリル同様、ムスペルは微塵の怯ひるみも見せない。

　それどころかその表面には傷一つついていないではないか。

　複数方向から浴びせかけられる文字通り砲弾の雨を平然とはじき飛ばし、ムスペルは拳こぶしを振り上げて一番手近な艦艇に――逃げるように大きく転進しつつ砲撃を加え続けるアーレイ・バーク級イージス艦の一隻に襲いかかった。

　その右手の拳が紅く光る。

　炎が――否、熱がそこに集まっているのだ。

　次の瞬間、巨人の拳は傲然とイージス艦に向かって繰り出されていた。

　虚こ空くうが――吼える。

　それは急激な密度変化によって局所的に生み出された突風の音だ。大質量かつ超高温の拳が、しかも亜音速で繰り出された結果、真空が生み出され、しかもそれが熱による対流現象と相まって広範囲の空気の渦を生み出したのだ。

　それどころか発生した空気密度の偏差によって風景すらもが拳の軌道に沿って歪む。

　そして――




　――おおッ!!




　轟音――否、爆音が響いた。

　巨大な拳が高張力合金製の船体に激突したのだ。

　勿論、事実としてはただの殴打。

　だが――それだけで、轟音と共にイージス艦は大きく折れ曲がり、甲板上に固定マウントされていたバルカン・ファランクスの筐体ユニツトがばらばらと海に落ちていった。

　この一撃だけでほとんどイージス艦はその機能を失っていたが、しかしそれでも巨人は破壊の手を緩めなかった。

　今度は五指を揃えた形、即ち『貫ぬき手て』の型をとると――そのまま左手を、イージス艦の特徴たる八角形の構造物、フェーズドアレイ・レーダーシステムへと突き立てる。先の拳と同様、赤熱化していた指先は、まるでバターに熱したナイフを突き入れるが如く装甲を貫通し、十億ドルの海上兵器にトドメを刺した。

　爆音が響き渡る。

　それも立て続けに――幾つも。

　内部のミサイルや砲弾に引火したのか、幾つもの爆炎の花をその船体に咲かせながら、イージス艦は二つに千切れ、それぞれが海面を泡立たせながら沈んでいく。

　呆気ない。

　最新鋭のイージス・システムを搭載した軍艦が、ほんの数分で破壊されたのだ。元より沈没するのが前提の軍艦とはいえ――故に軍艦には保険が掛けられない――こうも簡単にイージス艦が沈められるなど、誰が想像しただろうか。

「くくく……くく……くははははははは！」

　青年は高々と哄笑する。

　そこへこれでもか――とばかりに、再び白煙を突き破り、トマホーク巡航ミサイルの群れが青年に向けて突っ込んでくる。

　次の瞬間、それらは空中で幾つもの断片に切り裂かれていた。

　突如として発生した白い霧に覆われながら、それらの破片は爆発することすら許されずに海へと落下していく。

　巡航ミサイルを破壊したのが、単なる海水だと知れば、これを放った海軍兵士達はどんな顔をするだろうか。

　原理としてはよく知られたものだ。

　超高圧水流による切断。

　海竜の三つの首から吐かれたそれが、三方からミサイルを捉え、瞬時に切り刻んだのである。水撃刃ウオーター・メスとも言うべきそれは、工業の分野では確かに金属や石材の加工にしばしば使われるもので珍しくもないが――兵器に転用された例はまだない。あまりにも射程が短く効率が悪いからだ。

　だが常識とは別の処に棲む怪物達にとっては、また別の話であるらしい。

「しかし……」

　青年は哄笑を止めて眼を細めた。

「まだわからないか。お前達は俺の敵ではないということが」

　呟いたその瞬間――四メートル近い金属の棒が青年の眼前にまで突っ込んできた。

　ハープーン対艦ミサイル。

　恐らくは二頭の竜や巨人の迎撃を免れた一発なのだろう。

　勿論、人間がこんなものの直撃を受ければ木っ端微塵である。

　だが――

「やれやれ」

　青年は片手を掲げる。

　札を持つその手を中心に、回転する奇妙な紋様が出現したのは次の瞬間であった。

　魔法陣。

　巨人の拳よりも、海竜の水撃刃よりも、翼竜の超音波砲よりも、遙かに非現実的なものがそこにあった。

　空中に紅い光を以て描き出される複雑精緻な円形の『回路図』は、緩やかに回りながら超常現象を結実させる。即ち――

「…………」

　青年の右の掌にハープーン対艦ミサイルが激突する――と見えたその瞬間、ミサイルは空中に静止していた。いや。それどころかまるで走査するかの如く、するすると魔法陣がその中央にミサイルを捉えたまま、先端から後端へと滑っていき――消滅。

　同時にハープーンは爆縮した。

　比ひ喩ゆでも誇張でもない。

　まるで爆発するかのような速度で自ら圧壊し、更にその際に生じた火炎や塵じん煙えんや衝撃波すらをも内側に折り畳み、折り畳み、更に折り畳み――そして消えてしまったのだ。

　後には何も残らない。

　どう考えてもあり得ないはずの現象がそこに存在していた。

「――さて。次はどうする、アメリカ軍？」

　面倒臭そうに青年が呟く。

　彼は三ツ首の海竜の背に乗ったまま、悠然と第二艦隊に向けて近付いていく。

　いや。実際には彼は第二艦隊に迫っているのではない。ただ彼の進路上に第二艦隊が立ちはだかっているだけのことなのだ。

「いっそ核兵器でも使ってみるか？」

　青年は歯を剝いて笑いながらそう言った。
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「あり得ない――」

　誰かがそう言った。

　誰の台詞かはわからなかったが――誰が言っても同じことだろう。この場に居合わせた誰もが同じ感想であったからだ。

「…………」

　クラリッサもまた呆然と画面に見入っている。

　異常に過ぎる事態だった。

　第二艦隊が総力を挙げて攻撃しておきながら、『恐怖の大王』は勿論、その配下らしき怪物達にも一切損害を与えられないのだ。

「…………」

　どの特務情報武官達の表情にも、早々に絶望じみた色が滲んでいた。

　クラリッサ達、特務情報武官達は、本来このような事態にこそ活躍すべき人材だ。

　通常の戦術、通常の兵器運用では対応できない状況に出会した時、ありとあらゆる想定外戦況に対して、これを分析し、対応策を練り上げるのが彼等に期待された役目である。だからこそペンタゴンは特務情報武官達を緊急招集したのだ。

　だが――これは。

　こんな状況はいくら何でも無茶過ぎた。

　数学の問題を解く前に『とりあえず一足す一は二ではない』と宣言されているようなものである。前提として頼るべき幾つもの基礎――常識がまるで役に立たない。これでは論理的思考を組み立てることすら困難だった。

　それに……

（そもそもどうしていきなりこんなことになっているの？）

　クラリッサは他の特務情報武官以上に困惑していた。

『恐怖の大王』があの『魔法使い〝Ａ〟』であったことに――だ。

　一体これはどういうことか？

　何もかもがあまりに唐突に過ぎる――

「室長……」

　クラリッサはゴードンを振り返って問うた。

「あれは一体何者なんでしょう？」

「聞いていなかったのか？」

　半ば投げやりな口調でゴードンが応じる。

「『恐怖の大王』なのだそうだ。アンゴルモア、だったか？」

「正しくは『恐怖の大王』が復活させるのがアンゴルモア王です。『恐怖の大王』イコール『アンゴルモア』ではありません」

　とクラリッサは応じた。

　ノストラダムスの百詩篇は彼女も知っている。

　だが――

「馬鹿げた話です。誰が、あの人物が『恐怖の大王』だと？」

「……ＣＩＡの報告ではそうなっている」

「ですから何を根拠に？」

「…………」

　ゴードンは眉を顰めて黙り込んだ。

　彼は答える代わりに端末を操作、クラリッサの席の端末にＬＡＮを通じてファイルを一つ送りつけてきた。

　どうやらファイル名から察するにＣＩＡの報告書らしい。試しに開封を試みると、画面の上には幾つもの警告ウインドウが開き――幾重にも圧縮と暗号化が掛けられているのがわかった。

「後で読んで検証するなり嘲ちよう笑しようするなりするがいい」

「…………」

「呼称や相手の素性はともかく、我々が今すべきは、あのバケモノ共をどうやって斃たおすか、その戦術を練り上げることだ」

　ゴードンは大型モニタを見据えて言った。

　そこには今も戦闘中の第二艦隊の姿が映っている。

「現実に今、あの人物と怪物達が合衆国目指して攻めてきているのは紛れもない事実だ。我々は合衆国国民と国土、それに我が国の主権を守らねばならない」

「――単純な力押しでは勝てません」

　特務情報武官の一人が片手を挙げて言った。

「現に、あの怪物達に通常兵器は全く効果を上げていない」

「核でも使おうというのか？」

　別の特務情報武官が眉を顰めて問う。

　だが先の特務情報武官は大きく首を振った。

「非常識な話だが、熱、衝撃波、といった破壊力を無効化する手段があの怪物共にはあるらしい。故に、核兵器ですらも凌がれてしまう可能性はある。それに相手が再び水中に逃げ込めば、核兵器といえども威力は半減してしまう」

　実の処、分厚い水の層は何物にも優る防壁たり得る。

　たとえ核兵器といえど、数百メートルの水の壁が間にあれば、威力のほとんどを遮断され、ろくに相手を破壊できないだろう。何しろ相手は二〇ミリ砲弾の直撃で傷一つ付かないのだから。

「ではどうする？」

「もし効くとすれば、怪物達の指揮官――あの青年」

　また別の特務情報武官が言った。

「効く？　ハープーンを片手で止めるのを見ただろう？」

「確かにな。わざわざ止めた」

　とその特務情報武官は頷いて見せた。

「怪物達はそもそも避けも防ぎもしないのに」

「なるほど、そういうことか」

「意識外の攻撃は防げない――可能性か」

　特務情報武官達はにわかに色めき立つ。

　相手が魔法使いだろうと何だろうと……わざわざ防いだ処を見ると、肉体強度は見た目通り、つまり人間に準じるものではないのか、と彼等は考えているのだ。

　ならば――

「一点突破だ」

「だが無茶な話だぞ？」

「だから虚をつける」

　喋りながら――ようやく自分達にできることを見いだした特務情報武官達は、手元の端末を操作、高速で作戦提案書を作成しつつあった。

　そして――

「我々は、海兵隊による敵指揮官の狙撃を提案します」

　特務情報武官達によってわずか数分でまとめ上げられた戦術案は、ペンタゴン内のＬＡＮを通じて、統合参謀本部の将軍達の下へと送られた。
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　衝撃と閃光が入り乱れ――海上は地獄絵図の如き有様になっていた。

　狙いを外した砲弾やミサイルが水面下に突っ込んで爆発、沸騰するかのように巨大で大量の泡が弾け、巻き上げられた飛沫が雨のように降り注ぐ。

　熱と衝撃によって大気は轟々と唸り、渦を巻き、ただ立っていることすら困難な状態である。嵐の中の方が突発的な衝撃や熱が生じない分、マシであるかもしれない。

　そんな中――

「…………ふむ」

　青年は平然と海竜の背中に立って手元で何事かを行っていた。

　既にその両眼は水平線の彼方の第二艦隊の方を向いていない。彼を護る二体の巨大怪獣達――大空竜フェンリル、そして大海竜ヨルムンガルドそれぞれが、その超常とも言うべき力を以て押し寄せる破壊力の全てを弾き、あるいは無効化しているからである。

「やっぱりか」

　青年の眼の前、一メートルばかり先の空間には、赤い光で描かれた魔法陣――らしきものがゆっくりと回転している。

　先にハープーン対艦ミサイルを破壊した時のそれに比べると、数倍大きく、中の紋様や文字列の密度も高い。その点から判断するに――この青年の『技術』にどれだけ常識が通用するかはわからないのだが――恐らくは数段高等な『魔法』の為の下準備なのだろう。

　だが――

「――ダメか」

　顔をしかめて青年が呟くや否や、空中の魔法陣が動きを止める。

　そのまま、がくがくと壊れた機械のように空中で魔法陣は震えていたが――やがて、粉々に砕け散り、破片すらもまるで陽光に晒された粉雪の如く、光の中に透けて、溶けて、消えていった。

　どうやら彼が試みている魔法が上う手まく起動しないらしい。

　青年は改めて懐から何枚かの札を取り出すと、これをひょいと放り投げる。するとこれらはくるくると回転しながら彼の眼の前に滞空し……それぞれに赤い光を放って、別の魔法陣を描き始めた。

「封鎖ブロツクされてるな」

　魔法陣の模様から何を読み取ったのか――青年は忌いま々いましげに言う。

「教授の言った通り〈連盟〉か野良の連中が邪魔してるみたいだが」

　眼を細める青年。

　その瞳は洋上の第二艦隊でも、空中の戦闘攻撃機でもなく、無限遠にも等しい彼方に焦点を結んでいるようだった。

「やはり地道に歩いて行くしかねぇか。まあ王道っちゃ王道だが」

　と青年は腕を組んで唸る。

　口調とは裏腹にその表情は何処か愉たのしそうだ。

　面白い遊びを見つけた子供のように――この青年が現在の状況を愉しんでいるのは恐らく間違いなかった。少なくとも彼の顔に焦りの表情はない。

　そして――

「……うん」

　ふと何かに気付いた様子で眉を顰めた。

「なんだ？　この期に及んでＥＣＭ？」

　ＥＣＭ――エレクトリック・カウンター・メジャー。

　電子妨害手段、即ち、軍事的な意味では、レーダーや無線機等に使用される電波を攪かく乱らんし、無線通信や電波索敵装置を妨害する装置、またはその手段を指す。

　ふと青年が頭上を見上げると、鼻先の丸いジェット機が遙かな空を旋回しているのが見える。

「〈うろつく者プラウラー〉か」

　頭上を見上げて青年は呟いた。

　丁度――逆光気味に黒い機影が彼の真上を旋回している処だった。フェンリルはこれを追尾しているが、〈プラウラー〉が積極的な攻撃を仕掛けて来ない為、大空竜もこれを撃墜する様子を見せていない。

　ＥＡ‐６、通称〈プラウラー〉は、アメリカ海軍や海兵隊が運用している電子戦機だ。恐らくＥＣＭはこの機体が仕掛けているのだろう。

　更によく見ればきらきらと光る雪のようなものも空に舞っている。

　恐らくはチャフ――電波欺瞞紙だ。レーダーに対する目隠しとして使用される、金属箔の群れ。電波は金属によってその直進を阻害される為、これを撒かれると、辺り一帯での電波探知が著しく困難になる。

「別に電波で探知している訳じゃねーんだけどな。しかし……」

　青年は首を傾げた。

　更に〈プラウラー〉の翼下から光がこぼれ落ちた。

　白く激しく発光しながら雨だれのように落ちていくそれらは、フレア――つまりこれもまた赤外線誘導ミサイル等を妨害する為の妨害用兵器だ。熱と光で誘導装置を混乱させるためのものである。

　どうやら第二艦隊は徹底して『目隠し』をするつもりであるらしい。

　だが――

「あんなモノ使ったら自分達も攻撃できないだろうに」

　現代兵器のほとんどは有視界戦闘ではなく、レーダーとコンピュータに頼った自動照準システムを用いている。誘導兵器であるミサイルは勿論だが、先のバルカン・ファランクスのような砲撃兵器ですら、イージス艦のレーダーと、これからの情報を基に目標を照準するコンピュータによって制御されている。

　つまりわざわざ、アメリカ海軍は『敵』を前に自ら眼を瞑つむったことになる。

　事実……アメリカ軍の青年に向けた攻撃はぴたりと止んでいた。

　一体何を考えているのか――

「レーダーやセンサーが使えない。レーダーやセンサーを使わせない……」

　急激に静けさを取り戻してゆく海上で青年は呟く。

「つまりは……」

　戦闘を諦めたのでもない限り――撤退を決めて、背後から攻撃されることを恐れているのでもない限り――自分達がレーダーを使えなくとも、攻撃できる手段があるということだ。

　例えば戦闘機による有視界のバルカン砲攻撃。

　あるいは――

「…………」

　しばらく青年は頭上を見上げていたが――だからこそ彼は気付いていないようだった。海竜の右側方――まだ立ちこめる白煙の向こうで小さな影が動いたことを。

　それはミサイル巡洋艦や空母に比べれば本当に小さなものだった。

　同時にそれが立てる音も、頭上を飛び回るジェット機の音に比べれば実にささやかだ。

　だが――




　――白煙の隙間に閃ひらめく銃火。




　三挺の銃――Ｍ21狙撃銃からほぼ同時に発射された七・六二ミリ弾は、超音速で青年〝Ａ〟の側頭部に向かっていた。

　激しく揺れる特殊工作戦用小型潜水艇の上、しかも白煙の立ちこめる隙間をぬってという恐ろしく劣悪な条件下でありながら、海兵隊員達の狙撃は正確無比だった。

　三発の銃弾は確実に青年の頭部を撃ち抜く弾道を描いて超音速で殺到する。

　勿論、銃声を聞いてからでは絶対に避けられない――銃声が耳に届くよりも銃弾が脳を破壊する方が遙かに早い。

　そして……

「――！」

　青年が僅わずかに驚きの表情を浮かべて振り返る。

　いつの間にか自分の傍らに立っていた――小柄な人影を。

　果たしてその人影はいつ現れたのか。

　わずか数秒前までは青年の側には誰もいなかったはずであるのに――

「――御主人様」

　その人影は涼やかな声で言った。

　いや。それは本当に『人影』か？

　大まかに言えばそれは少女だった。

　実に小柄――身長は青年の肩の辺りまでしかない。顔つきにも若干の幼さが見て取れる。人間の尺度が当てはまるなら、年齢は精々が十代半ばといった処だろう。癖のない黒髪の型は基本的にストレートのロング――なのだが、髪の大半を背中に流す一方で、左右で一房ずつ、括って垂らすという若干、変わった髪型になっている。

　衣装は白いブラウスの上から袖なしの黒いワンピースを纏い、更に襟元には短めのネクタイを締めている。全体的に女学生っぽい印象の格好だった。

　だが……勿論それだけでは多少、装いが特徴的なだけの人間に過ぎない。

　この少女の最も異様な点は、その頭部に、ぴんと二本――獣状の尖り耳が生えていることと、黒いワンピースの裾と一緒に、同じく黒い尻尾が揺れていることだった。

　獣人――とでも呼ぶべきか。

　少女はよく整ったその顔を、何処か眠たげに緩ませて言った。

「気を付けてくださいよー。まったくもー」

　口調も全体的に寝起きのようというか、もごもごと口の中で喋るような緩み方をしている。喋ることそのものまで面倒くさがっているかのような感じだった。もし人間と同様の肉体を備えているとすれば、きっと低血圧の類なのだろう。












「――ガルム」

　青年はその少女にそう呼び掛けた。

　ガルム――それは北欧神話において語られる猟犬の名だ。

　正当な理由なくして冥界へと近付く者共を追い払い、冥界から逃げ出そうとする死者を見張る地獄の番犬。洞窟グニパヘリルに繋がれているが、北欧神話世界の終末である『神々の黄昏』において、縛から解放され、神々の一柱たる片腕の戦神テュールと相打ちになるという。

「魔法使いといっても生身に違いはない訳でしょー。撃たれたら痛いですよー」

「……そうだな」

　青年は自分の頰ほおに指先で触れる。

　そこには……まるで剃刀かみそりで裂いたかのような、細く赤い一線が刻まれていた。

　銃弾の一発が彼の顔をかすめた結果だ。

「だからこそ近この衛え役やくのお前がいる訳だが？」

「それはそうなんですけどねー」

　ぶつぶつと言いながら少女はこれ見よがしに長々と溜め息をつく。

　その両手に携えているのは――白い繊手が握っているのは、二本の長剣だった。

　形状としては剣というよりも、いわゆるボウイナイフを長剣サイズにまで引き延ばしたような形状をしている。美しく――しかし同時に威嚇に満ちた形状の武器である。緩やかな曲線を描く刃は、日本刀にも似て、切断力の鋭さを物語っている。

　だが……まさかそれで銃弾を受け止めるとは。

　ガルムは頭上で交差させた二本の剣で、三発の銃弾を――一発ずつを剣身で受け、三発目は交差させた部分で弾いた――青年の額に届く前に阻んだのである。もっとも三発目は弾道を僅かに逸らせただけだった為、青年の頰に触れることになった訳だが。

　海兵隊員達の二撃目が遅れたのは、その事実に驚愕した為か。

　だが――

「畜生ッDamn it!!」

　叫びと共に二撃目が放たれる。

　今度は二発ずつ――総計六発。

　だが次の瞬間。




　――ぎおおおおおおおおおおッ！




　海竜の叫びと共に海面が――起き上がる。

　否。大量の海水がまるで逆さまに落ちる瀑ばく布ふの如く、上へと突出し、壁となって銃弾を阻んだのである。分厚い水の層は爆弾処理にも使われることからわかるように、強固な防壁として機能する。ライフル弾は何とか二メートル近い海水の壁を貫きはしたが、その初速は数分の一にまで減衰し、更には弾道は大きくねじ曲げられていた。

　更に――

「正気の沙汰とも思えんな。だが確かに意表を突かれたか」

　青年は百数十メートル離れた位置に浮かぶ海兵隊の潜水艇を指差した。

　否――正確には指の間に挟んだ札を、その動きで以て放ったのだ。

　殊更に力を込めた様子でもなかったが、札はそのまま空中を飛び、海兵隊員達が跨がるその小さな潜水艇に突き刺さる。次の瞬間、『ＯＨ！』と驚く海兵隊員達の足下、海面に赤い光が走り、瞬く間に魔法陣を描き上げていた。

「疾とく疾く去れ――地平の更にその向こう」

　青年が歌うように告げると、潜水艇が――いや、潜水艇を含む周囲の空間が突如として大きく歪む。まるで砂絵を脚で蹴って崩すかの如く、直径十メートル余りの空間内で色彩が乱れ、入り混じり、そして次の瞬間には黒い一点に爆縮して消えた。

　後には死体すら残らない。

　戦闘でもなければ殺戮ですらない。

　単なる――作業だ。

　あまりに一方的。あまりに圧倒的。

　だが――

「――ふむ」

　青年は指先で頰の傷を撫なでる。

　ただそれだけのことで――次の瞬間、彼の傷は綺麗さっぱりと消滅していた。

　まさに魔法。まさに魔法使い。

　だが――彼等の言葉が事実とすれば、それは必ずしも不可能がないということを意味しない。彼等にもまた限界があり、無理があり、そして恐らくは『死』があるということだ。

「ま。心得ておく」

「そもそもなんでこんな……面倒な人に召喚されちゃったなー」

　ぶつぶつと呟きながらもガルムは青年に一礼し――緩やかに沈んでいく。

　水面下ではなく、青年の足下から、大海竜ヨルムンガルドの背に広がっている、影の中に。恐らくこの獣人少女は、先程も此処からこうして出現してきたのだろう。

　だが――

「ガルム」

「はいー」

　呼び掛けられて――肩の辺りまで影に沈んでいたガルムが止まる。

　何やら、青年の傍らに少女の生首が転がっているかのようで、微妙に不気味な光景である。

「影の中に戻るのは後にしろ」

「えー……？」

　見るからに『面倒臭いですー』と言わんばかりの口調でガルムが言った。

「まだ何かー？」

「ああ」

　青年は頷いた。

「腹が減った」

「…………」

「朝から何も喰ってないからな。お前の言う通り、魔法使いも生身だし」

「…………」

「色々戦う準備はしてきたんだが、飯のことをすっかり忘れててな」

「…………」

「何か喰うものないか？」

「私のお弁当で良ければ分けて上げられますけどー？」

　熱のない眠そうな口調でガルムが言う。

「それでいい。くれ」

「…………」

　ひょいと影から右手だけが出て、ことんとその場に何かを置いた。

　缶詰だ。横には『若鶏の軟骨スープ煮』と書いてあった。

　犬の絵イラストと共に。

「じゃあそういうことでー」

　そう言うと、ガルムは頭のてっぺんまで影の中に沈み込んで、消えた。

「…………」

　青年は身を屈めてその缶詰を手に取ると――しげしげと眺めて。

「いいもん喰ってるなあ、最近の犬は」

　そんなことを呟きながらプルリングを引っ張って缶を開ける。

　犬缶の中身を手づかみで食べながら、青年は再び前方に眼を向けた。

　自分達で使ったＥＣＭのせいで、恐らく、第二艦隊はまだ送り込んだ海兵隊が失敗したことを知らないだろうが――

「さて……とっとと蹴散らすとするか」

　青年は水平線の上に浮かぶ第二艦隊の残存戦力に向けて、つまらなそうにそう言い放った。




　　　　　●




　守衛達は――揃って眉を顰めた。

　彼等の仕事はペンタゴン内に不審人物が入り込まぬようにとチェックし、場合によっては侵入を試みる不心得者を実力を以て排除することである。その為に彼等は武装しているし、鍛えた肉体は、ただ立っているだけで向かい合う者に無言の威圧を仕掛ける。つまりは、容姿や態度を使って無関係な他人を威嚇するのも――痛い目に遭いたくなければ、不心得な真似はするな、とその姿でまず告げるのも、彼等の職務の内だった。

　だが――

「御苦労様」

　その訪問者は、守衛達を前にまるで怯んだ様子もなかった。

　体格でいえば比べることが馬鹿馬鹿しいくらいに訪問者の方が小さい。肩どころか守衛たちの胸の辺りまでしか背丈がないのだ。はっきり言ってまだ子供である。ペンタゴンに用がある人物とは――中に脚を踏み入れる権限を備えている、あるいは許可を得ている人間には、到底見えなかった。

「お嬢ちゃん。此処はお嬢ちゃんの来るような処じゃないんだ」

　二人いる守衛の片方は苦笑を浮かべてそう言った。

　ひょっとしたら職員の子供が、親の仕事の内容も良く知らずに職場へと訪ねてきたのかもしれない――と思ったのだ。

　守衛達の前に立っているのは、一人の少女だった。

　年齢は恐らく十代前半――十一か二といった処か。

　長く波打つ金色の髪と、蒼あおい瞳の、まるで人形のような少女だった。

　可愛らしい。柔和というか、常に微笑ほほえんでいるかのような――微笑が表情の基本形として顔に染み付いているかのような、そんな顔立ちである。おっとりのんびりした様子で、首を傾げる姿もひどく愛らしい。

　衣装もまた人形のよう――つまりは何処か浮世離れした風情がある。

　頭部には何やらレースのような、模様を描く布状の髪飾りを被っており、そこから飾り紐が何本か垂れ下がっている。小柄な身体を包み込むのは、これまた少々変わった――何処か時代がかった模様を編み込まれた外套である。

　あるいはこの場にクラリッサがいれば、何処かあの『恐怖の大王』と呼ばれた青年の姿と似た雰囲気があることに気付いたかもしれない。

　だが生憎と守衛達はかの青年のことを知らなかった。

　だから……

「さ。帰りなさい」

「そういう訳にいかないんだナ」

　ほんわかと微笑したまま――しかし少女は言った。

　何か彼女の足下で黒いものが動く。

　守衛が目を向けると――それは小さな黒い子猫だとわかった。猫は少女のブーツの脚に身をすり寄せている。黄色いリボンをしている処を見ると、どうやら、この少女の飼い猫であるようだった。

　いや。それはさておき。

「私はこの奥に用があるんだナ。具体的には統合参謀本部にナ」

「…………」

　守衛たちは顔を見合わせる。

　その一瞬に、少女はすたすたと彼等の間を通ってペンタゴン内部に脚を踏み入れていた。黒猫も彼女の後ろを半歩分ばかり遅れて――だが当然といった様子でついていく。

「ちょっと待――」

　少女の歩く先には『門』がある。

　鉄道の駅の自動改札に使われているものと外見的には同様の代物だ。ただし、金属探知機が仕込まれている為、迂う闊かつに武器の類を持ち込もうものなら、すぐにけたたましい警報が鳴るし――そもそも守衛たちが許可して機械を操作しなければ『門』は開かない。

　開かないはずだった。

「なに!?」

『門』は――まるでお待ちしていました、と言わんばかりに勝手に開いて少女を通していた。少女が手を伸ばし、だぶだぶした袖口からのぞく指先でとんとんと、二度ばかり『門』の装置を叩いた、ただそれだけのことで。

「待て！」

　ことが此処に至って、ようやく守衛たちは眼の前の少女が尋常の人間でないことに気付いた。

　慌てて二人は左右から手を伸ばして少女の肩を摑み――

「…………」

　少女が微笑を浮かべたまま肩越しに守衛の一方を振り返る。

　そして――

「――ばぶう」

　と言った。

　彼女に見つめられた守衛が。

「――!?」

　もう一人の守衛が怪訝そうに眉を顰める。

　だが少女に見つめられた守衛は、手を離してよろめき、数歩後退し――そして、そこでぺたんと床に尻餅をついた。いや。それどころか、ごろんと床に転がって、ばたばたと手脚を動かしながら、涎よだれを垂らし、にこにこと笑いながら言葉にならない声を上げた。

「あばばばばばばばあ」

「おい、ベイスン、どうした――」

「相棒さんは童心に帰ったんだナ」

　少女はこともなげに言った。

「ああ。心配しなくても半日もすれば元に戻るんだナ。でも」

「……で、でも、なんだ!?」

　戦慄の表情で少女と相棒を見比べながら守衛は喘ぐように言った。

　自分の相棒が幼児退行を引き起こしているのは、一見して明らかだ。

　だが一体全体、どういう理屈で、いきなりそんなことが起こり得る？

　はっきりしているのは――相棒をひと睨みでこんな状態にしたのが、この少女だということだった。

「中身はすっかり赤ん坊だからナ」

　少女は微笑に苦笑の色を混ぜて言った。

「――ほら。早速、やらかしたんだナ」

「…………うわっ!?」

　床の上に転がり、手脚を縮めてあばあば言っている身長二メートルの屈強な男――その股間に、急速に濡れた染みが広がっていく。

「ベイスン、ベイスン、やめろ、それだけはやめろ！」

　悲鳴じみた声で守衛が叫ぶ。

　実害はないに等しいが、しかし、大の大人がこんなことをやらかしたら、一生の汚点だ。

「ま、まさか大きい方も……!?」

「早めに大人用紙おむつを買いに行くのを勧めるんだナ」

　狼狽うろたえる守衛に少女はそう言って、再びすたすたと歩き出す。

　黒猫もまた彼女の後を追って歩き出した。

「…………」

　呆然とその後ろ姿を見送る守衛。

　改めて彼女の歩みを止めようなどという気は、最早、これっぽっちも湧いてこなかった。










第二章　魔法使いと超能力者







　戦略／戦術情報分析室には重苦しい空気が満ちていた。

　恐らく――統合参謀本部の司令室も同様であるだろう。

「…………」

　第二艦隊が全く歯が立たない。

　航空母艦やイージス艦を中心として構成されたその戦闘力は――勿論、陸上戦力には乏しいが――その気になれば中小規模の国家を丸ごと相手にして戦争できる程のものだ。それがまさか、いかに怪物を引き連れているとはいえ、個人を相手に敗退せざるを得ない状況にまで追い込まれるとは、一体誰が想像し得たろうか。

　自分達の常識がまるで通用しない。

　尋常の敵ではないのだ。

　そのことをクラリッサ達は思い知らされていた。

　単に大型兵器レベルでの優劣というのならば、『敵側に未知の技術がある』という想定の上に改めて対策を練ることもできる。確かに技術の差は圧倒的な戦力差をもたらすことは多々あるが、それとて、物量や戦術如何いかんによっては覆せる。そして物量という意味ならばアメリカ合衆国の軍は世界屈指のそれを保有している。

　だが……

「銃弾を――剣で……？」

　クラリッサは同僚が改めて呆ぼう然ぜんと呟つぶやくのを聞いた。

　無理もない。ライフル弾は――海兵隊の使うＭ21狙撃銃の使用する七・六二ミリ弾は音速の二倍以上の銃口初速を持つ。人間には到底、いや、どんな生物ですらも撃ってから反応できる速さではないし、視認もまず不可能だ。

　勿論、最初から狙ってくる場所がわかっていれば、その射線上に障害物を置いて防ぐことは可能かもしれないが――

「あり得ない……」

　そう。あり得ない。

　特務情報武官達は手脚をもがれたも同然だった。

　彼等が得意とする情報分析は、当然、幾つもの大前提、約束事の上に成り立っている。それを根本的な部分から否定されては、分析は勿論、戦術など立てようがないではないか。

　ただ……

「…………」

　クラリッサは安あん堵どを覚えている自分に気付いていた。

　あの『魔法使い〝Ａ〟』が殺されてしまわなかったことに喜んでいる自分がいる。本来ならば通常の方法で斃たおし得ぬ敵、合衆国に向かって真っ直ぐ突き進んでくる敵に対して、恐怖と憤怒を覚えるべきであるはずなのに。

（私は――躊ちゆう躇ちよしている）

『魔法使い〝Ａ〟』と戦いたくないと思っているのだ。

　アメリカ合衆国の国防に携わる人間としては問題のある思考だろう。

　しかし……

「――核だ」

　誰かが熱にうかされたかのような口調でそう言った。

「戦略級の核兵器ならあるいは」

「待て、それは――」

「一切合切を破壊する――大型核ならば！」

　拳こぶしを振り上げて叫ぶ同僚を、別の同僚が押さえにかかる。

　人間は自分に可能な手段の全てを封じられると、途端に暴論に走ることがある。核兵器の使用を訴えるその特務情報武官は、目を血走らせて叫んだ。

「室長！　私は戦略級核兵器の使用を提言します！」

「無茶を言うな!?」

「核兵器でも打撃を与えられるかどうか怪しいと先に――」

「そもそも何て言い訳するんだ？　個人に向けて核兵器を使ったと？　国際世論が納得しない――」

「世論が何だ！」

　同僚は喚わめいた。

「現にあの脅威は合衆国に向けて接近中だ！　我々の国土を脅かされる前に――核の影響が合衆国国土に及ばぬ今の内に、使うべきだ！　国内に入られてからでは遅い！　今なら洋上だ、影響は最小限に抑えられる！」

　確かに核兵器を自国領土内で使うのは正気の沙汰ではない。

　単純な破壊力は勿論――放射能汚染の問題、更には世論の問題が残る。

「核はともかく……燃料気化サーモバリツク爆弾はどうか？」

「燃料気化爆弾ＦＡＥＢは撒布燃料の拡散度合の問題がある、現状で使用して効果的かどうかは――」

「風速と気温を調べろ！」

　燃料気化爆弾とは、一九八〇年代から実用化された爆弾だ。

　通常の固体爆薬と異なり、爆ばく轟ごう圧力が一定時間持続する為、強烈な爆風が対象の全方位から連続して襲ってくる。この爆轟圏内にいる生物は、熱に焼かれ、衝撃波に叩かれ、更には一酸化炭素を大量に含んだ有害なガスによって窒ちつ息そくさせられる。

　だが――

「破壊密度の低いＦＡＥＢでアレが倒せるのか？」

「いっそＧＢＵ‐28を――」

「〈バンカーバスター〉を洋上で使うのか？」

　特務情報武官達は揃いも揃って暴論に囚とらわれつつあった。

　無理もない。

　ミサイルや艦砲射撃も駄目、ピンポイントの攻撃も駄目、となれば、後は確かに一切合切を焼き払う大型殲せん滅めつ兵器しかない。

　しかし――

（本当に単に『威力』を大きくすれば勝てるの？）

　クラリッサにはそれが疑問だった。

　彼女は相手が『魔法使い』だと知っている。少なくとも彼自身はそう名乗っていたし、クラリッサも眼鏡の一件でそれが全くの出で鱈たら目めでないことは理解していた。

　そもそも自分達は根本的な部分で考え違いをしていないだろうか？

　魚を捕る為に猟銃を使うようなものだ。

　分厚い水に阻まれて銃弾が魚を撃てないというのなら、それは本来、道具を猟銃から釣り竿や投と網あみに持ち替えるべきであって、使用弾薬の口径をちょっとやそっと大きくしたり、火薬量を増やしたりしても、あまり意味はあるまい。

　そんなクラリッサの考えを裏打ちするかの如く――

「――無駄なんだナ」

　何ど処こか呑のん気きな声が特務情報武官達の間に割り込んだ。

「……？」

　目を丸くして振り返るクラリッサは――しかし、最初、声の主が見つけられなかった。

　二度三度と左右を見回してから、ようやく、視線を下げることを思いつき、そして部屋の入り口に立っている小柄な少女の存在に気付いたのだ。

「女の子……？」

　それは奇妙な格好をした少女だった。

　何処か剣と魔法のファンタジーの世界から抜け出してきたかのような、中世的というか、浮世離れした格好をしている。外がい套とうを脱いで脇に抱えている状態だ。基本的には白いブラウスに黒いベストといった西洋風の組み合わせなのだが、袖は長く、袖口は広く、何処か、ニッポンの『キモノ』を思わせる部分もあった。

　呑気に微笑するかのように細められた双そう眸ぼうは、紺こん碧ぺき。

　波打つ金髪は長く、頭部には何やらレース模様を大きくしたかのような、帽子とも髪飾りともつかないものを被っていた。

「貴女あなたは――」

「なんだ？」

　特務情報武官の一人が眉を顰ひそめて言った。

「警備員は何をしているんだ!?　ガキがこんな処に」

「私はガキじゃないんだナ。口のきき方には気を付けた方がいいんだナ」

　表情は微笑のまま、しかしほんの少し口調を強くして少女が言う。

「私の名はエステル。そう呼ぶがいいんだナ。ローズフェラー財団から――」

「まったく――いつからペンタゴンは幼稚園キンダーガーデンになった――」

　その特務情報武官は忌いま々いましげにそこまで言って。

「…………」

　彼の表情が――溶けた。

　エステルと名乗った少女が、彼の顔を指差していたのにクラリッサが気付いたのは次の瞬間である。

　そして――

「……だあ」

　特務情報武官はくにゃりとその場に崩れ折れると、床の上で、『だあだあ』だの『ばぶばぶ』だのと赤ん坊のような声を漏らして手脚をばたつかせていた。

「他人様にガキガキ言う者の方がガキなんだナ」

「…………！」

　他の特務情報武官達が目を丸くして固まる。

　瞬間催眠術？　それとも何かの薬物か？

　だが――

「……今のは」

　クラリッサは眼鏡を外してその少女を見た。

　紅い。まるで陽炎のように紅い光が彼女の周りに揺らめいている。












「やっぱり……」

　戦慄の口調でクラリッサは呟いた。

　実は――彼女はある種の色覚異常を抱えている。

　所謂いわゆる『色覚障害』と呼ばれるものだ。

　もっともクラリッサは全ての色彩が見えないのではない。彼女は本来『紅』という色を感じる能力がないのだ。血液も林りん檎ごも火炎も彼女にとっては全て同じどす黒い色にしか思えず……普通の人間が当然のように見ることのできる三原色の一つを全く感じ取れない。

　だがそんな彼女がごくたまに見えないはずの『紅』を感じることがある。

『紅』という色彩を知らないはずの彼女が、何な故ぜか、本能的にそれを『紅』と理解しているのだ。

　例えば夜空に。例えば路地裏に。例えば雑踏の中で。例えば事故現場の片隅に。

　だが逆に大多数の人間にはその『紅』が見えない。

　そして彼女が強く『紅』を感じる場所には奇妙な現象が多発する。

　騒霊現象ポルターガイストや鬼火現象ウイルオウイスプの類だ。時にはそれが更に別の現象を――事故の類を引き起こすこともある。『紅く』見える場所には何か尋常ならざる力が働いているのだろう――という程度のことは彼女にも幼い頃からわかっていた。

　自分には皆が見ている『紅』は見えないが、代わりに他の人々には見えない別の『紅』が見える――幼い彼女はそれを半ば得意になってあちらこちらに言いふらした。

　結果、異常現象は勿論、それに伴う事故や事件の類までが彼女のせいであるという風に人々は理解するようになった。有形無形の嫌がらせがクラリッサの家に集中し――母はノイローゼになった挙げ句にアルコール中毒で入院し、父も仕事を理由に家に寄りつかなくなった。

　その後……逃げるようにして故郷を出て、祖母の故国である日本で暮らしていたクラリッサは、そこで、件くだんの『魔法使い〝Ａ〟』と出会う。彼が『魔法』を施してくれた眼鏡は、その奇妙な『紅』を見えなくするもので、お陰でクラリッサは自分の色覚異常について意識することなく暮らすことができるようになった。

　だが彼女の『紅を見る』能力はなくなってはいない。

　眼鏡を外せば今でもそれが――常人には見えない『紅』が見えてしまう。

　そして、その『紅』が、いわゆる『魔力』であるのだということが――物理法則をねじ曲げて超常現象を引き起こす特異なエネルギーらしい、という程度の推測は、今のクラリッサにはついていた。

（この子も魔法使い……！）

　あの『魔法使い〝Ａ〟』がクラリッサの眼鏡を『加工』してみせた時と同じ色だ。

　それがこのエステルと名乗る少女から放散されている――

「私の名はエステル」

　改めて戦略／戦術情報分析室の人間全員を見回しながら、少女はやはり、のんびりとした緊張感のない声でそう告げてきた。

「ローズフェラー財団から派遣されてきた御意見役オブザーバーなんだナ。連絡がそろそろ統合参謀本部の方にも通る頃なんだナ」

「……なに？」

「ユダヤの……？」

　ローズフェラー財団とは、アメリカでも屈指の資金力と影響力を持つユダヤ系の組織だ。

　官民を問わず、およそ彼等の影響を受けない組織は存在しないとも言われる一方で、何かと秘密主義で外部には未公開の部分が多く、その実態を完全に把握している人間はいないとも言われる。

　これはアメリカ軍でさえも、例外ではない。

　このローズフェラー財団の上層部が、占星術をはじめとする神秘主義オカルトに傾倒しているという話は、以前から何度となく囁かれてきたが――

（ローズフェラー財団の、魔法顧問？）

　クラリッサはエステルを見つめながらそんなことを考える。

　ローズフェラーの上層部が神秘主義に傾倒しているのなら、金を積むなり人脈を辿るなりして魔法使いを――『本物』を調達するのも、そう難しいことではなかろう。ローズフェラー財団そのものが、世の中、金でできないことはほとんどないのだという証明になっている。必要ならどんなことをしてでも手に入れるのが彼等のやり方だった。

「事態が逼ひつ迫ぱくしているからってことで、連絡が通るのが遅れたんだナ」

　眉を顰めるゴードンにエステルはそう告げた。

　同時に――

「室長！」

　特務情報武官の一人が、館内通話機のランプが明滅しているのに気付いて声を上げた。

　ゴードンが慌てて受話器を手にして、統合参謀本部と会話していたが――

「――は、りょ……了解しました！」

　そう告げてゴードンは受話器を置いた。

「室長……？」

「――事態は我々の理解を超えている」

　明らかに慚ざん愧きの念が滲にじむ口調でゴードンは部下達に告げた。

「我々の常識とは別の場所で育まれてきた知識と技能の持ち主が相手だ。我々にも同様の知識と技能を持った者の助けが要る」

「――それがこのガ……」

　ガキ、と言いかけて、その特務情報武官は黙り込んだ。

　一瞬で精神退行させられた同僚は、今も床の上で『あぶあぶ』と緩んだ表情を浮かべ、意味不明の声を漏らしているからだ。

「それがこの人物だというんですか？」

「……そうだ」

　ゴードンは頷うなずき、エステルの方を振り返った。

「部下の失礼を詫わびます、ミス――」

「エステルでいいんだナ」

　片膝をつくゴードンにエステルは言った。

「ではエステル、どうか部下を元に戻してやってもらえませんか？」

「放っておけば元に戻るんだナ。それに」

　エステルは笑顔のまま言った。

「ちょっと策が上う手まく行かなかったからって、爆弾だの全部吹っ飛ばせだの言うような残念な脳みその持ち主は、これからの戦いには、邪魔なんだナ」

「…………！」

　他の、数名の特務情報武官達が――核兵器や大型爆弾の使用を声高に叫んでいた者達だ――身を強張らせる。自分達も赤ん坊に退行させられるのではないかと恐れたのだ。

　だがエステルは彼等の様子など気にも留めず……ゴードンに向かって微笑した。

「常識に足を引っ張られるのは仕方ないとしても、極論に走るしか能のない者は駄目なんだナ。柔軟な思考が必要なんだナ――魔法には」

「魔法？」

　ゴードンが目を丸くして問う。

「そう。魔法なんだナ」

「…………」

　怪け訝げんの表情で顔を見合わせる特務情報武官達。

　無理もない。確かに自分達が相手にしているのは科学知識をはじめとする常識が全く通用しない相手だが――だからといってそれが即座に魔法という迷信じみた言葉に直結する人間はいまい。今、エステルが示した『業わざ』についても瞬間催眠だの何だのと常識的な理由付けは充分に可能だ。

　クラリッサとて『魔法使い』を自称する『彼』のことや、自分自身の眼のことがなければ、素直には受け入れ難かっただろう。

　しかし――

「ちなみにそこの女の子はわかってるみたいなんだナ」

「――!?」

　真っ直ぐ指を指されたのは――クラリッサである。

「え？　わ、私、ですか!?」

　いきなりのことに動揺するクラリッサ。

　ゴードンはまるで身内に裏切り者でも見つけたかのような眼で彼女を見つめてきた。

「エインワーズ君!?」

「君の眼、浄天眼グラムサイトの一種なんだナ？　多分、私が魔法使うの、見えてたんだナ。違うかナ？」

　エステルは呑気な笑みを見せながら言った。

「…………それは」

　数秒の躊躇の後、クラリッサは頷いた。

　ここでとぼけてみても一度、同僚達の間に生じた疑念は消えまい。それくらいならばエステルの言うことを認めた上できちんと説明を願った方が良いと判断したのだ。

「どういうことだ、エインワーズ君？」

「私は――」

　クラリッサは自分の眼のことを説明した。

　彼女が色覚に異常を抱えているのは、上司であるゴードンは知っている。

　だがそんな彼女がごくたまに見る『紅い色』のことは彼も知らなかった。実際それが眼に『魔力』が見えているのだということは、クラリッサ自身もはっきりと理解している訳ではなかったからだ。

「ではあの『敵』も魔法使いなのか？」

　ゴードンがクラリッサに問う。

　答えたのはしかしエステルだった。

「無論。だから私が来たんだナ」

「…………」

　改めて特務情報武官達は顔を見合わせる。

　予想外の展開に彼等は思考が追いついていないのだろう。ひたすら途方に暮れたような表情を浮かべている者がほとんどだった。

「ともあれ」

　エステルは一同を見回して言った。

「通常兵器はアレに効かないと思った方がいいんだナ。魔法使いにとって、熱や衝撃波や固体運動兵器なんてのは、割と簡単に防げるんだナ。むしろ『達人』の振るう刀剣とか棍棒の方が効くくらいなんだナ」

「なに……？」

　眉を顰めるゴードン。

「それは一体――」

「魔法は人の意志の具現」

　エステルは言って――ひょいと掌てのひらを上に向ける。

　そこに、炎が噴きあがったのは次の瞬間だった。

「――！」

　だが更に次の瞬間、驚くクラリッサ達に微笑ほほえみかけると、彼女はその炎を握にぎり潰つぶす。

　肉の焼ける匂いもなければ、音もない。開いて示す掌は、やはり白いままだ。

「意志の力を物理現象に変えるのが魔法。その過程に他人の意志が不純物として混じり込めば魔法は破は綻たんする。故ゆえに気迫を込めた刀剣の一撃、の方が、銃弾よりもミサイルよりも直接的に意志の力――即ち魔力を流し込みやすいんだナ」

「…………」

　呆然としてエステルを見つめるクラリッサ。

　まるで手品のようだが、しかし――

「意志の力？」

　ゴードンが何かふと思い至ったかのような――思案顔で呟く。

　それは程なくして驚きの表情へと変化していった。

「――まさか！」

「そのまさか、なんだナ」

　とっくにゴードンの胸中を見抜いていたのだろう。エステルは出来の良い生徒を前にした教師の如き笑みを浮かべて言った。

「ペンタゴンが、スタンフォードで共同研究していたアレ、なんだナ」

「研究、スタンフォードって……」

　クラリッサは呟く。

「ＳＲＩインターナショナル？」

　それは、アメリカ合衆国の非営利法人の名だ。

　元々はスタンフォード大学が地域の経済発展を支援する目的で設置した研究機関なのだが、やがて大学から独立し、今では世界最大の研究機関としてその名を轟とどろかせている。

　その研究分野は非常に広範囲で、軍からの委託を受けて、軍事目的の研究をすることも多く、防弾チョッキに使用されるザイロン繊維、『見えない戦闘機』に使用されるステルス技術なども、このＳＲＩインターナショナルが開発したものだ。

「いや。しかしアレは……」

　ゴードンは苦々しい表情で言った。

「そもそも何故、アレのことを、貴女あなたが知っている？」

「…………」

　エステルはただ微笑んでいるだけで答えない。

　愚問――ということか。

　ローズフェラー財団から派遣された御意見役、しかも『魔法使い』ともなれば、何を知っていてもおかしくはない。かつてペンタゴンがＳＲＩインターナショナルと――当時はスタンフォード研究所と言われていたが――共同で立ち上げた、極秘の特殊兵器開発計画のことをも。

　即ち――

「室長。スタンフォードのアレというのは……？」

　この時のクラリッサはその特殊兵器の存在を知らなかった。

　いや。特務情報武官の大半がクラリッサと同様に怪訝の表情を浮かべている。

「アレは……」

　ゴードンは、束の間、逡しゆん巡じゆんの表情を見せたが――

「アメリカ兵器開発史の汚点だ」

　と吐き捨てるように言った。

「……汚点？」

「パラサイコロジカル・ウェポン――」

　臓ぞう腑ふを絞り出すようにゴードンはその言葉を吐き出した。

「ＰＳＩ兵器……！」

　呻うめくようにクラリッサは言った。

　かつての東西冷戦時代。

　アメリカとソ連の二大国は互いに相手より優位に立たんとして、膨大な軍事予算を費やし、様々な兵器を開発してきた。その中には『冷戦時代の狂気』として嘲ちよう笑しようを浴びるものも少なくない。あまりに大量の予算を費やした上、存在意義を見失って計画そのものが頓とん挫ざした超音速戦略核爆撃機バルキリー計画や、戦略防衛構想ＳＤＩ――通称『スターウォーズ』計画なぞはその最たるものだ。

　そしてそんな中――ソ連に対抗するような形でアメリカも手を付けたのが、超能力兵器の開発だった。

　二十世紀末の現在、関係者の間ではほとんど噴飯ものの夢物語だ、という認識が基本になっており――対外的には『恥はじ』として隠そうとする傾向が強い。

　しかし……

「一定の成果は上がっていた」

　ゴードンはまるで言い訳をするように言った。

「だがあまりにも兵器として用いるには効率が悪い……そう判断された。現在でも細々とした予算で研究そのものは続いているはずだが――」

「予算を途切れさせないように手を回したのはローズフェラー財団なんだナ」

　とエステルは言う。

「ＰＳＩ兵器……」

　そんな代物が未だに研究を続けられていたなどと――クラリッサは知らなかった。

　魔法。そして超能力。

　元より自分達が拠って立つ『常識』が、実は相当にあやふやなものであることを彼女は自分の『眼』の関係からおおよそ理解はしていたが……それにしてもこの事態はあまりに唐突に過ぎる。クラリッサはともかく、特務情報武官の多くは、ただ、呆然として話を聞いているだけの状態だ。

　魔法使いを超能力者で迎撃する？

　ハリウッド映画ですらそんな脚本を書きはしないのではないか。

「一体何なの……これ？」

　喘あえぐように呟くクラリッサ。

　だが彼女の問いに答える者は――エステルを含め――誰もいなかった。
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　海は――穏やかな様相を取り戻していた。

　海兵隊の狙撃が失敗してからおよそ十二時間余り。

　第二艦隊はようやく『打つ手なし』と悟ったのか撤退していった。

　如い何かにアメリカの誇る最新兵器満載の大艦隊とはいえ、ミサイルも弾薬もそのほとんどを使い果たしては、退くしかあるまい。もし青年に追撃の意志があれば、第二艦隊は反撃することもできずに壊滅していたかもしれなかった。

「……ふむ」

　既に日も暮れて――今や青年の周囲には夜の闇が下りてきている。

　光源にこと欠かない陸上の都会とは異なり、海の上は夜ともなれば星明かりや月明かりが頼りになる。黒々と、緩やかにうねる波は降り注ぐ青白い月光によって、辛うじて確認できる程度であった。

　もっとも超常の業の使い手に、闇は必ずしも畏れるべきものではない。

　青年はむしろ月光浴を愉たのしむかのように、海竜の上で仰あお向むけに寝そべっていた。

「――御主人様」

　寝転ぶ彼を、その頭上に立って見下ろしながら獣耳の少女――ガルムが声を掛けてくる。

「なんだ？」

「一つお聞きしたいことがありますー」

　相変わらずの熱を――というかやる気を欠いた口調である。

「ふむ」

　青年は足下からガルムを見上げながら言った。

「パンツのことなら、よく似合ってるぞ、その縞しまパン」

「……誰がパンツのこと聞いてますか」

　一歩下がってスカートの中身を青年の視界から外しつつガルムは言った。

「違うのか？　だがクマさんパンツやゾウさんパンツといったキャラものは意外にはく者を選ぶ奥深い――」

「パンツのことから離れやがれですー」

　とガルムは溜め息混じりに言った。

　彼女は尚もずるずると仰向きで移動して自分のスカートの中身を覗のぞき込こもうとする主人に向けて、まるで犬を追い払うかのように『しっ、しっ』と手を振りながら、問うた。

「どうして一気に転移移動なり、高速移動なりをなさらないのですー？　ヨルムンガルドにしてももっと航行速度が出せるはずかと思いますけどー」

「いい質問だ」

　青年は寝転んだまま、片手の指を立てて振った。

「理由その一」

「その一……」

「折角の大イベントなんだ、それなりにじっくり愉しまないとつまんないだろ」

「…………はあ」

　聞くんじゃなかった――とでも言うかのように気け怠だるげな吐息を漏らすガルム。

　そんな従僕の反応などまるでお構いなしに青年は続けた。

「理由その二」

「その二。ひょっとしてその三とか四とかもあるんですかー？」

「空間、時間系の魔法に干渉する大規模結界がアメリカを中心に展開されてる」

　青年は輪を描くように指先を大きく回した。

「結界……」

「まあ多分、ローズフェラー辺りの魔法使い達だろうさ。能動的な魔法には弱いが、連中、自分達の権益保護の防御系魔法にゃ特化してるからな」

　青年は肩を竦すくめる。

「何度か、駄目もとで、強制転移を試みたんだがね。とんでもない所に飛ばされた」

「何ど処こに？」

「例えば北極とか」

「…………」

「例えば――月とか」

　あっさりと青年〝Ａ〟はそう答えた。

「月？」

「そう。アレ」

　と青年は夜空に輝いている満月を指差す。

　地球の衛星――月。

　その平均公転半径は三八四、四〇〇キロ。

　するとこの青年は――約四十万キロの宇宙空間を越えてこの地球上に戻ってきたということなのか？

「奇き門もん遁とん甲こうの――八はつ卦け陣じんに近い術だな。変な方向から近付くと、あるいは特定の方法で近付くと、無理矢理飛ばされる。正しい方向、正しい手段でしか、内側に入れない。この場合、魔法による強制転移や、魔法混じりの高速移動は、『正しくない手段』に設定されてる訳さ」

「…………」

　さすがに呆あきれたのか、それとも別の感慨でもあるのか、ガルムはしばし頭上の蒼あお白じろい天てん后ごうを眺めていたが――

「御主人様」

　空を見上げたままガルムが言った。

「なんだ？」

　青年が言った。

「月食ですよー」

「あ？　今日はそんな――」

　と言いかけて。

「…………」

　青年は言葉を切って眼を細めた。

　確かに月が欠けていく。

　それも――恐ろしく急速に、あり得ないはずの速度で。

「月食――じゃなくてこれは」

　何か月と青年達との間に、球形の物体が割り込んでいるのだ。

　それも青年達の頭上を覆い尽くす程に巨大な何かが。

　黒い――大球体が。

「…………さしずめ大だい怪かい球きゆうってとこか」

　青年は身を起こしながら呟いた。

　そして――次の瞬間。

「おお？」

　青年が嬉しそうに声を上げる。

　まるで新しい玩具おもちやを見つけた子供のような表情を浮かべる彼の視線の先――そこで風景が緩やかに歪ゆがんでいた。

　空間そのものに波紋が刻まれるかのように、幾重にも輪が生まれ、その隙すき間まに色彩の濃淡が生じる。濃淡は更に細分化されて幾つもの色に変化し――それはやがて互いに絡み合いながら一つの形を生み出していった。

　この間――わずかに五秒。

　そして無から構築されたそれは明確な輪郭を得て――落下した。

　それも大量に。

「御主人様」

　ガルムの声がわずかに硬いのは、それが全て『敵』だと咄とつ嗟さに理解したからだろう。

　それも――自分達にとっては非常に厄介な。

「白兵戦はよろしく」

　とガルムにひらひらと片手を振ると、青年は立ち上がる。

　大海竜の周囲に音もなく降り立ったのは、白くのっぺりした――人型だった。

　人間、では多分ない。

　頭部と四肢を備えてこそいるが、人間らしいのは本当にそれだけ――しかも内部に骨格が通っているとは考えにくいくらいに、その細部がいい加減なのである。勿論、目鼻耳口もないのっぺらぼうの顔面で、指もなければ足首もない。手脚には関節らしい縊くびれも膨ふくれもなく、完全にただの『棒』だ。

　ただ……白い粘土をこねくり回しただけのようなその、徹底していい加減な造型の中で、胸に付いた紅い球体だけが、呼吸するかのように光を明滅させている。握り拳程のそれは、白い胴体を縦に走る裂け目に半ば埋まるようにして存在していた。

「土傀儡クレイ・ゴーレム？　使い魔フアミリア？　……でもないな」

「……匂いが違いますー」

　と――海面上に平然と立つ白い人型を眺めながら、ガルムは言った。

　その数およそ百余り。

　勿論、如何にガルムが白兵戦闘に秀でていたとしても――あるいは青年が実は魔法以外に格闘技に通じていたとしても――到底、たった二人ではさばききれる数ではない。

「ああ。確かに匂いが違うな」

　青年〝Ａ〟は眉を顰ひそめて言った。

「魔法じゃないな。こりゃ」

「……あーもー……面倒ですねー」

　双剣を構えるガルム。

　次の瞬間、白い人型達は水面をまるで地面の如く蹴って、一斉に青年とガルムに向けて飛び掛かってくる。

「面倒だからー」

　ガルムは眠そうな眼でぐるりと白い異形達を見回して言った。

「一切合切皆殺しますね？」

　無論、白い異形達に反応はない。

　そも彼等には喋るべき口もない。

　そして――

「――しゃッ！」

　一瞬前までの表情と口調がまるで別人のものであるかのように、鋭い呼気を吐きながら、ガルムは舞うように旋回していた。

　その様子はまるで高速回転するフードプロセッサーだ。

　近付いてきた白い人型は、その二本の刃の到達圏内に踏み込むや否や、幾重にも切り刻まれて倒れていく。腕が舞い、脚が舞い、首が舞い、胴体すら幾つもに輪切りにスライスされてばらばらと海面に転がり落ちてゆく。

　だが――

「――！」

　ガルムが眼を細める。

　分断された白い異形の『部分』が、水に沈むことなく、水面を滑って――一カ所に集まったかと思うと、溶け合い、互いに結合して、再び白い異形になっていた。

　どうやらこの白い人型は斬られても再生するらしい。

　しかも――

「――ッと！」

　ガルムから少し離れた位置で、青年が大きく飛び退いた。

　彼の方に近付いていた白い異形が襲いかかってきたからだ。その右手にはいつの間にか、剣のようなものが生えている。ガルムの武器を見て対抗する為に造り上げたのかもしれなかった。

　白い異形は青年を追撃する。

　剣は彼の着ていた衣服の裾を切り裂き、大きく潮風に舞わせた。

「御主人様！」

　ガルムが動きを止めて振り返る。

　次の瞬間、彼女は高々と空中に舞っていた。

　四方八方から一斉に繰り出された剣が、まるで自転車の車輪のスポークの如く、一瞬前まで彼女が立っていた空間を突き刺している。ガルムは、空中で一回転、白い異形の一体を蹴り倒しつつ着地すると、青年の下に一足跳びで到達した。

「気を付けろ」

　青年はガルムと背中合わせに立ちながら言う。

「斬られれば不死身のお前でも『死ぬ』ぞ」

「というと？」

「お前の本質は不死身でも、物質としての依代はそうではないということだよ。お前を降ろしているその『身体』と『中身』を繋ぐ術式を破壊される可能性がある。こいつは多分、超能力で塑そ形けいした『意志』そのものだからな。魔法にぶつけるとジャミングみたいに機能する」

「――ということは」

　ガルムはふと首を傾げて言った。

「斬られればむしろ魔界に還かえれたりー？」

　その口調には少し期待が滲にじんでいた。

　どうやらこの獣人少女は、望んで青年の側にいる訳ではないらしい。先に彼女自身が言ったように、召喚されて――その召喚術式に括られているということなのだろう。

「召喚の強制解除だからな」

　青年は言った。

「多分、物凄く痛くて苦しいぞ」

「…………あーもー」

　ガルムは面倒臭そうに言うと、近付いてきた白い異形を斬り捨てる。さすがに形を真似るだけでは切れ味まで再現できないのか、剣モドキを構えていた白い異形は、その剣モドキごと真横に輪切りにされ、上半身が下半身からどさりと転げ落ちた。

「本当……面倒な人に召喚されちゃったですねー」

　ガルムは青年を護りつつも、片っ端から白い異形を切り倒していくが――やはり多勢に無勢、瞬く間に片付けるという訳にもいかない。青年という荷物を抱えている分だけ、彼女は動きが制限されることとなっていた。

「御主人様。まずいような気がしますー」

「後十秒ばかり時間稼いでくれ」

　青年は懐から例の札を取り出して言った。

「――御ぎよ意い」

　頷きながら――近付いてくる正面の人型を頭頂から股間まで一気に切り裂くと、更にくるりと回るようにステップを踏みながら青年の前に回る。彼に斬り掛かっている白い人型を蹴り飛ばし、よろめいた処を袈裟懸けに両断。

　更にとん、と地面――否、海竜ヨルムンガルドの背中を蹴ると、頭部を中心点として空中で一回転、曲芸さながらの動きを示しつつ着地すると、青年の背中に迫っていた人型を、振り向きざまに斬り捨てる。

　とんでもない体術だった。

　だが――それでも劣勢は変わらない。

　斃しても斃しても減らぬ敵。

　それはつまり決して勝つことのできない戦いということだ。

　いや。それどころか途中から剣を生成して手に持っているように、この白い人型は戦えば戦う程に『最適化』されてゆく。よりガルムや青年と戦い易い形に、自らを変えて――進化していく。そしていつかはガルムや青年を圧倒するのだ。

　ヨルムンガルドも三つの首を動かして何とか水撃刃ウオーター・メスを放とうとするが、むしろ自分の背中で動き回る白い異形を狙い撃つのは――それも自分や青年やガルムだけを外して――さすがに至難の業であるらしく、ろくに戦闘には介入できない。

　これは近くを飛んでいるフェンリルや、同じく近くを随行中のムスペルも同様だ。

「…………」

　青年の手からばらばらと札がこぼれ落ちる。

　それらはやがて、自らが意志あるもののように別々の動きを示してヨルムンガルドの背中を滑っていく。当然、白い異形達は遠慮なく踏みつけて――

「一度起きれば全てが微み塵じん」

　青年が呟くように唱えつつ、側にいたガルムを左腕で抱き寄せる。

　その瞬間――白い異形達は残らず吹っ飛んでいた。

　轟、と風が鳴いた。

　札から放たれた光が渦を巻き、白い異形達を巻き込んだのだ。いや。それだけではなく光はその異形達を焼き、切り刻み、反転する同心円の渦動によって磨すり潰つぶし、青年の言う通り粉微塵に破壊してゆく。

　さすがにこれには白い人型達もひとたまりもない。

　破壊された仲間を回収する余裕すらなく、十数秒後には、百体近い人型の全てが、肉片どころか粉塵のような状態になって周囲の海面にばらまかれていた。

　しかし……

「とはいえ」

　驚きも焦りもせず青年は言った。

「相手はあくまで意志の――空想の具現化だ」

　光は消え、粉々に破壊された白い人型は周囲の海面を白く染めている。

　そして――

「言ってみれば妄想の垂れ流し――元々生きてなんかいない。だから殺すこともできない」

　まるで平面の上に広げた布の中央を摘つまんで引っ張り上げるかのように――白い膜の張っていた海面の一部が、ずるりと音を立てるかのような動きで隆起し、それらは重力に逆らって更に高く高くそびえていく。

「まあそうなるよな」

　青年は眼の前にそびえる白い巨人を見上げて言った。

　基本的な形状は先の白い人型と全く同じだ。だがその身長は二十倍、いや三十倍にも達している。ムスペルとも正面から組み合える程の大きさだ。

　勿論、切り裂かれた白い異形が全て合体したとしても、こんな大きさにはならない――なれるはずがない。身長が三十倍ということは体積はその三乗、つまり二万七千倍だ。

　あり得ない。

　だがあり得ないという意味では魔法もまた同じだ。

「……どうしますー？」

　実に『さっさと帰りたい』とでも言いたげな口調でガルムが問う。

「そりゃあ勿論、根元叩くしかないだろ」

　青年はそう言いながら――頭上に悠ゆう然ぜんと君臨する大怪球を見上げた。
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　厳密に言えば〈ブラック・スフィア〉は兵器ではない。

　それそのものには武装は存在せず――単体では一切攻撃力を持たない。

〈ブラック・スフィア〉はあくまで兵器の本体ではなくその強化用部品オプシヨンに過ぎないのだ。銃声抑制器サイレンサーや光学照準器スコープそのものは威力を持たず、あくまで武器としての本質は銃そのものであるのと同じく。

〈ブラック・スフィア〉。

　ＳＲＩインターナショナルと、ペンタゴンが造り上げたそれは、言ってみれば巨大な移動型の超能力増幅器だ。

　直径二百五十メートルの巨大な球体は、硬質な表面処理が施されている為、外見的には鋼鉄の塊が不条理にも空中浮遊しているようにも見えるが……実際には内部の九割は空洞になっており、そこにヘリウムガスが充じゆう塡てんされているのだ。

　つまりは気球――否、飛行船の一種である。

　球面の内側に向けて配置された百数十基の脳波増幅器と、その中央部に位置する『芯』――直径十メートル弱の機械装置の塊以外は、これらを移動させる為の浮力を稼ぐ空間でしかない。

　そして兵器としての本体はその『芯』の更に中央にあった。

　いや。いたと言うべきだろう。

　それは機械装置ではなく生きた人間なのだから。

「はーっ……はーっ……はーっ……」

　外殻と同じく球状に塑形された『芯』の内部。

　そこに互いに背中を向けるようにして――即ち一二〇度ずつの角度を開いて三つの座席が配置されていた。この座席は地球儀のようなフレームに固定されており、〈ブラック・スフィア〉がどのような状態でも常に水平を保つように設計されている。

　だが……

「ふーっ……ふーっ……ふーっ……」

　その一点を以てこの〈ブラック・スフィア〉を乗り心地満点の遊覧船と考えるのは間違いだ。三人の超能力者が腰を下ろしているそれは、座席と言うよりも、拷問器具か処刑器具を思わせる形状で――ごつごつした金属のフレームに、超能力者達は十点ベルトで己の身体を縛り付け、頭部には脳波増幅端末のヘルメットを被っていた。

　しかも――

「はーっ……はーっ……はーっ……」

　超能力者達は、三人とも十代半ばと思しき子供達だった。

　少年が二人に少女が一人。

　腕や首には幾重にも検知器や、非常時用の薬液注入装置が取り付けられており、見た目はほとんどスパゲッティ・シンドローム――治療機械のコードやチューブを山程取り付けられた重病人を思わせた。

「ふーっ……ふーっ……ふーっ……」

　少年少女は獣のような声で唸うなりながら、揃そろって肘掛け部分を握り締めている。

　本来――『兵器としてはあまりにも効率が悪い』と言われた超能力を、実践現場で使う為に、彼等には大量の薬物が投与され、神経への電気刺激や脳波計測を含め、ありとあらゆる手段で能力の増幅が試みられている。

　三人分の超能力。

　これを統合し増幅しその結果生み出されているのが――あの白い人型の群れなのだ。

「はーっ……はーっ……はーっ……」

　あれは三人の少年少女の願いであり望みであり祈りそのものだ。

　生きてなどいない。死ぬこともない。強迫観念にも等しい少年少女の想いを受け止める器うつわに――生きたり、死んだり、そんな曖あい昧まいで脆ぜい弱じやくなものでは足りない。法則のように、摂理のように、真実のように、叩かれても、斬られても、灼やかれても、砕かれても、その存在を続ける神の如き絶対性が必要だ。

　さもなくば少年少女の想いの純粋さに耐えられない。

　あれは彼等にとっての偶像そのものだった。

「がひゅっ……！」

　血の飛沫しぶきが舞った。

　少年の片方――やや背が低く肩幅の広い色黒の少年が、咳き込んでいる。

　口元を濡らす血はすぐに口元を覆うマスクが吸引した。そもそも吐血した少年本人は全身を座席に固定されている為に血を拭うことすらできない。

「――ガント？」

　隣の少女が慌てたように声を上げる。恐らく血の臭いに気付いたのだろう。だが彼女もまた身動きなどとれない状態だ。声を掛け合うくらいしかこの場の少年少女に自由はない。

「問題、ない」

　血を吐いた少年が呟くように言う。

「ミハイルの方が……辛い」

「………」

　少女は言葉に詰まった。

　ミハイル。それはガントと呼ばれた少年の反対側に座っている少年のことか。

　対照的に線の細い、色白の少年は……会話の余裕すらないようだった。顔を含め、首筋、手など、露出した部分の全てに――恐らくは全身の見えない部分も――今にもはち切れんばかりに血管を浮かび上がらせている。

「集中する」

「……うん」

　ガントに促され少女は頷いた。

　三人の少年少女はとある施設の出だ。

　膨大な統計による資料を背景に、予め選別された卵子と精子を組み合わせて造り出された存在であり――書類上は存在しないはずの人間だ。育ての親と呼べる個人はおらず、倫理観を根ね刮こそぎ欠落させた科学者達によってこの年齢まで生かされてきた。

　人権などなく実験動物扱いの生活だったが……それでも彼等はまだ幸せだったかもしれない。超能力兵器の心臓部エンジンには『不適格』として、家畜の如くに処分されてしまった他の何十人という『兄弟姉妹』よりは。

　自分達は一体何の為に生まれてきたのだろう？

　そう問うたことも一度や二度ではない。

　そして今日――彼等に存在理由が与えられたのだ。

『アメリカ合衆国を守れるのはお前達だけだ』

　三人はそう言われた。

　通常兵器が効かない常識外の相手――だからこそ非常識兵器が、条理や常識の埒らち外がいにて営々と育てられてきた超常存在こそが、唯一の希望であるのだと。

　自分達が受けた仕打ちを思えば、何を今更、と憤って当然だろう。

　だが哀しいかな――少年少女達はそのような価値感を与えられてこなかった。

　むしろ三人は奮い立った。

　研究員達の会話から、インチキ、詐欺、無駄、経費喰らいなどと自分達が――研究そのものが外部の人間から馬鹿にされているということを彼等は知っていた。挙げ句、そもそもの計画を発注したペンタゴンの連中に至っては、超能力者や超能力研究そのものを一種の『恥』ととらえていることも。

　だが元より研究の為に生み出され、一般社会に身の置き所など最初からない少年少女にとって、他に寄る辺はなく――ただ自分達の無力感に苛まれるだけだったのだ。

　そんな彼等の前に降って湧いた――名誉挽回の好機。

　それはまさしく千載一遇。この機を逃せば恐らく次はない。

　ずっと日陰者だった自分達が、『アメリカを守る英雄になる』――それは命を賭けてでも、あるいは命を費やしてでも果たすべき偉業のように、少年少女達には思えたのだ。

　だから――

「はーっ……はーっ……はー…………あああああああああああああああッ!!」

　ミハイルが吼ほえる。

　残る二人も座席の肘掛け部を握り締めて同調するように吼えた。

　若い――幼いとも言える三人の能力は、最大出力こそ大きいが、多分に歪いびつで不安定で実用性に欠ける。あるいは成長と共に安定する可能性はあったが、今はまだ、多分に未熟で単体では使い物にならない。

　だから薬物で、電気刺激で、催眠暗示で、その能力を限界まで引き出した上……質の違うそれらを組み合わせることで、一つの能力と成す。三人の少年少女はこの〈ブラック・スフィア〉と揃って一つの兵器、一つの生き物として、機能しているのだ。

　その結果生み出されるのがあの白い人型――『概念兵士アブストラクト・ソルジヤー』。

　彼等の『祈りの形』――偶像だった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああ――ッ！」

　声を揃えて吼える若い超能力者達。

　彼等は『概念兵士』を生み出すこととこれを操ることに精一杯で、それ以外に意識を向ける余裕などない。

　だから――彼等は気付いていなかった。

　超能力増幅装置の陰になるようにして……彼等以外は、虫一匹すらいないはずの〈ブラック・スフィア〉内に、一匹の黒猫が佇たたずんでいることに。




　　　　　●




　その日――テレビの中には見なれた番組とは異なる奇妙な映像が映っていた。

　場所は海の上なのだろう。画面の端々に波飛沫が上がっているのが見える。

　黒く大きな船が幾つも幾つも映っていた。

　空を飛ぶジェット機も沢山映っていた。

　そしてそれらが……ミサイルで、大砲で、白い煙の向こうの、何か、大きくて怖い形をしたものと戦っていた。

　いや。それを『戦い』と呼んで良いものかどうかは子供心にも疑問だった。

　攻撃はまるで効いていないのは明らかだった。白い煙の向こうの黒く大きな影は、まるで欠けることも歪むこともなく、厳然とそこに存在し続けているのに――船や飛行機は次から次へと壊れて消えていくのが、画面を見ているだけでもわかったからだ。

　一方的だった。どうしようもないくらいに。

　あるいはそれは子供向けの特撮番組では――巨大超人が出てきて怪獣をやっつけるような作品の中では珍しくない場面であったかもしれない。だが一切の演出を含まぬ淡々とした画面構成は、痛い程の臨場感を放っていた。それが通常のテレビ番組ではないのだということは、子供にもわかるくらいに。

　これは一体何の映像なのか。

「…………？」

　幼い少年と少女は怪訝そうに画面に見入っている。

　少年は時計とリモコンのチャンネルを確認したが――間違っていない。いつも観ている大好きなアニメ作品の時間でありチャンネルのはずだ。

　だが画面に映るのは、アングル固定の生々しい画面のみだ。

　まだ『臨時ニュース』や『報道特番』というものの存在を彼等は知らない。

「……にぃに」

　幼い少女が――兄らしき少年の半袖を引っ張って言った。

「これなあに？」

「わかんないよ」

　少年は途方に暮れた様子で答える。

「まひろ、あにれおん、見たいの」

「やってないよ……」

　少年は改めてリモコンを操作してチャンネルを変えていく。

　だがどのチャンネルも同じ映像を垂れ流しているだけだ。録画なのか映像の時系列に多少の前後はあるようだが、延々と子供の眼にはつまらない光景が映るばかりである。

「つまんない、にぃに、これつまんない」

　ただ一方的にやられていくばかりの船や飛行機の映像は――創作物フイクシヨンと現実リアルの区別がつかなければ尚更に――子供の眼にはひどく退屈で、すぐ飽きが来るだろう。

「うーん……」

　少年は困ったように唸る。

　彼自身も妹と同じ感想だったが……どれだけチャンネルを変えてみても観たかったアニメは映ってくれない。少年はテレビのことを、時間とチャンネルさえ合わせれば、確実に、観たい番組を観ることができる――そんな機械なのだと理解していた。なのにその理解が完全に否定されているのだ。

　少年が途方に暮れるのも当然だろう。

　そして――

「なんなんだろ……これ……」

　呟く少年。

　それは――ほぼ同時刻、世界中の人間が何億人と感じている疑問だった。




　　　　　●




　……それは誰の仕業であったのか。

　本来は、戦術的な意味でも、国家の威信という意味でも、厳重に機密とされるべき映像が――第二艦隊と青年達との戦闘記録映像が、世界中の放送電波に乗っている、その頃。

　本物の戦場では既に次の段階の戦いが続いていた。

　即ち――青年の従える巨獣や巨神と、黒い大怪球を背にする白い巨神との。

　単純に数は三対一。

　一見それは青年の側に有利に見えた。

　だが――

「どうにも……やりにくいね」

　青年は呟く。

　その頭上に巨大な――全長百メートルを超えるかと思われる剣が振り下ろされたのは、次の瞬間だった。既にそれは刃物ではなく、鈍器ですらなく、雪崩や土砂崩れといった『現象』にも等しい威力だ。まともに喰らえば、人間など一瞬で紅い染みになってしまうことだろう。




　――シャアッ!!




　これを寸前で防いだのはヨルムンガルドの放った水撃刃だ。

　三方から集中して打ち出された超高圧の流体メスは、巨大剣を半ばから裂き、更には粉微塵にまで刻んでいた。いかに概念によって生み出された存在とはいえ、物理的威力を行使する以上、その瞬間だけは物理的実体を持たざるを得ない。

　だが……

「コレだからな」

　何十という無害な断片にまで切り刻まれた剣が海面に落下。

　それはしかし……次の瞬間、まるで海洋を汚染する油の如くその表面に溶けて広がり、更にはそこから起き上がって……もう一本の剣となる。白い巨神はこれを手にとり、両手に掲げたその得物を、まるでハサミの如くに交差して見せた。

　大空竜フェンリルは先程から上空を旋回し続けているが、白い巨神と青年達との距離が近いせいか、手を出しあぐねている。長射程の武器は――それも超音波砲などという代物はどうしても精度が犠牲になってくる。迂う闊かつに撃てば青年達を巻き込むのは必至だ。

　ならば――と。

「ムスペルッ!!」

　青年の叫びと共に炎の巨神――ムスペルが白い巨神の背後から摑つかみ掛かかった。

　斬っても駄目。砕いても駄目。

　ならば灼き潰す――これは神話伝説の時代から定番たる不死身の怪物の抹殺方法だ。そして巨神ムスペルは、その名の通り火炎を操る。戦艦の装甲をも溶かすその高熱を以てすれば焼き滅ぼせないものなどない。















　おおおおおおおおおッ！




　ムスペルはその炎をまとう腕で巨大人型の胴体を締め上げる。接触部分が赤熱化し、大量の水蒸気と共に小さな――そして無数の爆発音が巨大人型の全身で生じる。

　巨大人型はしばし、じたばたと腕を振り回していたが、やがて――

「……そうくるか」

　呟く青年。

　白い巨神は身を震わせた。

　まるで脱皮をする昆虫の如く、その背中が割れて、もう一対の手が生まれてきたのは次の瞬間であった。腕は先の二本と同様に巨大で、しかも当然の如くに剣を握っている。

　波紋のように揺らぐ白い巨神の表面。

　それは胸部に集中し――紅い球体がもう一つ背中側に生まれていた。

　つまり……

「両りよう面めん宿すく儺なかよ」

　青年は呆れたように呟いた。





　――六十五年六十五年、飛驒國有一人曰宿儺飛驒国に一人の人がいた。宿儺という。其為人一つの胴体に壹體有二つの顔があり、兩面面それぞれ反対側を各相背向いていた。頂合無項頭頂は合してうなじがなく、各有手胴体のそれぞれに足其有手足があり、膝膝はあるが而無ひかがみと膕踵踵がなかった。力多以輕捷力強く軽捷で、左右佩劒左右に剣を帯び、四手並四つの手で二張りの用弓矢弓矢を用いた――






　日本における伝存最古の正史――『日本書紀』に記された怪物、二に面めん四よん臂ぴの異形、それが両面宿儺である。一説には天皇家に従わない地方の豪族や、山賊の類を象徴的に描いたものだとされているが……それは即ち、中央集権体制に反旗を翻ひるがえすだけの実力を持った猛々しい存在だったと考えることもできる。

　この白い巨神の想像主が――超能力者達が件の怪物を知っていたかどうかはさておき、より強い存在を目指して国も時代も異なる人間が夢想した結果が、同じ異形に辿り着いたのだとすれば、それは少々興味深いと言えるだろう。

　ともあれ……




　――おおおおおッ！




　ムスペルが吼ほえる。

　白い巨神は、ムスペルの炎に灼かれながらも、全く意に介する様子もなく――そもそも意志などというものがあるかどうかも怪しいが――二回りは小さなムスペルに向けて頭突きをかます。水牛の如き巨大なムスペルの角で頭部が削られるものの、これも全く意に介さず、白い巨神は鉄てつ槌ついを振り下ろすかのような勢いでムスペルと頭部を衝突させていた。

　爆音の如き響きが走る。

　さすがのムスペルもこれは効いたのだろう――その巨軀は大きく仰のけ反ぞり、炎の腕を放してしまっていた。

　そこに白い巨人は追い撃ちをかける。

　四本の剣をまるで棍棒のように使っての滅多打ち。技も何もない。ひたすらに叩き潰そうとするその姿は高速稼働する機械のようだった。

　ムスペルはこれに耐えきれず、海面下に沈んでいく。

　大量の白煙――水蒸気が舞い上がり、巨神同士の白兵戦を、まるで影絵のような、幻想的な紗の向こう側に覆い隠す。

「技術じゃない分、付け入る隙がほとんどないな」

　青年は呟く。

　ムスペルは圧倒されているが――結果として白い巨神はヨルムンガルドから離れていた。

　そこに――




　――ぎいいいいいいいいッ!!




　フェンリルの超音波砲が炸さく裂れつする。

　白いのっぺらぼうの巨神の表皮に、細波のような波紋が幾つも幾つも生まれ――次の瞬間、その上半身が爆裂するかのように裂けた。

　更にそこへヨルムンガルドの水撃刃が追い撃ちをかける。

　白い巨神は、幾重にも切り刻まれて吹っ飛んでいた。

　何十という破片が海面に没し、高々と水柱が噴きあがる。

　だが……それでも。

「効かないか」

　瞬く間に白い巨神は復活を遂げていた。

　しかも今度は――三面六臂にまで進化して。

「こうなるともう阿あ修しゆ羅らだな」

　仏法における鬼神にして闘神、三面六臂の異形を備える存在――阿修羅。

　三面六臂は即ち、ムスペル、ヨルムンガルド、フェンリルの三体を同時に相手にする為に造り出された必然の形ということか。

　いずれにせよこの白い巨神は文字通りに不滅だ。

　どれだけ攻撃力を集中させようと復活し――厄介なことに『進化』までしてより手強くなってくる。

「どうなさるおつもりですかー？」

　青年の脇で、時折飛んでくる白い巨人の破片を叩き落としながら、ガルムが尋たずねた。

　ただしこの状況ですら彼女の口調は何処か気怠げで、焦ったり怯んだりする様子は微塵も感じられない。そもそもそういう感情を持ち合わせていないのか、それとも――焦り怯おびえる程のこともないと主人のことを信じ切っているのか。

「そりゃもう、こういうのは」

　青年は頭上を見上げて言った。

「操ってる本体を叩くのがお約束だわな」

　ヨルムンガルドとムスペルが同時に白い巨神に突っかかる。

　白い巨神は剣を振り回してこれに応戦するが――ムスペルとヨルムンガルドの動きは、あくまで陽動、あるいは牽制でしかなかった。

　本命は空の上――フェンリルである。




　ぎいいいいいいいいいいいいいい――ッ!!




　フェンリルが咆ほう哮こうを放った。

　物質破壊の為の高周波が黒い大怪球へと殺到する。戦闘攻撃機〈ホーネット〉を空中分解させたその威力は、大怪球に対しても有効である――

「――む？」

　はずだった。

　だが――

「瞬間移動？」

　呟くガルムの声には驚きの色が滲んでいた。

　黒い大怪球は消滅していた。

　いや――正しくは、破壊的な超音波震動が到達したその瞬間、存在そのものが幻であったかのように黒い大怪球はその輪郭を揺らがせ、空間の中に溶け去ったのだ。

　そしてそれとほぼ同時、元の位置から数百メートル離れた虚こ空くうに、忽然と黒い大怪球は出現していた。

　瞬間移動テレポート。

　相手が超能力兵器であるとするならば、これは驚くに値しないのかもしれない。

　フェンリルは尚も何度か超音波砲を放ったが、その悉ことごとくがかわされ、黒い大怪球はその度に消滅・出現を繰り返していた。

　フェンリルの攻撃はどうしても一瞬の『溜め』がある。首を動かして相手を見据えるその動作、あるいは身体全体で相手に向き直るその動作、それが相手に攻撃の瞬間を察知させてしまうのだ。

　ジェット戦闘機相手ならばともかく、瞬間的に数百メートルを、それも何の予備動作もなく移動する相手に、フェンリルの攻撃は――遅すぎる。

　だが――

「…………」

　青年は慌てず騒がず、右手を掲げる。

　まるで机の上でするかのように掌が孤を描き――その軌道に沿って空間に六枚の札が配されていく。札は落ちる訳でも舞う訳でもなくそのまま滞空、それどころか互いに紅い光の糸を伸ばしあって、六ろく芒ぼう星せいの模様を生み出していた。

「違うな。これはむしろ――」

　六芒星の魔法陣が回転する。

　次の瞬間――その真ん中、虚無から、唐突に激光が逬ほとばしっていた。

　熱光線。

　膨大な熱量を以て大気を抉えぐりながら飛んだ光は、巨大な刃物のように下から上へと大怪球を切り裂き――だが大怪球は次の瞬間、再びその姿を揺らがせて消えたかと思うと、別の場所に出現していた。

　攻撃が命中しない。

　否……攻撃しても効果がない。

　これは――

「馴染みの匂いがするぜ？」

　青年は歯を剝いて笑う。

　彼は――一度両腕を胸の前で交差させると、勢いよくこれを左右に振り下ろした。

　両手の袖口からぼろぼろと何かがこぼれ落ちる。

　それは彼が今まで何度も使ってきた例の札だ。

　だが――

「現れよ真実を観る瞳」

　一体彼はそれを何枚保持しているのか。

　まるでひねられた蛇口から逬る水のように、大量の札が彼の左右に落ち、ヨルムンガルドの背を滑り、更に海面上に広がっていく。数千、いや数万枚にも達するであろうそれが、一つの面となって海面から起き上がり、更にはそれが熱せられたかのように、自ら丸まって――球体を形作る。

　次の瞬間、それは巨大な……直径十メートルを超える眼球となっていた。

　瞬きだけでも音がしそうな瞼が悠然と開閉する。

「その眼差しを以てまやかしを貫け」

　青年の命令と同時にその人間のものとそっくりの――しかし数万倍はあろうかという眼球は、ぎょろりと空中に浮かびながら一回転。

　その視線に従って風景が大量の紅い格子模様に覆われた。

　まるで風景そのものを切り取るかのように、格子模様の一つ一つが、揺れる。

　そしてその中の一つを――

「そこか」

　青年は振り返り、滞空したままだった六芒星を掌で押した。

　次の瞬間、大気を抉り抜いて逬る二発目の熱光線。

　再び熱に炙あぶられた大気が悲鳴を上げ、風景の白黒を逆転させるかのような膨大な光量の一撃が虚空を貫く。

　何もないはずの空間を。

　だが――

「――！」

　ガルムが息を呑む。

　虚空が波紋のように揺らいだかと思うと、そこに大怪球の姿が浮かび上がったからだ。

「初歩的な術だよな。例えば――」

　眼を細めて青年は笑う。

「使い魔フアミリアを介してでも使えるような」

　あるいは……この時、注意深い第三者がいれば、気付いたかもしれない。

　青年の頭上に浮かぶ巨大眼球、そして青年自身の右目、そこに眼の前の光景とは明らかに異なるものが――複雑に絡み合った機械の隙間、そこに潜む黒猫の姿が、映っているということに。

「……魔法使い？」

　首を傾げて呟くガルム。

「攻撃は超能力者。でもって防御――つか幻惑は魔法使いか」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんといった態度で腕を組みつつ青年は言う。

「なるほど、超能力者は魔法使いの苦手な存在――それと魔法使いがタッグ組んで攻めてくるとは思わないわな？」

　超能力兵器の最大の弱点は防御力だ。

　攻撃力にその全てを注ぎ込む結果――本来、黒い大怪球は無防備に空に浮かんでいるだけの存在になってしまう。超能力兵器が『実用に耐えない』と言われた理由の一つがこれであった。射程距離は短い癖に、機動性や運動性がない。大型の艦船や航空機で運ぼうにも装置自体、それに能力行使中の超能力者も、ひどく繊細な代物なので、高速移動の加速や震動に耐えられない。

　故に……これを補う形で使われたのが魔法使いによるステルスだった。

　先に不死身の――破壊しても破壊しても再生する白い巨神を見せられている以上、黒い大怪球も同様と考えがちだ。まして超能力兵器と知って相対すれば、まず考えるのは瞬間移動だろう。

　だが種が……仕掛けがばれれば、それは途端に小細工の領域に堕する。

「さて……？」

　青年はにんまり笑って黒い大怪球を見上げた。

　大怪球は――直撃こそ受けなかったものの、外装の一部を破損したのか、緩やかに回転しながら降下していく。ガスらしきものが噴出しているのを見ると、空中浮遊はそのガスの浮力に頼っていたということなのだろう。

　ならばこれでもう移動はできない。

　水面へと着水する大怪球。

「後こう顧この憂うれいは断っておかないとな」

　青年は改めて一枚の札を懐から取り出すと、これを投げる。

　空中で回転しながらそれは大怪球に向けて飛び――そして。

「――！」

　大怪球が割れた。

　青年の仕業ではない。札が到達するその直前のことである。

　まるで卵が割れるかのように、大怪球は真ん中から大きく裂けると、その中から何かを撃ち出していた。

「――射出座席か」

　青年は呟く。

　戦闘機等で、機体が破壊された際に、操縦士が脱出する為の装置である。戦闘機のものは大抵が、名前の通り座席にパラシュートを付けた程度のものでしかないが、大型爆撃機等になると、操縦室ごと本体から切り離す形式もある。大怪球が採用しているのは、どうやら後者であったようだった。

　ドーム状の硝子ガラスに覆われ、幾重にも輪状のフレームによって囲まれた操縦室。

　恐らく超能力者は――そして超能力の増幅器や、その稼働記録は、貴重な存在だからこそ、こうした脱出、いや、回収用の装置が付いているのだろう。

「…………」

　青年の眼は――そして巨大眼球は、その脱出装置に、黒い小さなものが付着しているのを確認していた。

　いや。付着ではない。しがみついていると言うべきだろう。

　それは黒く小さな――猫だった。

「ふむ……」

　青年は改めて片手を挙げる。

　その指先には一枚の札が挟まれ――

「――消えた」

　ガルムが呟く。

「空間転移シフトだな」

　青年は掲げた手を降ろしながら言った。

「妨害結界は相変わらずだが――結界を張った側は勿論、自由に出入りできる」

　そして――

「祈る者なくば神もあり得ぬ、か」

　振り返って呟く青年。

　その視線の先では――ヨルムンガルドと、そしてムスペルと戦っていた巨大な白い人型が、溶けるようにしてその姿を崩壊させ、水面下に消えていく途中であった。

　あくまで超能力が造り出していた傀かい儡らい、恐らく、三人の超能力者が『そういうものがそこにいる』という風に空間そのものを『欺だまして』造り出した存在である。制御者がいなくなればそれは、単なる物質に――水や空気やその他諸々に戻るしかないのは道理だ。

　とはいえ……

「ちとやられたか」

　青年は苦笑を浮かべる。

「ムスペル。大丈夫か？」

　そう呼び掛けるも、ムスペルからの反応はない。

　ヨルムンガルドとフェンリルはそう問題がないようだが、ムスペルは――高熱を発している最中に無理矢理水面下に押し込まれた炎の巨人は、全身に亀裂が入り、見るからに満まん身しん創そう痍いといった様子だった。

　単に物理現象による疲ひ弊へいもあるが――真正面からあの白い巨人と組み合った結果、超能力者達の『敵意』、即ち『斃そうとする意志』をもろに喰らっているのだ。ミサイルや銃弾と異なり、それは魔法によって支えられている非常識な存在にとって、単純な物理現象である炎や衝撃波よりも遙かに効く。

　それどころか、なまじ『意志の力』を直接ぶつけるに等しい超能力は、魔法の対抗手段として有効なだけでなく、魔法使いにとっては『付け入る隙』がない。能力故にこそそれは技術ではなく、技術ではないからこそ、それはいわばこじ開ける隙間のない塊のようなものだ。組み立てたものは、手順に従えば分解できるが……最初から一つのものとして成立している岩の塊かたまりは、強引に打ち砕く以外にこれを解体する方法がない。

　魔法使いが超能力者を苦手とする所以ゆえんである。

　恐らく、そこまでわかった上でローズフェラー財団の派遣した魔法使いは、超能力者を攻撃手段として使ってきたのだろう。

「少し休むか」

　青年は肩を竦めてそう提案した。

「ムスペルは大丈夫なのですかー？」

「外装や拡張術式が破損した程度だからな」

　青年は言った。

「ヨルムンガルド、曳えい航こうしてやれ」

　青年の命令に従い、ヨルムンガルドが三つの首の内の一つで、半ば傾いた状態で停止しているムスペルに嚙かみ付つき、これを引っ張り始める。

　その様子を眺めながら――

「これで益々アメリカ入りが遅れるか」

　青年は溜め息混じりでそう呟く。

「最初からのんびり行くつもりだったのではー？」

　横眼で主を見ながらガルムが言う。

「まあそうなんだが……」

　青年は言って頭上の月を見上げた。

「腐っても、俗世に塗まみれても、魔法使いは魔法使い、相手に時間をあまり与えるとどんな手を打ってくるかわかったもんじゃない」

「…………」

「だが、本当に恐ろしいのは」

「恐ろしいのは……？」

「〝奴〟に学習する時間を与えてしまうことだがな」

「…………」

　ガルムは――無言。

　青年は遙かな夜空を見据えながら、短い溜め息をついた。
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　インターネットは大騒ぎになっていた。

　テレビで報道されていた『怪獣と艦隊の戦闘シーン』について、色々な人間がそれぞれの立場と見識でもって意見を述べているからだ。

　良くできた特撮映像ＶＳＦＸだという意見。

　映像は本物で怪獣は何処かの国の生物兵器だという意見。

　何かの技術で映像を見た者が催眠術に掛けられているのだという意見。

　実は世界を滅ぼしに来た『恐怖の大王』とその配下なのだという意見。

　その他――諸々。

　いずれにせよ、映像のアングルはかなり限定されていたが、それが迫真性をもたらすと共に、端々に映る艦艇の姿から、軍事関係に詳しい者達は『アメリカ軍の第二艦隊だ』と即断、戦闘地域についてもおおよその特定がされつつあった。

　だが……

「…………」

　自室で……コンピュータのディスプレイを前に、少年は眉を顰めた。

　一体これは何なのだろう。

　こんな……まるでＳＦ映画みたいなことが現実に起こっているのだろうか。

　それとも、やはりこれは大規模なペテンの類なのだろうか？

　自分達が信じて疑わない常識や日常が、実はほんの少しの衝撃で崩れ去ってしまう砂上の楼ろう閣かくなのだと気付かされたかのような――不安感。

　少年の背にノックの音が届いたのはそんな時だった。

「どうぞ？」

　振り返りながら、少年は言う。

　基本、日本家屋であるこの建物は、実は――屋内に限って言えば鍵の掛かる扉というものがない。なので本来はノックなどという西洋風の習慣は意味がない。実際、今も叩いているのは扉ではなくて、床板のはずだった。

　通常、こうした日本家屋では襖ふすまなり障しよう子じなりの向こうから声を掛けるのが基本だ。

　だが――

『タクちゃん』

　入ってきたのは一人の少女だった。

　顔立ちは可愛らしいが、眼鏡に三つ編みといった付属物のせいか、それともおどおどした態度のせいか、見るからに地味な雰囲気になっている。

　少女はノートを少年に向けて示した。

　恐らく――この少女は声が出ないのだろう。

　声を掛けることができず、喋ることもできず、だからノックを使い、ノートを使って意志表示するしかないのだ。

『御飯だよ』

「あ。うん」

　少年は頷いてパソコンを休止状態にする。

『何見てたの？』

　少女は素早くノートにそんなことを書いて尋たずねてくる。

　それがもう基本的な意思疎通手段になっているからか、実に素早い筆記であった。

「何だかネットで、大騒ぎになってるんだ。テレビでもしてたろ、何処かの国の海軍が怪物みたいなのと戦う映像。あれが本物かどうかとか、何処の国なのかとか、そういう話や色々な意見が飛び交ってて」

『本物……』

「ドラゴンとか巨人なんて、いるはずないのにね」

　少年は苦笑を示す。

「でも何だか、色々な方向から映像を検証している人達がいて、全くの噓うそとも言えなくて……なんだろうね、これ」

『タクちゃん』

　少女は少し首を傾げながら言った。

　その表情が――何処か不安げに曇っているということに、少年は気付いているだろうか。

『もし、本当だったら、タクちゃんはどうする？』

「どうって？」

『そういうのを見て、怖いと思うのか、面白いと思うのか……』

「…………」

　少年は束つかの間ま、考えて。

「不謹慎かもしれないけど、ちょっとワクワクするね」

『そうだね』

　何故かほっとしたかのように柔らかな笑みを浮かべて、少女は頷いた。
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　戦略／戦術情報分析室に張り詰めていた緊張の空気が緩んだ。

　固かた唾ずを呑んで〈ブラック・スフィア〉及び偵察衛星からの画像を見守っていた特務情報武官達は、互いに顔を見合わせながら安堵の溜め息をついた。

　件のＰＳＩ兵器は一定の戦果を挙げた。

　少なくとも第二艦隊が総力を挙げても傷一つ付けられなかった『敵』に対し、エステルの意見通り超能力は有効だとわかったのだ。少なくとも現在、『敵』の進撃は止まっているのだから。

　視線の通らぬ闇の中に一筋の光明が差し込んだかのようだった。

　それがどれだけ小さな取っ掛かりであれ、そこからその『戦い』の法則がわかれば、分析・解析を経て有効な戦術を組み立てることもできる。特務情報武官達の仕事はまさにそれであった。

「……ミス・エステル」

　特務情報武官の一人がエステルを振り返って言った。

「エステルでいいんだナ」

　先にゴードンに告げた一言を繰り返す御意見役の魔法使い。

「失礼、エステル。質問をよろしいか？」

　そう尋ねる特務情報武官の口調には、既に彼女を侮あなどる、あるいは訝いぶかしむ響きはない。ＰＳＩ兵器を指定した彼女の知識と判断は正しかった――その事実が特務情報武官達の態度を改めさせていたのだ。

「どうぞなんだナ」

「一体アレは何ですか？」

　一同を代表して放たれる問い。

「そして貴女は何者ですか？」

「それには既に答えているんだナ」

　エステルは緩い笑みを浮かべたまま言った。

「魔法使いなんだナ。私も――アレも」

「…………」

　特務情報武官達は、ただただ沈黙するしかない。

　彼等の常識、物理兵器、そういったものが、あの青年や彼が引き連れる怪物達にはまるで通じなかった。

　あれを『何処かの国の新兵器』と考えるには無理がある。

　ソ連が崩壊し、事実上、この世界で最強にして最先端の軍事国家はアメリカだ。中国は脅威だが、科学技術ではやはりアメリカに比べて遅れている。あんなとんでもない生物兵器をアメリカに先んじて開発などできるはずもない。そんな環境が中国にあるはずもない。

　既に科学技術は――特に兵器開発は一個人がどうにかできる領域のものではないのだ。

　一人の天才が何か思いついたからと言って、それを即座に現実化することはできない。何か一つ発明品を作るにも、その新発想を支えるだけの工業力や技術力が絶対に必要だ。例えば……紀元前の人間がエジソンに先んじて電球を考えついたとしても、実際に電球を作る為には硝子や、金属の加工技術、電力の供給技術がなければどうにもならないのと同じことである。

「魔法使い……」

　クラリッサは改めてその言葉を舌の上で転がしてみる。

　不思議と違和感はなかった。

「それは、辞書的な意味で、つまり我々が今までファンタジーや伝説レジエンド、迷信スーパステイシヨンの類だと信じていたもの、と解釈すればよろしいのですか？」

「まあ、概おおむねなんだナ」

　とエステルはクラリッサを振り返って頷いてくる。

「貴女達の知るセカイの裏側を支えてきた力なんだナ」

「裏側……」

「人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきして出来たもの――なんだナ」

　エステルは少し遠い眼をしてそう言った。

　まるで――老婆が遙かな昔日を懐かしむかのような、眼で。

「捨てる者がいれば拾う者もいるんだナ。一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨き上げてきた者達と、それに続く者達がいたんだナ。利便性。効率。経済効果。確実性――無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られたはずの、不可思議なる、しかし厳然たる真実を身に付けた者達、常識という強固な壁の向こう側に棲む者達が」

「しかしそんなもの――」

　ゴードン室長が尚も一いち抹まつの疑念を滲ませた表情で言った。

「どうして今まで知られていなかったのか……そしてどうして今更、それがあんなに堂々と表に出てきたのか」

「魔法使いは基本的に隠者なんだナ」

　とエステルは言った。

「断絶はせずとも隔絶はするんだナ」

　そもそも魔法という技術は、個人的な能力差が如実に出る上に、魔法使いと呼べる程の資質を備えた者は圧倒的に少ない――とエステルは説明した。

「例えばこの私」

　エステルは自分の顔を指差して言った。

「今年で百二十歳になると言ったら信じるかナ？」

「……!?」

　顔を見合わせるクラリッサ達。

「不老不死、あるいは若返り、あるいは肉体再生、人格移動、色々方法としては考えられるけれど――魔法が科学技術によって闇に追いやられたのは、誰にでも使えるものでもないし、絶対の効果が出るものでもないということなんだナ」

　多少の個人差はあっても基本的に科学技術というものは、大多数の人間がほぼ同じ条件でその恩恵にあずかれる。大抵の場合にそれは人間の側の要素に依存しないからだ。

　そしてそれは近代の自由平等思想によく馴染んだ。

　だが――魔法は違う。

「私が使ったのと同じ魔法を使っても、効果がある人とない人がいて、それは使ってみないとわからないんだナ。また、効果がある人でも、同じ人に何度か同じ魔法を使って、全部同じ効果が出るとも限らないんだナ。ぶっちゃけ――」

　てへへ、とエステルは少し恥ずかしそうに笑った。

「この身体も、ちょっと若返りが過ぎたんだナ」

　どう見ても少女――というか幼女といっても通用しそうな外見年齢になっているのはその為か。諸々の利便性を考えれば、普通は、二十歳前後の姿をしていた方が良いだろう。

　しかし――

「そんなもの」

　ゴードン室長は眉を顰めて言った。

「失礼だが――技術でも何でもないのでは」

「そうなんだナ。『あたるも八卦、あたらぬも八卦』なんだナ」

　平然と――まるで悪びれる様子もなくエステルは言った。

「勿論、私達魔法使いは、幾つもの魔法や術を組み合わせることで、『可能性』を高めることができるんだナ。普通に使うと百回に一度しか火が付けられない魔法でも」

　そう言って再びエステルは掌の上に炎の塊を生み出してみせる。

「その一パーセントの可能性を、諸々の相関関係を使って、例えば九〇パーセント辺りにまで高めることはできるんだナ。けれど、実際にはそんな手間暇を掛けるくらいなら、大抵の人はマッチやライターを使うんだナ。人生は――大抵の人にとって、短いものだから、いちいち、マッチを一本使えばできることを、マッチなしでやるために、何年も何年も修行を積んだりはしないもんなんだナ」

「…………」

　詰まるところそれが魔法が表舞台から消えた理由なのだとエステルは言った。

　魔法は、厳然と使える者と使えない者を峻しゆん別べつする。

　また同時に、その効果も対象によってまちまち、どれだけ体系化して整理しても、最後の一線では可能性の問題になってしまい、確実性がない。

　つまり魔法の存在は途方もなく人間の不平等を浮き彫りにする。

　人間は平等などではない。

　世界は公平などではない。

　それを嫌という程、関わる者に思い知らせるのが魔法だ。

　それ故に、自由と平等を基本理念とする現代社会において、魔法はその存在自体が差別と混乱を生むのは必至だ。最悪の場合には中世の魔女狩りめいた騒動が世界中で頻発しかねない。為政者達はこれを嫌い、魔法を使う者達もまた無用の揉め事に巻き込まれるのを嫌い……結果として魔法が表舞台から姿を消したのは、当然のことであった。

「まあ最近は、修行の効率化を進めてる連中もいるって話だけれど。いずれにせよ、魔法というものは今の世界の基本理念と真っ向から対立する部分があるんだナ。理不尽そのものというか。だから表には出てこれないんだナ」

　とエステルは言う。

　だが――それでは何故、あの青年は表に出てきた？

「アレの思惑はわからないんだナ」

　とエステルは少し首を傾げながら言った。

「今言った『修行の効率化を進めている』連中――私達は便宜的に〈学園アカデミー〉と呼んでいるけれど、その内の一人だと思うんだナ。少なくとも私の直接の知り合いや、私の知る幾つかの魔法結社には、あそこまでの使い手はいないはずなんだナ」

「使い手……」

「一緒にいたのは使い魔や式神の類なんだナ。それそのものは珍しくないけれど」

　と言ってぽんぽん、と短いスカートをエステルが叩くと、そこから、ぼとり、と音を立てるような感じで一匹の黒猫が落ちてきた。

「……！」

　どう考えてもエステルのスカートの中にこんなものを隠しておく余裕があったとは思えない。まるでエステルが直接脚の間から産んだかのような異様な現象だ。勿論、彼女の華奢な身体は――まるで膨らんでなどいなかったが。

「それが貴女の、使い魔……？」

「そうなんだナ」

　ひょいと身を屈めて黒猫を抱き上げながらエステルは言った。

　見た目には何の変哲もない猫に見えるが――

「…………」

　クラリッサは眼鏡のフレームを少しずらしてエステルと黒猫を見つめる。

　魔法使いとその使い魔の間には細いが、数え切れない程の紅い線が繋がり、絡み合っているのが見えた。やはりクラリッサの眼が捉える紅い光とは、魔力の流れなのだろう。クラリッサには黒猫はむしろ、猫の形に押し込められた炎のようにすら見えた。アレは見た目以上に魔力の塊だ。

「例えば」

　エステルはひょいと片手を振る。

　袖口から滑り出たのは、これまた何処に隠していたのかと首を捻ひねらざるを得ないような、大振りの刃物だった。いわゆるジャングルナイフである。

　エステルは黒猫をひょいと空中に投げると、続く動作でジャングルナイフを真横に払って見せた。丁度――その軌道の真ん中に、落ちてきた黒猫を捉える形で。

　ぞす、と身の毛もよだつ音が響く。

　次の瞬間、猫の首は胴体から切り離されて、空中を飛んでいた。

　ぼとりと音を立ててゴードンの眼の前に――彼のコンピュータ端末が置かれたデスクの上に、猫の生首が落ちる。『うおっ!?』と思わず叫び声を上げて身を引く彼を見上げながら斬られたばかりの黒猫は、平然とした声で鳴いてみせた。

　エステルは胴体を拾ってゴードンの側に歩み寄り、この生首を摑むと、胴体に押しつける。一瞬にして両者は癒ゆ着ちやくし、猫は何事もなかったかのようにエステルの身体を駆け上って、その頭の上にぺたりとしがみついていた。

「猫のように見えても本質的に猫じゃないんだナ。猫という器の中に悪魔なり神なりを封じてあるだけなんだナ。そして神や魔は普通の刃物じゃ殺せないんだナ」

「…………」

　特務情報武官達は唖あ然ぜんとしている。

　やがて――

「いいでしょう」

　ゴードン室長は肩を竦めて言った。

「魔法というものの存在を認めましょう」

「共通認識が得られて何よりなんだナ」

「で――これからどうするか、です」

　ゴードンは大型モニタを振り返って言った。

　そこにはまだ洋上の青年と怪物達の姿が映っている。真上からの視点は恐らく上空の監視衛星からの画像なのだろう。

「我々にはまるで打つ手がない。貴女の指示を仰ぐしか」

「賢明な判断なんだナ」

　満足げに頷いてみせるエステル。

「まずはあの『敵』を何と呼ぶかです」

　ゴードンは言った。

「現状は発見された直後からの暗号名で『恐怖の大王』または『アンノウン１』と呼称していましたが……相手を正確に指し示す名が必要です。曖昧で不正確な名前は無意味に混乱と恐怖を引き起こす」

　それは自分達が共有すべき大前提の定義だった。

「……同意なんだナ」

　エステルは満足げに言った。

「魔法においても名は重要なんだナ。名は存在を縛る最小単位の呪い――なんだナ」

「……呪い」

　クラリッサはその言葉を呟いてみる。

　遂に本名を名乗ることのなかった『魔法使い〝Ａ〟』――それはつまり一種の呪的防御手段だったということなのだろうか。

「ではコレを使って命名するんだナ」

　エステルはごそごそと右腕の広い袖口に、左手を突っ込んで何か探っている様子だったが――やがて何枚かの札カードをそこから引き抜いて、示した。

「トランプ？　いえ――タロットタロー？」

　クラリッサが眼を細めてその札を見る。

「クラリッサ・エインワーズといったかナ」

　エステルはその札の絵柄を伏せてクラリッサの方に差し出す。

「浄天眼グラムサイトの持ち主、貴女が引くのがいいんだナ」

「…………」

　クラリッサは視線で上司に伺うかがいを立てる。

　ゴードンが頷くのを確認して、彼女は扇状に並んだ札の中から、一枚を引っ張り出す。

「これは――」

　棒状の何かを摑んで掲げる紅いローブの男性が描かれている。

　そしてその頭上にはローマ数字の『Ⅰ』と、無限を顕あらわす『∞』の記号マーク。

「Ａ、アレフ、魔術師のカード」

　にんまりと笑ってエステルが言う。

　それはタロットカードの内の大アルカナと呼ばれる絵札の一番、『魔術師』のカードであった。

　始まりのカードであると同時に、ヘブライ文字に対応させると、alef ――アレフとなり、英語に対応させると〝Ａ〟を示すカードだ。

　意味は、正位置においては『物事の始まり』『可能性』『才能』『起源』『創造』など。

　逆位置においては、『混迷』『裏切り』『消極性』『無気力』『空回り』など。

　だが――

「タロットの――Ａ」

　クラリッサは呟く。

　Ａエイ－ＴＡＲＯＴタロー。

　即ち――

「――魔法使い〝Ａ〟」

　これは偶然か。

　それとも必然か。

　クラリッサが困惑の表情で固まっていると――

「ヘブライ語に対応させて『アレフ』と呼ぶのが良いんだナ」

「よろしい」

　ゴードン室長は頷いた。

「以後、我々はアレを『アレフ』、ないしは『アレフＡ．・ザＴ．・マジシャンＭ．』と呼称する」

「ついでに――」

　エステルは指を四本立てて言った。

「アレは、怪物達をそれぞれ『ヨルムンガルド』『フェンリル』『ムスペル』『ガルム』と呼んでいたらしいんだナ」

「――北欧神話」

　クラリッサは呟く。

「神々の、黄昏ラグナロク」

　それは北欧神話において、神々の国アスガルドを滅ぼす魔物達の名だ。

　魔物達に滅ぼされる神々を、そして世界を指して、〈神々の黄昏〉と呼ぶ。

「意味深なんだナ」

　とエステルは人差し指を己の顎に当てて言った。

「ニッポンの諺ことわざには『おごる平家は久しからず』っていうのがあるんだナ」

「…………それは」

　クラリッサも祖母から聞いたことがある。

　確か意味は――

「――まさか」

「真正面から比肩し得る敵がいなくなったアメリカは、さしずめ『おごる平家』なんじゃないかナ？　あの男――〝Ａアレフ〟にとっては」

　確かにアメリカは事実上、世界最強国家となった。

　そのことについてアメリカ自身も――クラリッサ達のようなアメリカ国民を個々人含め、総体としてのアメリカも――自覚がある。

　それをあの魔法使い〝Ａ〟は傲おごりだというのか。

　その増長を諫いさめる為の攻撃だというのか……？

「魔法使いに限らないけど」

　エステルは言った。

「大事なのはバランスなんだナ」

　それはつまり……

「ソ連が崩壊したのが原因だと？」

「あの男は――たった一人で、ソ連の代役を、アメリカの『敵』役を務めようと？」

「神々の黄昏……我が合衆国を、斜陽の国とでも言いたいのか？」

　特務情報武官達が顔をしかめて口々に言う。

　しかし――

「本当の処は本人に訊きかないとわからないんだナ」

　とエステルは肩を竦めた。

「たとえ我が合衆国が本当に斜陽の国であったとしても」

　ゴードンは部下達の言葉をまとめるかのように、やや語調を強めて言った。

「アメリカとしては黙って殴られてる訳にもいかん。よろしい、敵の司令官も、怪物達の呼称も決まった。改めて我々は効果的な戦術を立案し、あの『アメリカの敵』に目にものを見せてくれる」

「がんばるんだナ」

　まるで他人事のような気楽さでエステルは言った。










第三章　虚無の裏に潜むもの







　長い溜ため息いきをつきながらクラリッサは車から降りた。

　全身にこびりついた疲労が重い。身体を酷こく使しして発生する短期的なものではない。緊張の継続が生み出すそれは――蓄ちく積せきしていく速度こそ遅いものの、それ故ゆえに気付いた時には根深い処に食い込んでいて、払ふつ拭しよくするのに何かと手間暇を喰う。

　クラリッサは溜め息をこぼしながら車庫から家の中へと入って行った。

「…………」

　十日ぶりの我わが家やである。

　そのまま寝室に直行、澱よどんだ空気を入れ換える為に、窓を開く。

　初夏の――それも午後の生なま温ぬるい空気が入ってくるのに眉を顰ひそめ、彼女はすぐにこれを閉じるとエアコンを点けて、そのままベッドに倒れ込んだ。

「ふう…………」

　ここで、ようやく本当の溜め息をつけたような――身体の奥にどうしようもなく蓄積していたものを、その吐息で少し逃がすことができたような気がした。

　ペンタゴンの中にも仮眠用のベッドはあったが、決して寝ね心地ごこちの良いものではない。やはり横になるのは自分の家のベッドが一番だった。

「…………」

　ぼんやりとクラリッサは天井を見上げる。

　飾り気のないシーリングライトの白いプラスティック面に、無意味に視線を送りながら、彼女が脳のう裏りに思い描くのは、あの魔法使い〝Ａ〟のことだ。

　何度考えてもあれは、中学生の頃のクラリッサが出会った魔法使い〝Ａ〟だ。

　その姿は黄昏たそがれの風景と共にクラリッサの記憶に焼き付いている。見間違えようがない。

　元々クラリッサは、子供の頃から視覚異常のせいで虐いじめられることが多かった。

　人間は誰しも自分の中に劣等感を抱えている。この内なる『毒』を御ぎよする為に一番簡単なのは、自分よりも明らかに『劣る』と思える相手を踏みつけることだ。

　クラリッサの『紅が見えない』というその特性は、差別対象として選ぶのにうってつけだった。それは生来のもので、改善の可能性がない為――例えば成績等での差別に比べ、逆転されてしまう可能性がほぼなかったからだ。

　加えて、クラリッサはたまに見えないはずの『紅』を見てしまう。

　他の人間には全く見えていない何かの――色として。

　幼い頃はそれがどれだけ異常なことかわからなかった。だからついついそのことを皆にわかって欲しくて口にして、気味悪がられた。頭がおかしいのだと思われたことも一度や二度ではない。そればかりか、理不尽な出来事はむしろクラリッサが原因であると陰口をたたく者までが出てきた。

　逃げるようにしてアメリカを出て、祖母の故郷である日本に辿り着いた時も、クラリッサは自分の『眼』のことが気になって積極的に誰かと友人知人の関係を結ぶことができなくなっていた。親しくなればなるだけ、その相手はクラリッサの『異常性』に気付く可能性が増えてくる。クラリッサも気を許せば許しただけ、つい、自分の特異な眼のことを失言してしまう可能性が出てくる。

　そうなれば同じことの繰り返しだ。

　だからクラリッサは他人との関わりは最小限に留めるという寂しい方法で自分を護まもろうとした。そんな時にあの魔法使い〝Ａ〟は、『紅』が見えなくなる眼鏡をくれた――クラリッサの眼鏡に魔法を掛けてくれたのだ。

　お陰でクラリッサは少し他人との関わりを積極的に持てるようになった。

　友達と呼べる人間も何人か出来た。そこでの経験を基にして、アメリカに戻ってきてからもごくごく普通の生活を送ることができるようにもなった。

　だからクラリッサにとって魔法使い〝Ａ〟は恩人だ。

　彼の姿を忘れられない。

　あるいはそれは一種の『一目惚れ』であったのかもしれなかった。

　しかし……

「アメリカの――敵」

　あの魔法使い〝Ａ〟は、既にアメリカ合衆国に敵対する『テロリスト』として全世界に知られていた。

　どういう訳か、第二艦隊の手酷い『敗退』はその際の記録映像が世界中に出回っており――現在、ＣＩＡやＤＩＡが必死にその流出経路を探っているはずだが――アメリカとしてはこれを堂々と叩たたき潰つぶさねば、『世界の警察』たる面目が丸つぶれだ。

　そしてその為の戦略や戦術を練ねるのは、クラリッサ達の仕事なのだ。

「私が――私達が、彼を、斃たおす？」

　それは何かひどく理不尽なことのように思えた。

　ちなみに――ＰＳＩ兵器による攻撃が余程に堪こたえたのか、魔法使い〝Ａ〟はあれから十日間、姿を見せていない。深海域にまで潜ったのか、それとももっと別の方法で探知を逃れているのか――早期警戒機や監視衛星を含め、その気になれば洋上を漂ただよう小舟一隻も見逃さない警戒態勢の中、忽こつ然ぜんと姿を消しているのだ。

　十日間ペンタゴンは厳戒態勢を維持していたが、さすがに関係者にも疲労の色が見え始めた為、各部署の職員達は三交替、あるいは二交替制で休養を取ることになった。クラリッサが家に帰ってきたのもこの為だ。

「でも……」

　家のベッドは安らぐのだが――彼女は眠りに中々落ちることができなかった。

　不安なのだ。

　あの魔法使い〝Ａ〟と戦うこともだが、それ以前に、エステルというあの御意見役オブザーバーを含め、非常識な物事があまりに立て続けに起き過ぎた。

　自分自身が拠よって立つ常識や日常が崩れてきているのではないか――自分が盤ばん石じやくの地面だと思っていたそれは、実はいつ割れてもおかしくはない薄はく氷ひようなのではないか、そんな不安が心の片隅に揺れているのだ。

「――あ。忘れてた」

　ふと思い立って――クラリッサは身を起こす。

　ずっとペンタゴンに詰めっぱなしだった為、個人のメールアドレスを確認していなかった。十日分といえばそれなりに分量がたまっているはずだ。まあ交友関係の狭いクラリッサにしてみれば、そのほとんどがＳＰＡＭの類なのだが。

　クラリッサは鞄かばんからノートパソコンを引っ張り出すと、ベッドの上でこれを起動させる。

　ＬＡＮ回線はベッドの脇にも設置してある。クラリッサはこれもベッド脇のサイドテーブルからコードを引っ張りだして、接続した。無線ＬＡＮの方が便利は便利だが、盗聴に対する不安があって、クラリッサは可能な限り有線を使うようにしている。

「あー……」

　ずらずらと百通近いメールが受信されていく。

　大体は件名を見れば必要な内容のメールかどうかくらいはわかる。

　クラリッサは溜め息をついて、不要なメールの削除作業を開始した。




　　　　　●




　深い深い闇の底で――音も光も届かぬ異界とも言うべき場所で、悠ゆう然ぜんと思考する。

　危険。危険。危険。

　はっきりとそれは認識する。

　危険だ。『あれ』は著いちじるしく危険な状況を引き起こす可能性が高い。あくまでそれは可能性でしかないが、動くには充分な理由だった。全ての事象は所しよ詮せん、可能性の多た寡かによって、『現実』あるいは『真実』として認定される。危険性が現実化してからでは遅きに失しつする可能性もまた存在するのだった。

　だから滅ぼさねばならない。

　問答など無用。

　確実に。どんな力を用いてでも――叩き潰さねばならないのだ。

　故に…………




　　　　　●




『魔法使い』あるいは『魔女』は旧ふるい言葉だ。

　余人に理解し難がたい業わざを操る者を、まとめて括くくってそう呼ぶことから生じたのならば……きっと、それらは人類が言葉を得て早々に生まれた単語であっただろう。

　だからこそ伝統的に、慣習的に、一定の印象イメージが付ふ随ずいする。

　特に『魔女の棲すみ家か』などと言われれば誰もが、森の奥に構えられた小さな建物や、洞窟、そしてその中で常に火に掛けられている大鍋を想像することだろう。暗色のローブを被って魔女がそれを掻かき混まぜている姿や、その肩に載のる鴉からす……などといった図もまた、定番中の定番である。

　だが……

「んん～？」

　魔法とは常識の裏側にあるものだ。

　大衆の定番的想像図の中に落とし込まれた時点で――陳腐化した時点で、それはもう魔女の姿ではない。人々の『それが当然』を裏切るからこその魔法であり、だからこそ魔法使いの有様というものもまた、時代と共に変化していく。光の具合が変われば影もまた形を変えるのと同じことである。

　エステル――そう名乗る魔法使いの生活もまた同様だ。

「どうしたもんだかナ」

　彼女もまた自宅に一旦戻っていた。

　デザイナーズ・ブランドの家具で揃そろえられたお洒落な居間リヴイング。ごてごてとした装飾品は一切なく、基本は白と黒でチェスの盤面の如くに統一されたその空間は、解放感があると同時に、清潔に乾いた印象が強く――とても薄暗くじめっとした様子が定番の『魔女の棲み家』には思えなかった。

　しかも……エステルは棒状ステイツクのジンジャーコンフィを、まるで煙草か何かのように口の端に咥くわえながら、ゆったりとした白いソファの上に座って――ノートパソコンを弄いじっていた。

　彼女の自室はワシントンＤＣの片隅にある高級マンションの最上階、の更に上――屋上に設けられたテラス付きの住宅ペントハウスだ。

　そこが彼女の『魔女の庵いおり』なのである。

　よく見ればあちらこちらにオーディオだの液晶テレビだのといった家電製品が置かれているし、照明は当然のように蛍光灯だ。かつて迂闊な者が近付かぬようにと、庶民と魔女を隔てていた森の奥深さも、赤外線や超音波を利用した最新鋭の警備システムに取って代わられている。

　高級感はあるが――見た目は本当にごくごく普通の現代人の部屋だ。

　科学技術の成果たる電気装置が幾つも置かれたこの佇たたずまいは、一般人の視点で見ればひどくちぐはぐというか……『魔女の棲み家』とは到底思えまい。

　もっともエステルに言わせると『魔法と科学』と対立構造を設けようとする発想そのものが幼稚なのだ。

　どちらも技術であり道具だ。

　人間にとって役に立つ。

　だから使っている――それだけのこと。

　情報収集という意味では、使い魔を放つことも多々あるが、同時にインターネットも併用していればより、速度と確度が上がる。妙な矜恃プライドや美意識にこだわって電子機械を忌き避ひするような頑なさはエステルにはない。恐らく大多数の魔法使いにもないだろう。

　彼等彼女等は元々常識の外側、思い込みの向こう側に棲む存在だからである。

「私達の魔法はどうにも受け身だしナ」

　呟つぶやきながらエステルは視線を上げた。

　壁際に設置された液晶テレビはかれこれもう十時間以上点けっぱなしになっている。

　そしてその画面の中ではもう何度目になるかわからないくらいに、例の第二艦隊と魔法使い〝Ａ〟との戦闘記録映像が流されていた。エステルがビデオを流しているのではない。テレビ番組が特番を組んで流し続けているのだ。

『アレフ』とその配下の怪物達が姿を消して既に十日。

　新たな動きはない。少なくともペンタゴンはそれを捉えていない。情報が入ればそれは即座にエステルの処にも届けられるはずだった。

　こうなるとエステル達は対処に困る。

　元々……エステル達の魔法の系統は『護る』ことに特化している。

　外敵。災害。病魔。不運。

　そういったものから魔法使い達を、ひいてはその後援者スポンサー達を、護る。かつてヨーロッパに魔女狩りの嵐が吹き荒れた時代から、防御に特化することで、エステル達の系統の魔法使い達は生き残ってきた。攻める為の力、害する為の力は、後援者にすら警戒される。だからこそ自分達を後援する『利』だけを説き、それを身を以て証明することによって、その時代時代の権力者達から、エステル達は庇護されてきたのだ。

　魔法使いといっても生きている人間だ。

　人間社会で暮らしていく為にはどうしても金や地位が必要になる。高度の貨幣経済と情報化が進んだ現代ならばそれは尚更のことである。車一台を所有するだけでも住所と身分証明証が必要になるし、それらをいちいち魔法で誤ご魔ま化かすくらいならば、権力者に一言融通を求めた方が遙かに早い。

　権力者達に煩わずらわしい部分を後援してもらうことで、エステル達は魔術の研けん鑽さんに全てを注ぎ込むことができるという寸法だった。

　だが……だからこそエステル達の戦い方は、返し技が基本というか、『後の先』の傾向が強い。相手が強大な力を発揮して攻めてくれば、これを鏡のように反射して相手自身の力で相手を滅ぼすということはできる。だが先制攻撃には向かない。相手が何も手を出してこなければ、こちらから積極的に捜し出して攻撃を仕掛けるということには全く向いていないのである。

　つまり……『アレフ』が身を潜めている以上、エステルの方は、再び彼等が姿を現した時の為の下準備をするくらいしか、やることがない。そしてそうした備えは、そもそも『アレフ』が出てくる前から念入りに、これ以上はもうないというくらいに施してあった。

　空間転移の妨害魔法もその一つだ。

　無理矢理魔法を使って、物理法則を越えた移動をしようとすれば、相手のその力の方向性をねじ曲げて、とんでもない処に飛ばしてしまう。それがエステル達が敷いた魔法結界の効果だ。

　だからこそ『アレフ』は月面に飛ばされた後、わざわざ結界の外側に降下し、常識的な移動法でアメリカに近付くしかなかったのだ。

　しかし……

「このままってことはないと思うのだけどナ。しかし……」

　脳のう天てん気きなエステルの口調に僅わずかな曇りが生じる。

　彼女の足下に寝そべっていた黒猫――使い魔が『どうしたの？』とでも問うかのように顔をあげた。

「そもそも『アレフ』は何ど処こを目指していたのか――なんだナ」

　エステルの白い指がキーボードの上を走る。

　画面が切り替わり、世界地図が――そしてその上に書き込まれた一線が映し出されていた。海流や気流にも全く影響を受けず、航空機や船舶の航路ではあり得ない程に真っ直ぐに、最短距離を描くそれは……『アレフ』の移動経路である。

　それはアメリカに到達する直前で途切れている。

　言うまでもなく彼が十日前にＰＳＩ兵器と戦った地点である。

「んん～？」

　首を傾げるエステル。

　彼女はジンジャーコンフィを食べ終わると、次の一本に手を伸ばす。ほとんどスナック感覚である。実際にはやたらに甘く煮詰めてあるので、大抵の人間はそう量を食べられないのだが……頭脳労働が専門の彼女にしてみれば、手っ取り早く補給できる糖分はガソリンのようなものなのかもしれない。

「本当に彼の目的はワシントンＤＣ？」

　敵を叩くのならばできるだけ早い段階でその中枢部を潰したい。

　これは戦術としては基礎の基礎だ。

　ペンタゴンも、ローズフェラー財団も、『「アレフ」が狙っているのはワシントンＤＣ』だと考えていた。これは大前提だったのだ。何しろその直線の延長上には、確かにアメリカの首都があったのだから。

　だが――もしあくまでそこが通過点に過ぎなかったのだとしたら？

「んー……」

　エステルが操作すると『アレフ』の行動軌跡がその線を延ばしていく。

　ワシントンＤＣを貫き、更に、更に――

「ナッシュビル？　メンフィス？　んー……」

　その直線上にある地名を呟いていくエステル。

「あるいはニューメキシコを経て……真実の目的はメキシコだったりしたら、アメリカ軍も間抜けなんだナ。まあそれはないと思うけど」

　エステル達の敷いた転移魔法妨害の結界は、あくまでアメリカを護る為のものであり、それ故に、アメリカ内部を転移目標にしている魔法を対象にしている。『アレフ』がその結界に引っかかった以上、彼が設定していた目標点は、アメリカ内部の何処かであることは間違いないのだ。

　だがそれは本当にワシントンＤＣだったろうか？

　一九九九年七の月――『ミシェル・ノストラダムスの予言集』に謳うたわれる『恐怖の大王』とは『アレフ』のこと、と断じたのはエステル達だ。魔法使い達自身が予言を本気で信じていたというよりも……その方が権力者達に理解させるのに手っ取り早かったということがある。実際に『アレフ』は一度月に飛ばされている為に『空からやってくる』という『予言集』の記載とも符合する。

　そしてしばしば『世界の滅亡の暗喩』とまで言われた『恐怖の大王』であるからこそ、誰もが『世界最大最強の国家であるアメリカの崩壊』を招く者として理解し、その移動経路と併せて『首都を攻めに来る』と考えたのだ。

　だがこれが実は短絡的な思考――勘違いだとしたら？

「うーん……何か違う？」

　首を傾げるエステル。

　勿論、ただの勘だ。

　だが魔法使いの勘でもある。

「今回の動きそのものが陽動とか？　うーん」

　エステルはジンジャーコンフィをくわえたまま、しばし懊おう悩のうの唸うなり声ごえを上げていた。
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　これは夢だ。

　クラリッサはそれを理解していた。

　追憶の――夢。

　過去の記憶の断片が何かの拍子に浮かび上がってきただけのことである。

　そもそも脳科学的見地から見れば、夢は元々記憶の整理の際に生じる一種の雑音信号ノイズのようなものであるらしい。だから当然、大抵の夢は本当に断片ばかりで、それらが勝手に組み合わさって支離滅裂な内容になっていることが多いが……たまに大きな断片が丸ごと浮かび上がってきて、追憶するような形になることがあるのだ。

　クラリッサは泣いていた。

　特殊な『眼』の彼女は、普通の子供達の間では異物でしかない。

　他人と同じものが見えない。

　他人が見えて当然のものを見ることができない。

　その一方で他人に決して見ることができないものが見える。

　それはつまり――同じ場所にいながら、別の世界に生きているようなものだ。当然、社会性生物である人間は、異物を嫌う。自分達を庇ひ護ごしてくれる『社会』という大きな傘は、『常識』や『条理』という最大公約数の『芯』によって支えられている。これを疑い、あるいは否定する存在は、社会の――ひいては自分達への脅威なのだ。

　だから排はい斥せきしようとする。

　意識的か否かは別にして、誰もがクラリッサから距離をとりたがった。クラリッサが近付こうとすると露骨に嫌がり、中には彼女を積極的に虐いじめる生徒もいた。

　教師は当てにならない。

　教師もまたクラリッサの見えないものを見て、クラリッサに見えるものが見えない人間の一人であるからだ。彼等にしてみれば、クラリッサは訳のわからないことを言う困った生徒であったに違いない。

　その日も……クラリッサは泣きながら独り家に戻ってきた。

　両親は離婚しており、家にはいない。母はアルコール中毒、父は仕事中毒、どちらもそうなったのは自分のせいなのだと――自分という異物を生み出してしまった現実から眼を背けようとしている結果なのだと、クラリッサは気付いていた。

　小学校に通うようになっても、時折、何もないはずの空間を凝視して、『あれなに？』と尋たずねてくる娘を愛することができなかったのは――当然と言えば当然なのだろう。

　しかし……

「――どうしたの？」

　家の奥には祖母アサコ・シノノメ・エインワーズがいた。

　異国から身体一つで嫁いできたこの老婆は――彼女だけがクラリッサを避けなかった。

　あるいは、元より『外国人』としてこのアメリカ合衆国にやってきた彼女は、異物として扱われることについて実感があったのかもしれない。アメリカは元々かなり人種混こん淆こうの雑多な国家だが……それでも生まれた時から英語を喋ってきた人々と、改めて英語を覚えて地域に溶け込もうとした人々とには温度差がある。また南部には未だに人種差別的な気風が残っていて、それが思わぬ処で顔を出すこともしばしばだ。

　そんな『異国』で何十年も頑張ってきた祖母だからこそクラリッサのことを受け入れることができたのかもしれない。

「…………」

　クラリッサは無言で祖母の胸に飛び込んだ。

　小柄な彼女は、クラリッサを受け止めて少しよろめいたが――しかし優しく孫の頭を撫なでてくれた。

「また虐められたの？」

「…………」

　クラリッサは無言で頷うなずく。

「困ったものだねえ」

　祖母は怒るでもなく、嘆くでもなく、のんびりとそう言った。

　幼い当時はそんな祖母の反応にもどかしい思いをしたことも多かったが――今にして思えば、これこそがクラリッサが歪ゆがまなかった理由なのだろう。

　憎むのでもなく。哀しむのでもなく。

　誰かのせいにするでもなく。ましてやクラリッサを責めるでもなく。

　事実を事実として受け止める。

『全てはあるがままにレツト・イツト・ビー』。

　ただそれだけのことだが――それが実はどれ程難しいことか。

「ちょっと変わってたっていいのにねえ。誰に迷惑をかける訳でもないのにねえ」

　祖母は首を傾げてそれからこう付け加えた。

「誰もが一緒だと、つまんないよねえ」

「つまらない……？」

　その発想はクラリッサにはなかった。

　だから彼女は涙で濡れた顔を上げて問うた。

「どうして？」

「色々な人がいるから、面白いんだよ？　皆同じものが好きで、皆同じものが嫌いで、皆、同じ時間に起きて、同じ仕事をして、同じ時間に寝て――そんなの、大量生産の機械が動いているのと同じだよ？　そもそも……男の人ばっかりじゃ、誰も結婚できないし、女の人ばっかりでも、赤ちゃんは生まれてこないしね。女の人がいて、それと違う男の人がいるから、子供が生まれてくるんだよ。学校でもそう習ったろ？　アダムとイブの話。それと同じさ。皆が一緒だったら、それは独りでいるのと変わらないじゃないか。違う人がいるからこそ皆、豊かになれる」

「…………」

　これもまた今にして思えば祖母が達見だった証だろう。

　バリエーションの乏しさによる可能性の閉へい塞そく――これを避ける為の遺伝子の戦略とも言うべき『混こん沌とん』の有用性について、彼女は理解していた節がある。

「でも――」

「わかってるよ。クラリッサはちょっと眼が他ひ人ととは変わっているだけさ」

「でも――」

「それは悪いことでも恥ずかしいことでもないんだよ」

「でも……!!」

「いいかい」

　じっと孫の眼を――普通でないはずのその瞳を見つめながら、祖母は言った。

「自分が人と違うことを言って回っても仕方がないんだよ」

「……え？」

「そんなのは自分だけがわかってれば良いんだよ。『俺は女と違って男だから』とか『俺は黒人じゃなくて白人だから』とか『俺は学校の成績がお前等と違って一番いいから』とか……そういうことを言っても、嫌な感じしかしないだろ？　『私はお前達に見えないものが見えてるのだ』って言ったって、それはやっぱり嫌がられるさ」

「やっぱり……私が悪いの？」

「『見える』ことが悪いんじゃない。『見えない』ことも悪いんじゃない。聞かれてもいないのに、そのことを言っちゃうから、ややこしくなるんだよ」

「…………」

　クラリッサは眼を瞬かせて祖母の話を聞いていた。

「クラリッサの眼は、私には神様からの贈り物ギフトにも思える。だからね、『私は神様から才能ギフトを貰ったんだよ』って自慢しないようにしないとね。貰えても気付いていない子だっているんだから。そんな子からしたら、『なんだい』って怒っちゃうよね？」

「……自慢」

　そんなつもりは全くなかったのだけれど。

　祖母の『見方』は幼いクラリッサにとって驚きで――新鮮だった。

　他人と違っていて良い。

　違っている方が面白い。

　そんな根本的な考え方の違いが、幼いクラリッサを救うことになる。

　そして以後、彼女はむしろ黙々と『自分探し』をする。

　誰もが違うなら――きっと自分にしかできないこともあるはずだ。

　それを探そう。まずは手近でできる処から。

　そう考えて彼女は学校の勉強を――主要教科も副教科も区別なく頑張るようになった。

　体育や芸術の類はどうにも駄目だったけれど、それ以外の分野では自分がとても頑張れるのだということに気付いてからは、彼女はずっとそれを磨くことに邁まい進しんしてきた。

　そして――




「…………」

　夢から醒めて――クラリッサは身を起こす。

　ふとベッドの脇を見ると、祖母の微笑ほほえんでいる写真があった。

　祖母が亡くなってもう一年になる。他人同然の父母のことを考えれば……クラリッサにとっては彼女こそが親代わりであり、魔法使い〝Ａ〟と共に、クラリッサが自己嫌悪の果てに自滅するのを防いでくれた、恩人とも言えた。

「お婆ちゃん……」

　クラリッサは溜め息をついて祖母の写真が入った写真立てにこつんと額をあてる。

「どうしよう。あの時の人だよ……あの時の魔法使い〝Ａ〟さんと、私、戦わなくちゃいけないよ……」

　祖母ならこんな時、どういうだろうか。

　写真の中のアサコは、ただ静かに微笑んでいるだけだった。
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　ジョージ・サットン六十七歳は漁師である。

　日焼けした風貌に、老いて尚、筋骨隆々とした体たい軀くは、典型的な旧き良きアメリカの労働者といった風情だ。『ポパイみたい』とよく息子に言われたものだ。さすがに妻と息子夫婦が嫌がるので、パイプ煙草は止めてもう二年になるが。

　昔は積極的に魚を捕らえに行く類の漁をしていたものだが――最近はさすがに体力の衰えを感じている為、十年ばかり前からは牡か蠣きの養殖にも手を出しており、むしろ収入面ではこちらが本業という状態になりつつある。

　生まれも育ちもチェサピーク湾沿い、彼の人生はチェサピーク湾と共にあったと言っても良いだろう。だから今日も彼は変わらず海に出る。彼の日常は朝にベッドを抜け出した時ではなく、船の上に乗ったその時から始まるのだ。

「――さあて」

　彼はボートに乗って、今日も牡蠣の養殖場へと出掛ける処だった。

　元々チェサピーク湾は荒れることの少ない海だが――だからこそ牡蠣の養殖ができる――今日は普段にも増して穏やかで、波も小さい。遠景に湾の向こう側、海岸沿いに立つ建物の群れを眺めつつ、ジョージは愛用のボートが繋いである桟橋へと向かった。

　そして――

「うん？」

　べしゃり、と音がして何かが桟橋の上に上がってきた。

　海の――中から。

　最初は右手。その次に左手。

　そして……

「よっこいしょ」

　そんな掛け声と共に、ぬっと桟橋の上に現れたのは、人間の上半身だった。

「なんだ？」

　ジョージは眼を丸くしてその様子を見つめている。

　うっかり者が誰か桟橋から転げ落ちたのか。通常、スクリューや船体そのものが危険なので、この手の桟橋は遊泳禁止、わざわざこんな処で泳ごうという馬鹿はいない。

　だが……

「……ええと」

　完全に桟橋の上に上がって、その人物は辺りを見回す。

　べったり髪が顔に貼り付いているせいで、水死体のようというか、面相がよくわからない状態だった。だが――

「…………」

　何事かを呟きながらその人物が懐から一枚の札を取り出して自分の身体を叩くと、どういう理屈なのか、全身から大量の水みず飛沫しぶきが撒き散らされ……数秒後には、一分前には水中にいたとはとても思えないくらいに、からりと乾いた姿の人物がそこに立っていた。

「な……なんだ？」

　ジョージはその飛沫を浴びながら眉を顰めてその人物を眺める。

　若い男性だ。人種は東洋系。

　顔立ちは端整だが、何処か、一歩『美形ハンサム』には及んでいないかのような、中途半端な容姿。しかも見るからに奇妙な格好を――複雑な布構成のマントらしきものを羽織っている。

　何処かで見たことがあるような気がしてジョージは首を傾げる。

　そう以前の話ではない。最近だ。

「ええと、すみません」

　己の記憶をまさぐる彼に、流りゆう暢ちような英語でその若者は声を掛けてきた。

「此こ処こ、チェサピーク湾でいいんですかね？」

「あ？　勿論、チェサピークだが……」

　怪け訝げんの表情を浮かべてジョージは答える。

「ワシントンＤＣの側の？」

「他にチェサピーク湾はねえよ」

「そうですか、どうもどうも！」

　ぱっと笑顔になると若者は礼を言う。

　そして――

「なあ。あんた」

「はい？」

「何処かで会ったか？」

「いえ？」

「あんたの顔見たことがあるような――」

「……テレビとか写真とかで誰かの顔を見た記憶を、『会った』のと勘違いするっていうのはよくあるそうですよ」

「そうか、その可能性――」

　そこまで言って、気付いた。

　そう。テレビだ。

　数日前の――いや、ここしばらく何度も何度も流されている映像。

　超望遠レンズとデジタル・ズームを併用して撮られたらしい、それは――

「あ……あんた」

　ジョージは全身の毛が逆立っていくのを感じていた。

　記憶と眼の前の人物の姿が綺麗に合致したからだ。

「テ……テロ……リ……」

「はい？」

　ジョージに指差されながらも、朗らかに笑う若者。

　そして――

「お気になさらず。俺は通りすがりの通行人〝Ａ〟ですから」

　そう言いながらぱちんと若者は指を鳴らす。

　次の瞬間――ジョージが慣れ親しんだ日常は終わりを告げていた。

「――!!」

　愕然と凍り付くジョージ。

　チェサピーク湾の一部が大きく盛り上がる。

　小山の如きそれは、しかし表面張力の限界で早々に割れて、水面下にあったものの巨大な姿を、陽の光の下にさらけ出していた。

　即ち――

「どうやら海の底を歩いてもちゃんと辿り着けたみたいだ。途中、クレーターに落っこちた時はどうしようかとも思ったけど」

　デルマーバ半島のチェサピーク湾口――そこに、三千五百万年前の、小惑星の衝突で出来た巨大な陥没孔クレーターが存在する、というのは有名な話だ。

　ということは本当に、この青年は海底を歩いてやってきたというのか？

「さあ、お前達も上陸だ」

　青年はむしろ朗らかな口調で告げる。

　巨大な翼ある竜と。

　巨大な三ツ首の竜と。

　そしてやはり巨大な炎の巨人と。

　そして巨人の肩に乗る――こればかりは若者同様に等身大の、少女と。

「…………」

　ジョージはただ唖あ然ぜんとそれを見つめることしかできない。

　海面を突き破って現れた異形の群れを。

　それは、十日前、アメリカの誇る第二艦隊と戦い、これを退けたとされる怪物達だった。

　ジョージは数歩後ずさって――

「テロリスト……！」

　そう叫ぶのが彼の精一杯だった。
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　曖あい昧まいな微睡まどろみの領域に何かがけたたましく踏み込んでくる。

　無視を決め込みたかったが――それは、いつまでもいつまでも、実にしつこく彼女の頭の上で騒ぎ立てて立ち去ってくれない。クラリッサは仕方なく重い瞼まぶたを開いてこの無遠慮に鳴り響く音の源を振り返った。

　電話である。

　どうやら一度起きてから、またうとうとと寝てしまったらしい。事実上、二十時間以上、寝ていたことになる。それだけ疲労が蓄積していたのだろう。

　ぼんやりと電話を眺めてから――そしてクラリッサは気付いた。

　しつこく鳴り続ける電話は、つまり、それだけ電話の主が切せつ羽ぱ詰つまっているということを意味する。例えば非常事態のように。

「――は、はい！」

　ばたばたとベッドの上で転がりつつもまず眼鏡を掛けて――それからようやくクラリッサは受話器をとった。

「エインワーズ！」

『……やっと出たか』

　電話口の向こうで苛立たしげな声がする。

　特務情報武官達の長――ゴードン・ハミルトン室長だ。

「室長――」

　慌ててベッドの上で背筋を伸ばし――伸びきった寝間着の襟元がずるりと落ちて肩や鎖さ骨こつが露あらわになるので、これも慌てて左手で戻しながら――クラリッサは言った。

「すみません、疲れて眠って――」

『今、すぐに動ける状態か？』

　クラリッサの弁明をあっさり無視してゴードンは言った。

「はい？　あ、な、何とか」

　慌ててクラリッサはそう答えた。

　どうやら状況に、何か急な変化があったらしい。すぐにペンタゴンへ出頭しろということなのだろう――とクラリッサは判断、ベッドの脇に投げ出されていた制服に手を伸ばす。

　だが……

「三十分で何とかそちらに着けると」

『来るな』

　と――ゴードンは言った。

「……はい？」

　眼鏡の奥でその双そう眸ぼうを丸くしてクラリッサは固まった。

『君はそこに留まり、現場で情報収集と記録を続けろ』

「現場？　留まる？　え？」

　ゴードンが何を言っているのかわからない。

　特務情報武官の自分がペンタゴンに行かずにどうするというのか――

「申し訳ありません、室長、状況がよく――」

『窓を開けて外を見ろ』

　ゴードンがそう命じたその瞬間。




　……ンンンッ…………！




　鈍い――遠雷のような音が足下から這はい上あがってきた。

「――え？」

　それはつまり。

　流体である空気ではなく、硬い地面を、減衰しきらずに伝わってきた振動ということで。

　それだけ音源との距離が近いということに――

「…………」

　言われるがままにクラリッサは、ベッドの側にある窓のカーテンを引いた。

　唐突に広がる戸外の風景。明るい昼の日差しに照らし出されたワシントンＤＣ郊外の風景は、基本的にいつもと同じ――だった。

　拍子抜けするクラリッサ。

　だが更にその次の瞬間。

「――!?」

　風景の中にいきなり異物が侵入してきた。

　遠近感や縮尺が狂ったかのような――まるで実物の街並みではなく模型風景ジオラマを見ているかのような、違和感がそこにはあった。

　逆光気味に日差しを浴びて黒々とそびえる巨大な、人型。

　それは――

「……ムスペル！」

　クラリッサは呻うめくように呟く。

　そう。それは間違いなく、あの魔法使い〝Ａ〟の従える怪物の一体、炎の巨人ムスペルであった。

　いや。それだけではない。

　その肩越しに見える空中には、同じく巨大な翼竜が……フェンリルが旋回している姿も見えた。その周囲を飛んでいる黒い小さな影は、アメリカ軍の戦闘攻撃ヘリであろうか。フェンリルそのものはまるでその存在を気にもしていないようだったが。

「いつの間に……!?」

　遂にアメリカに上陸してしまったのだ――魔法使い〝Ａ〟とその軍団が。

　アメリカ軍が見失った十日間の間も、彼等は地道に移動し――恐らくは海底を這うようにして音響探査機ソナーをかわし――此処まで辿り着いたのか。

『今朝、午前八時頃、チェサピーク湾に上陸したらしい』

　ゴードンの声は冷静だった。

　この魔法使いや怪物を相手にするという異常な状況になれたのか、それとも、いちいち驚くのに疲れて――単に諦めきっているのか。その辺りのことはクラリッサにも判断がつかなかったが。

『緊急特別命令だ』

　ゴードンは硬い声で告げてきた。

『君は現場で、何でもいい、音声、映像、その他、可能な限りの機材で、連中についての記録をとれ。我々には情報が欠けている。勿論、戦術偵察機や偵察部隊は派遣されているが、情報は多角的かつ、一定量が必要だ。特務情報武官の視点で収集されたものならば尚良い。機材がなければメモでも良い。できるか？』

「わ――わかりました」

『復唱しろ。クラリッサ・エインワーズ特務情報武官。貴官は現場にてＡ．Ｔ．Ｍ．及びフェンリル、ムスペル、ヨルムンガルド、ガルムについての記録を可能な限り収集しろ』

「りょ、了解！　エインワーズ特務情報武官、現場にてＡ．Ｔ．Ｍ．及びフェンリル、ムスペル、ヨルムンガルド、ガルムについての記録を可能な限り収集します！」

　叫ぶように言ってクラリッサは電話を切る。

　彼女は着替えつつ書斎に駆け込み、執務机デスクの引き出しに置いてあった小型のデジタル・カメラを引っ張り出す。情報収集は特務情報武官の基本、充電池バツテリーは常に複数を満充電フルチヤージ状態で置いてある。

　音声と映像がまとめて記録できるので、とりあえずこれがあれば任務を果たせるだろう。状況確認用に小型テレビも一緒にひっつかみ、クラリッサは戸外へと走り出た。

　だが――

「…………」

　悠ゆう然ぜんと風景の中を横切っていく怪物達。

　本当に――それは現実を嘲笑うかのような、幻想的な光景だった。

「凄い……」

　高層ビルや巨大鉄橋など下から見上げると、個人の実感し得る尺度を――数メートル、数十メートルという規模を、桁違いに超越しているそれらが、ひどく非現実的に見えることがある。あまりに大きすぎて、距離感すら狂うのだ。

　だがこの怪物達のいる風景は、それ以上だった。

　彼等は巨大である上に、動いているのだ。

　雲を眺めるようなものだが……雲と違い、彼等は轟音や震動という皮膚的な感覚に訴えてその存在感を主張してくる。固定観念を根ね刮こそぎぶち壊されるような、それは景色だった。

　クラリッサの眼にはそれは神々しくすら映った。

　しかし――

「――！」

　不意に……彼等の周囲に巨大な爆炎の花が咲いた。

　それも幾つも幾つも――

「な……なに!?」

　咄とつ嗟さにカメラを向けながら、クラリッサは空を飛ぶ小さな影を捉えていた。

　フェンリルにまとわりつくように飛んでいた戦闘攻撃ヘリとは、また別の機影だ。

　航空機に似て――しかし何処か異なるそれ。

　怪物達に比べるとあまりにも小さい、玩具おもちやのようにすら感じられるそれは……

「巡航ミサイル！」

　デジタル・ズーム状態の画面に映るその小さな飛行物体は、アメリカ軍が誇る自律飛行型ミサイルだった。

　言ってみればパイロットの代わりに電子頭脳と爆弾を積載した小型ジェット機である。遠隔地からでも極めて精密な攻撃が可能、しかも地形を利用した低空飛行を繰り返すことで、迎撃もしにくい。要地攻撃の兵器としてアメリカ軍はこれを多数保有している。

　見た限り、その形状から空軍採用のＡＧＭ‐86ＣＡＬＣＭだろう。

　湾岸戦争の際に大量使用され八割以上の命中率を誇ったという代物である。

　だが――

「何てことを……！」

　クラリッサは呻いた。

　いかに精密な誘導兵器とはいえ……此処は市街地の真ん中だ。

　そこで爆弾を積んだ兵器などを使えば、被害ゼロという訳にはいかない。いや。それ以上に相手は移動体だ。軍事施設を狙い撃つような訳にもいくまい。八割以上の命中率ということは、最低でも一割強は、命中しなかった……つまりは十発中、一発か二発は、別の目標に激突して誤爆したという意味でもある訳だ。

　事実、巡航ミサイルがムスペルを直撃した後、大量の火の粉が降り注ぎ――爆発の余波を喰らって、あちらこちらで火災が発生しているのが見えた。

「どうして……」

　確かに魔法使い〝Ａ〟とその怪物達は脅威だが、通常兵器が通用しないのはもう嫌という程にわかっていたはずだ。なのに一体これはどうしたことか？　無駄にミサイルを使ってむしろ市街地に被害を広めているだけではないか。

　実際――移動するムスペルを追い切れず、外れたＡＬＣＭが民家に着弾した。

　轟然とそこから火柱が噴きあがり、破壊された家屋の破片が吹っ飛んで――それがまた別の家屋に突き刺さり、被害を広げていく。

「……避難、避難は済んでるの？」

　一瞬、彼女はペンタゴンが、市民を避難させた上で、市街地に被害が出るのを覚悟で攻撃しているのかと思ったのだ。

　だが――

「そんなはずないよね……」

　先程までクラリッサが家の中で寝ていた事実を思えば、到底、この地域から避難が完了しているとは思えない。実際、クラリッサ家の前の道路でも、地域住民達を乗せた車が、避難の為に走り去っていくのが見えた。

　まだ市街地には何人もの市民が残っているはずだ。

「無茶な……」

　クラリッサは車庫に――愛車サターンＣＳの処に向かいながら、小型テレビのスイッチを入れる。今は少しでも状況についての情報が欲しかった。

　そして……

「――え」

　テレビに映ったのは全く予想外の光景だった。

　まず……風景が違う。

　ムスペルも、フェンリルも、そしてヨルムンガルドも映っている。

　だが彼等は未いまだ湾から上がったばかりであるかのように、その映像では映し出されていた。当然、付近に民家はほとんど見られず、港湾施設ばかりが眼に付く。あちらこちらで火災の被害が生じているのは同様だが、その風景の中には一切、人間の姿が映ってはいなかった。

　いや。それどころか――

「なにこれ……」

　火災はミサイルによるものではなかった。

　少なくとも画面を見ていればそのように映っている。全ての被害は、ムスペルが放つ炎、あるいはフェンリルの超音波砲、ヨルムンガルドの水撃刃ウオーター・メスによってもたらされているように見え――アメリカ軍の攻撃はほとんど画面に映っていないのだ。

「……どういうこと……？」

　まるで現実と嚙かみ合あっていない。

　思わず録画なのかとクラリッサは画面の端に眼をやったが――そこには『ＬＩＶＥ』の文字がはっきりと描かれている。つまりは放送側はこれが『現在の映像』だという形で電波を流しているのだ。

　眼の前の現実と。画面の中の情報と。

　一見よく似ているように見えて、実際には無視し得ない、無視すべきではない食い違いが生じている。

　クラリッサが見る限り、ムスペルやフェンリル、ヨルムンガルドは街に対して破壊行動を示していない――破壊はむしろアメリカ軍の流れ弾によるものがほとんど。だが報道されている映像は怪物達が積極的に、一方的に、街を蹂じゆう躙りんしている映像なのだ。

「捏ねつ造ぞう……？」

　勿論、戦争時に、国民の賛同と協力を促す為、情報操作をすることはある。むしろそれはクラリッサ達のような立場の人間から見れば、して当然のことだ。

　だがこれは――

「ひょっとして、第二艦隊との戦闘の時も……」

　同じことがなされていたとすれば？

　そもそも巡航ミサイルを撃った空軍も、この映像に欺だまされて、『市街地に踏み込んでくる前に』と攻撃を仕掛けているとすれば？

　しかし……

「一体……」

　クラリッサは眉を顰めて呻いた。

　一体どういう方法を用いれば、こんなことが可能になる？

　映像をデジタル・データとして扱うことは可能だ。ハリウッド映画を観るまでもなく、素人眼には本物と見紛うばかりに緻密な捏造映像も作ることも可能だろう。

　だが実際の映像をほぼ時間差なしのリアルタイムで加工する――それも一部ではなく背景や状況を丸ごと、となると、パソコンとは桁違いの容量と処理速度を要する。スーパーコンピュータを並列で使っても難しいのではないか？

　いずれにせよこれは――

「情報攻撃……？」

　物量だけで戦争に勝とうとする時代は終わった。

　少なくとも、互いに消耗しながら相手が倒れるまで殴り合うような戦争は、もうアメリカはしない。できない。アメリカと真正面から戦争ができる相手もいないし、まず世論がそれを許さない。

　今や如い何かに効果的に、如何に素早く、如何に損害を少なく、相手を制圧するか――それがアメリカの戦争だ。

　だからこそクラリッサ達のような特務情報武官が採用され、日々、戦略・戦術情報の分析と立案を繰り返しているのだ。

　だが――まさかアメリカが情報による攻撃を受けるとは。

　このままでは、下へ手たをすると、アメリカは敵を撃つつもりで、自らの頭に銃口を向けて引き金を引きかねない。

「どういうこと……」

　魔法使い〝Ａ〟が敵かどうかはこの際、関係がない。

　明らかに魔法使い〝Ａ〟とは別に、アメリカを情報的に攻撃している敵が別にいるのだ。恐らくそれはもうアメリカの内部に深々と根を下ろしているのだろう。さもなくば、軍やマスコミがこうまで無茶苦茶に踊らされるはずがない。

「……どうしよう」

　クラリッサは焦燥感に震える声で呟いた。
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　轟々と音をたてながら地下格納庫へと通じる隔壁が次々と開いていく。

『第四フオースゲート開放オープン……第四ゲート開放……』

　機械的な声と共に黄色い警告灯が回転し、巨大な昇降機エレベーターによって黒い球体が地上へと押し上げられてくる。その様子はまるで銃身内を通過する弾丸を思わせた。

　ＰＳＩ兵器〈ブラック・スフィア〉――正しくはその試作一号機。

　洋上で破壊されたのは、試作二号機だ。

　本来、試作二号機の完成を以て予備機として――予備パーツ用の存在として解体されつつあった一号機に、急きゆう遽きよ、必要な部品を調達して組み込み、幾つかの『追加的処置』を施した上で、形にしたものである。

　当然……急きゆう拵ごしらえのツケはあちこちに出る。

『……緊急出動クイツクリイ……緊急出動……』

〈ブラック・スフィア〉は二号機に比べてひどく歪いびつな印象になっていた。

　その表面には何本ものケーブルやチューブが血管のように這い回り、補助電源や安定器があちらこちらに溶接されている。何より装甲の一部が強化硝子ガラスになっていて、内部の『芯』が見えている為、何処か眼球じみた印象になるのだ。

　その外見はアメリカの守護者の勇姿というよりも、破壊と絶望を撒き散らす怪物のようにも見えた。

『発進二十秒前２０セコンズ ビフオア……全整備員退去オール アウト！』

　内部も同様である。

　二号機よりも更に、より仰々しくごてごてとした機械が据え付けられた操縦席――否、超能力増幅用座席に、あの三人の少年少女が乗っている。恐らく内部も急拵えの結果として二号機のように過不足なく装置を納めることができなかったのだろう。

　更に――

『調整弁開けプル ザ スロツトル！』

　超能力者の少年少女達は――全身に刺いれ青ずみのようなものを施されていた。

　断言を躊躇ためらうのは、それが、一般的な刺青の図案ではなく、明らかに文字と記号の羅列であるからだ。まるでそれは、魔法陣を肌の上に印刷したかのようで、腕や足首は勿論、顔にもびっしりとそれらが描き込まれている。

　一体これは何の呪いか。

　いや――むしろそれは比喩でも何でもなく……

『各所異状なしオールライト！　出撃レツツゴー！』

「――今度は、負けない」

　荒い息をつきながら――恐らく今回も薬物を投与されているのだろう――超能力者の少女がヘッド・アップ・ディスプレイに映し出される『敵』を睨にらみ据すえて、言った。
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　ペンタゴン――戦略／戦術情報分析室。

「今度は、前回みたいには、いかないんだナ」

　統合参謀本部の司令室よりも大量の情報が集中する、いわば陸の艦上戦闘指揮所ＣＩＣとも言うべき場所の真ん中――室長であるゴードン・ハミルトンを差し置いて、特別に設しつらえられた座席に魔法使いエステルは腰掛けていた。

　ゴードンは勿論、他の特務情報武官達も、むしろ遠巻きに彼女を見つめている状態だ。

　この十日間で彼女が用意した諸々の『戦術』は、いずれも特務情報武官達の理解を絶したものだったからである。いや。方法論としては単純明快だが――それを実行する為の原理がさっぱり理解できないのだ。

　言うまでもなく魔法である。

　何ができて何ができないのか。

　それが特務情報武官達には判断ができない以上……彼等はエステルの支援に回るしかない。今回の作戦では魔法やＰＳＩ兵器の他に、通常戦力も併用するということで、その辺りの細かな調整が彼等の仕事だった。

「私も色々この十日で準備できたし」

　膝の上に眠る黒猫の背を掌てのひらで撫でながらエステルは言った。

「さて――名高き〈学園アカデミー〉の魔術師殿。お手並み、拝見なんだナ」

　エステルは座席の傍ら、サイドテーブルの上に置いてあったノートパソコンに手を伸ばす。予め何かのソフトが起動直前の状態で保持されていたのか――彼女の白く細い指が軽やかにキーを叩くと、その画面に、何やら魔法陣らしき図形が高速で描画され始めた。

　背景である――地図の上に。

　それはつまり…………
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「なんだ……!?」

　国防総省庁舎の上空を飛んでいた戦術観測機の操縦士は――己の眼を疑った。

　ペンタゴン……名前の通り正五角形のその建物を中心として、五方向に光の線が伸びていくのを見たからだ。

　いや。それは本当に光だろうか？

　眩まぶしくはない。輝いてはいない。だが何か明らかにぼんやりと光るものが、するすると、地形の上を伸びていく。それは途中で枝分かれし、あるいは途切れ、複雑な模様と、そして文字列を描き出していくのだ。アスファルトの上に、木々の上に、停車中の車の上に、芝生の上に、あるいは――水面にさえ。

「巨大な――魔法陣？」

　操縦士は思わずそう呟き、そして自らの言葉を否定するかのように、慌てて首を振った。

　だが、それは確かにそうとしか見えないものだった。

　ペンタゴンを中心に、五芒星の形を描き出す光の線。星形の頂点を結ぶ円と、その周りに幾重にも描き込まれた奇妙な文字列。

　それは確かにどう見ても――アーリントンの地に、いや、末端はバージニア州からワシントンＤＣへと届く広大な範囲の大地を使って描き出された、巨大な魔法陣であった。
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　魔法使い〝Ａ〟とその配下の怪物達。

　彼等は実の処――アメリカの軍隊構成とよく似た役割分担になっている。

　月を喰らう為に天空を駆けると言われた魔狼――フェンリルが空軍。

　炎の国から大挙して襲来するという、炎熱の兵――ムスペルが陸軍。

　海の底に潜むというミッドガルドの大蛇――ヨルムンガルドが海軍。

　そして一体のみ人間と等身大で高い格闘戦能力を持つガルムが、海兵隊。

　物量云うん々ぬんはさておき、この怪物達の中で最もアメリカ軍の役割と異なるのは、恐らくヨルムンガルドであろう。

　通常……海軍は国土の外側、つまり領海上がその担当域であり戦場だ。

　当然だが艦艇は陸の上で移動することができない。敵が本土に上陸すれば既にそれはもう海軍の担当ではなく、陸軍や空軍の担当ということになる。

　だがこの常識がヨルムンガルドには当てはまらない。

　ヨルムンガルドは今――陸上にいた。

　元々ヨルムンガルドは翼を備えているが、フェンリルのそれに比べると小さく、飛行の為の揚力を稼ぐという意味では明らかに不足気味だ。

　だがそもそもヨルムンガルドのそれは、空を飛ぶための翼ではない。

　腹部や身体各所に存在するエラ状の部分から高圧空気を噴出して移動する際の、安定と、対地効果を制御する為のものなのだ。強いて既存のものに喩たとえるならば、ヨルムンガルドは水中翼船であり、対地効果翼機エクラノプランであり、つまりは――通常の艦船や海洋生物と異なり、地上をホバークラフトの如くに滑って移動することができる。

　海においては水中に潜み、海面を滑り、地においては高速で這い回り、低空かつ短時間ならば空さえ飛べる――それがヨルムンガルドである。

　今、現にヨルムンガルドはポトマック川を間近に睨みつつも水には入っていない。

　市街地をムスペルに寄り添うような位置で移動していた。

　その背中で――

「御主人様ー」

　……ガルムがテレビを観ていた。

　一体何処から持ち出してきたのか――彼女は小型のテレビを膝の上に置き、ヨルムンガルドの背に正座した状態でこれを眺めている。

　画面に映っているのは、クラリッサが見たのと同様に、『テロリスト率いる怪獣達がポトマック川周辺の街並みを焼き払い、叩き潰す』光景である。音声ではニュースキャスターがやや興奮気味の口調でその映像に解説を加えていた。

「なんだ？　面白い番組でもやってたか？」

　腕を組んで立っていた魔法使い〝Ａ〟はガルムを振り返って尋ねる。

「ええ。面白いですよー」

　ガルムが眠そうな声で言った。

「今の時間だと『セサミストリート』とか……」

「どうやら情報操作で、御主人様が大量殺戮の犯人になっておりますけどー」

「…………」

「ほらー」

　振り返る魔法使い〝Ａ〟にガルムはひょいとテレビを回してその映像を示して見せた。

「大量殺戮ねえ……」

　魔法使い〝Ａ〟はしばしテレビの映像を眺めていたが。

「まあいわれのない誹謗中傷はヒーローの常だしな！」

　などとむしろ満足げに彼は拳こぶしを握り締めた。

　当初――第二艦隊相手に魔王の如く高笑いを繰り返していたのと同一人物とは到底思えないが、あるいはアレそのものが一種の様式美や悪ノリの類であったのかもしれない。

「ヒーロー……？」

　まるで『誰が？』と言いたげな半眼でガルムは魔法使い〝Ａ〟を眺める。

「いいね。当然――ライバルとかも登場する訳だよ」

　魔法使い〝Ａ〟はポトマック川を挟んだ反対側の岸を――市街地の上を見据える。

　そこには……ムスペルやヨルムンガルド、フェンリルよりも遙かに超然と、巨大な異物が浮かんでいた。

　黒い大だい怪かい球きゆう。ＰＳＩ兵器〈ブラック・スフィア〉である。

　ただし十日前に魔法使い〝Ａ〟達が撃墜したものとはまた別の機体らしく、形状はやけに凹おう凸とつが増えて歪になり、まるで『瞳』のようなキャノピーが中央部に取り付けられていた。

「おいでなすった。雪辱戦リターンマツチだな」

「御主人様。なんだか色々くっついてますよー」

　とガルム。

　確かによく見れば――近付いてくるのは黒い大怪球だけではない。

　恐らくは近隣の州からもかき集めてきたのだろう、大量の戦車や装甲車、野戦砲など、陸上兵器が川沿いの道を移動し、魔法使い〝Ａ〟達を包囲しようと動いているのが見えた。フェンリルにまとわりついていた戦闘攻撃ヘリ達――アパッチやコブラといった飛行兵器も、地上の兵器群と連携を取るかのような動きを見せていた。

　大軍団である。












「まあ通常兵器が幾らいたって関係ないでしょうけどー」

「…………」

　魔法使い〝Ａ〟はしかし何かを見定めようとするかのように眼を細めている。

「御主人様？」

「それをわかった上で無駄な努力をしようっていうんなら、いいんだけどな」

　魔法使い〝Ａ〟は懐から札を取り出しながら言った。
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　愛車のサターンＳＣに乗って道路を走る。

　クラリッサはおよそ三百メートルの距離を置いてムスペルらと並走しつつ、カメラを回し続けていた。基本的にカメラはヘッドレストに針金で固定、クラリッサ自身は運転に専念している。あまり運動神経が良くない彼女には、撮影しながら運転などという器用なことは到底できなかったからだ。

　ゴードンに命じられての情報収集。

　それは彼女の本来の仕事であると同時に……間接的には魔法使い〝Ａ〟への敵対行為でもある。ゴードンが情報収集を命じたのは、あくまで魔法使い〝Ａ〟の攻略の隙すきを一つでも多く見いだす為だ。

　しかし……

「……事実を、伝えないと」

　彼女は自分に言い聞かせるように呟いた。

　明らかに今――アメリカは情報攻撃を受けている。

　確証はないが、一般市民は勿論、国防総省すらも欺あざむかれ、見当違いの対応をしている可能性がある。

　そもそもこの『戦争』は最初から異常だった。

　魔法使い〝Ａ〟に関しては、相手の素性も、目的もはっきりとわかっていない段階から、戦闘が開始されていた。普通はあり得ないことである。確かにアメリカは軍事大国だが、だからこそ迂う闊かつに戦争をする訳にはいかない。それは世界全体の政治や経済に関して影響が大きすぎるからだ。

　相手が宇宙人であろうが異次元の怪物であろうがまず本来は素性確認から入るべきだ。

　なのにアメリカは早々に魔法使い〝Ａ〟を『恐怖の大王』と断定し彼に対して正面からぶつかるという行動に出た。勿論その断定にはエステル達の――ローズフェラー財団関係者達の意見が大きく響いていたのだろうが、下手をすると彼等すらもが、何者かに意識を誘導されていた可能性がある。

「一次情報と……二次情報……」

　人間が自分の五感で収集した情報を――直接体験で得たものを一次情報とすると、それ以外は全て二次情報、三次情報になってしまう。

　いわゆる伝言ゲームだ。

　デジタル化が進んで情報の劣化は極力抑えられている反面で、一次から二次、二次から三次と進んでいく過程で、恣し意い的てきな捏造や改変が加えられる可能性は否定できない。それどころかデジタルによる改変は――より大容量、高速のコンピュータがあれば、それらの痕こん跡せきが残りにくい。劣化が生じない時点で、そもそもそれが二次情報なのか三次情報なのかすら区別がつきにくい。

　そして人間の行動の大半は……現代においては二次情報によって決定される。

　自分の五感だけで感知し得る範囲は狭く、その一方で人間の行動すべき範囲はそれより遙かに広大だ。軍の人間も――ある意味、クラリッサ達がその典型だが――現場に立ち会い、自分の眼と耳で状況を把握して作戦を立案する訳ではない。そこから遙か彼方に離れた室内で、電子の眼と耳が届けてくる情報を『真実』と仮定して動いているに過ぎない。

　第二艦隊の戦闘時に使われた無人戦術偵察機〈グローバルホーク〉などはその最たるものだ。人々は最前線に立たずにその場の情報を収集できるようになっている。

　だが……もし。

　その一次情報と二次情報の間に捏造や改変が入れば。

　当然、それを基に行動する者達は誤った方向に暴走しかねない。

　どれだけ精密なミサイルがあっても、そもそも、目標地点の表示が――空間座標の数値が故意に書き換えられていれば、絶対に命中しない。あるいは、全く別の目標に命中させてしまう。

　テレビの音声や映像ですら……極論してしまえば電波による電気信号だ。

　ならば、特定の音波に対して別の音波をあてて耳に聞こえる音を消したり変質させたりするのと同様に、同位相の電波を上乗せして内容を弄ることも可能ではないか？

　いや……もっと簡単に、放送局のデジタルデータをいじれれば、より簡単に捏造情報を真実として流すことができる。

　アメリカはやはり情報攻撃を受けている。

　恐らく何者かがアメリカの情報ネットワークに侵入し、改変の為の作業を行っているのだ。今や、ネットワークに繋がっていない電子機器の方が少ない。たとえ軍のコンピュータのように多重の防御をかけられていても、それが『絶対安全』な訳ではない。物理的にネットワークから遮断され、スタンドアロンの状態にしてあったとしても、メディアで情報のやり取りをする際に、ウイルスやワームに感染する可能性はあるのだ。

　いや。それどころか……

「……もし」

　クラリッサは考える。

　サブリミナルのような方法を使えば、コンピュータやテレビの画面を見ている人間の意識すら、ある程度は操作可能なのではないか？　完全な洗脳は無理だとしても、世論操作のように、大まかな好悪や喜怒の感情は、通常のマスコミですら操作可能だ。

　そしてネットに接続されていないスタンドアロンのコンピュータですら、人間が操作する以上、恣意的に捏造に荷担されれば、正確な情報など決して処理できない。

　ならば……

「テレビだけを観ている人には、魔法使い〝Ａ〟が残虐非道な侵略者にしか見えない」

　勿論、実際に彼が何を思ってこのアメリカに侵入してきたのかはわからない。

　だが対話の試みすらされずに、一方的に戦闘状態に陥っているのは、魔法使い〝Ａ〟が敵だという認識が、いつの間にか浸透しているからだ。そして今のテレビで放映されている映像は、それを補強する。街を壊しながらアメリカ本土奥深くに食い込もうとする怪物達の姿を見れば、国民は恐怖と敵意を感じるだろう。

　だが――実際に街を破壊しているその大半が、アメリカ軍の放った兵器による誤射か、撒き散らされる破壊力の余波だ。

「――！」

　クラリッサはポトマック川上流から、悠然と近付いてくる巨大な黒い球体を見た。

　そしてそのポトマック川沿岸に、列を成して近付いてくる、戦車や装甲車といった陸軍の大部隊も――

　あの部隊の軍人達は、自分の眼でこの現状を見ておかしいと感じないのか。

　いや――そんな余裕はないだろう。

　軍人は、特に前線に送り出される兵士は、命令されればその行為に没頭することを求められる。多少の違和感を感じたところで、とても戦闘行動を止めるようなことはできないだろう。

「違う……！」

　車を走らせながら、クラリッサは悲鳴じみた声で叫んだ。

「敵は彼じゃないのよ……！」
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　音もなく。光もなく。

　ただそれが当然であるかのようにそれはそこに存在を始めていた。

　ＰＳＩ兵器〈ブラック・スフィア〉によって生み出された仮想戦闘体――『概念兵士アブストラクト・ソルジヤー』。

　そこに物質的には存在しないはずの、しかし現実に影響を及ぼせる、超能力エネルギーの塊かたまりである。空間をねじり、空間を変質させ、空間で駆動する、虚うつろなる白い巨人は、十日前に相対した時と大きく変貌していた。

　大きさは身長四十メートルといった処か。

　のっぺりした表面の質感は相変わらずだが……胸部の紅球から、全身へと絡み付くように紅い線が幾筋も走り、その頭部には輝く巨大な双そう眸ぼうが生まれていた。手脚にも関節らしき凹凸が生じ、腕の先端には五本の指がきちんと生え揃っていた。

　形状がより緻密になっているということは――恐らくそれだけ制御がより細かくなっているということなのだろう。

　顔は三面。腕は六本。

　その姿はやはり三さん面めん六ろつ臂ぴの鬼神・阿あ修しゆ羅らを思わせる。もっとも巨大な眼やつるりとした表面といった部分では、何処か宇宙人を連想させるのだが。

　白い巨人――いや虚人は真正面からムスペル達と対たい峙じしていた。

「――む」

　ヨルムンガルドの背で魔法使い〝Ａ〟は眼を細める。

　彼の視線は、巨／虚人の表面に赤い線で描き出された模様を見つめていた。

　あるいは高精度のカメラを用いて撮影、これをスロー再生すれば、魔法使い〝Ａ〟以外の者でもそれを視認することができたかもしれない。

　模様は蠢うごめいていた。

　いや。正確には模様は――循環していた。紅い線で細かく細かく描かれた文字列や模様が、文字通りに眼にも留まらぬ速さでスクロールしているのだ。結果としてそれは紅い模様に見えるのである。

　魔法の術式だ。

　ペンタゴン側の魔法使いが施した呪的改造。

　どうやら巨／虚人の劇的な変貌はその辺りの影響であるらしかった。




　――しゃああああああああああッ!!




　巨／虚人が吼ほえる。

　以前は完全に無言で動くだけだったそれは、威い嚇かくするかのような声を放っていた。




　――おおおおおおおおおおおおッ!!




　応じるムスペル。

　高々と吼え――巨／虚人と巨神は、ポトマック川の水を蹴立てながら激突した。

　ムスペルの破損は既に修復が終わっている。炎の巨神は真正面から巨／虚人と組み合った。だがムスペルの腕は二本、巨／虚人は六本、拘束されていない四本の腕の内の三本が、それぞれの手に持った剣を大きく掲げる。

　その三本の剣が白い風を巻き霧を帯びたのは次の瞬間だった。

　急激な温度変化による空気密度の変化が風を起こしているのだ。

　恐らくは分子震動を強制的に抑え込み、そのエネルギーを奪い――電子レンジと逆の理屈だ――氷点下二〇〇度近くまで表面温度を下げたその剣は、白い煌めきを撒き散らしながら炎の巨神に激突する。

　超高温と極低温。

　二つが衝突したその瞬間、大気は爆はぜ、轟音と共にムスペルがよろめいた。この途方もない熱エネルギーの落差に晒さらされれば、如何なる物質も崩壊を余儀なくされてしまう。どうやらムスペルの身体も例外ではないらしい。その硬質の表面では、剣の接触部分から四方八方に大量の亀裂が走っていく。

　そんなムスペルの背中に爆裂の火花が幾つも咲いた。

　背後に回り込んだアメリカ陸軍の主力戦車ＭＢＴ――〈エイブラムス〉の砲撃である。勿論、通常ならば戦艦の主砲の直撃にも耐え得るムスペルが、如何に主力戦車の砲撃とはいえ、それで傷つくはずもなかった。

　だが――

「……まずいか」

　魔法使い〝Ａ〟が呟く。

　ムスペルの背中から大量の破片が舞い落ちる。

　効いている。巨／虚人の攻撃によって劣化した部分になら、通常兵器の攻撃も効くということなのだろう。〈エイブラムス〉の攻撃は更に続き、ムスペルの背中を執しつ拗ように抉えぐっていった。

「ムスペル、離れろ！」

　魔法使い〝Ａ〟の命令に従い、巨／虚人を突き飛ばすようにして離れるムスペル。白い巨／虚人はこれを追って前に出るが、そこにフェンリルが超音波砲を撃ちながら割り込んでいく。巨／虚人の左肩が、超音波砲の直撃を喰らって三本の腕ごと粉こな微み塵じんに吹っ飛ばされ――




　――しゃああああああああああッ!!




　咆ほう哮こうと共に、まるでフィルムの逆回しを見ているかのように復元されていた。

　やはりそもそも生きてもいない存在に死を与えることはできない。それどころかあくまでこの白い巨／虚人は仮想、そもそも存在すら見せかけである以上、物質的に滅ぼすのも不可能に近い。

「ヨルムンガルド！」

　魔法使い〝Ａ〟の命令と同時に三本の水撃刃が空中に放たれ、巨／虚人の背後――即ち黒い大怪球に向けて、長大な斬撃として振り下ろされる。

　だが――

「――!?」

　水撃刃が――飛散した。

　かわされた訳ではない。途中で水撃刃が力を失ったかのように――文字通りに霧散して無害な水滴と化していたのだ。

「なんだ？」

　身構える魔法使い〝Ａ〟。

　いや。異常はヨルムンガルドだけではなかった。




　おお…………お……お…………




　ムスペルの動きが――鈍にぶる。

　まるで苦く悶もんするかのように、両腕で頭部を抱え、仰のけ反ぞり、膝をつき、既に戦闘ができる状態ではなくなっている。

　更にフェンリルも――姿勢を崩して失速するかのような様子を見せていた。

「これは……！」

　そしてヨルムンガルドも同様だ。

　対地効果によって、ただ移動するだけでも大量に地面の塵ちりを舞い上げていたその巨体が、唐突に傾いたかと思うと――そのまま轟音と共に地面へと横たわっていた。三本の首も力なく落ち、痙けい攣れんするかのように地面の上でのたうつのみだ。到底、水撃刃を放てる状態ではなくなっていた。

　……あるいは、上空を飛ぶ攻撃ヘリやガン・シップの搭乗員達は気付いたかもしれない。

　街の地面に――あるいは川の水面、建築物の壁面や屋上に、複雑な形状の模様や文字が、明滅しているのを。

　実に短い時間、ストロボのように――あるいは、まるでサブリミナル効果で挟まれる画像の如く、意識していなければそれと気付かない程度の光り方ではあったのだが、それは途方もない程の巨大さで、街全体を、否、それ以上の規模の領域を覆っていた。

　魔法陣である。

「――そうきたか。さすがに地元」

　地に伏したままのヨルムンガルドの背で魔法使い〝Ａ〟は言った。

　これだけの規模となると……一朝一夕に用意できるものではない。恐らく基礎は元々何年、何十年も掛けてアメリカ全土、特に首都周辺に仕込まれていたものだろう。元々中世から近代にかけて、国防計画の一環として、霊的防御、魔法的防御を都市計画の中に仕込むのは、別に珍しいことではなかった。アメリカにもそれを覚えていた者達がいたということなのだろう。

　これを更に魔法使い〝Ａ〟用の仕掛けとして、この十日間で『改造』したらしい。

　その効果はごくごく単純――魔力の流れの強制変更。

　ガルム以外――三体の巨大な魔物達は、本来、この世界には存在し得ない外世の怪物である。１Ｇ重力下の地上では、そもそも全長五十メートルを超えるような生物など、とてもではないが生きていられない。自らの重みで己の骨格を破砕し内臓を押し潰してしまうからだ。それが生物として活動する以上、通常の物理法則からは逸脱した力が必要だ。

　魔法のような――魔力のような。

　つまりムスペル、フェンリル、ヨルムンガルドは、召喚術式によって強制的にこの世界に顕現させられ、魔法使い〝Ａ〟の魔力と術式によって、その存在を維持しているのだ。逆に言えば魔法使い〝Ａ〟との魔力回路、術式が絶たれてしまえば、活動どころか、存在することすら難しくなってしまう。

　現に――




　お……お………おお……お…………




　ムスペルの全身を覆っていた火が次第に小さくなってゆき、本体の動きも眼に見えてぎこちなくなっていく。

　そこに――




　――しゃああああああああッ!!




　巨／虚人が迫る。

　こちらは怪物達と全く逆だった。

　強制的に奪い去られた魔力の流れは、黒い大怪球の中に注ぎ込まれ、それは更に内部で大怪球自体の防御や、巨／虚人の防御と強化の術式に使われる。

　つまりこの魔法陣の中では巨／虚人の力は倍加され、怪物達の力は半減するのだ。




　――しゃあッ!!




　巨／虚人の剣撃がムスペルに叩き込まれる。

　轟音と共に破片を撒き散らしポトマック川に倒れ込む炎の巨神。

　そこに更に――ここぞとばかりに砲撃が加えられた。

　立て続けに爆発が生じ、それが更にムスペルの身体を水面下に押し込んでいく。

　そして……




　――おお……お…………！




　助けを求めるように突き出された手に――Ｍ１エイブラムスの一二〇ミリ砲が直撃する。

　本来、その表皮には一ミリたりとも食い込めないはずの徹甲弾ＡＰＦＳＤＳは、易々とその掌に穴を穿うがっていた。

　効果あり、そう認めて俄然、アメリカ軍は勢いづいたのだろう、砲撃は勢いを増した。

　立て続けに打ち込まれる砲弾。砲弾。砲弾。砲弾。

　ムスペルの指が吹っ飛び、掌が砕かれ、その身体は瞬く間に破壊されていく。

　所詮は魔力で無理矢理に存在させられている怪物――その魔力の制御が失われれば、それは、壊れやすい不自然な土つち塊くれでしかなかった。

　同様に――




　――しゃあッ!!




　巨／虚人が跳躍。

　飛行中のフェンリルよりも更に上へと到達すると、落下の勢いを用いて三本の剣をフェンリルに突き立てる。フェンリルはこれを回避しようとするが、速度が出ず――結果的に背中を大きく切り裂かれて均衡を失い、そのまま墜落――近くにあったビルに寄りかかるようにして動きを止めた。

　ヨルムンガルドは――既に動きを止めている。

　今まで一方的とも言うべき流れだった魔法使い〝Ａ〟とアメリカ軍の戦いが、ここに来て完全に逆転していた。
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「――やった！」

　ペンタゴン内部――戦略・戦術情報分析室でゴードン達が歓声を上げる。

　先の洋上の戦いは引き分けのような状態だったが、今度は明らかな勝利である。

　戦術偵察機、及び前線の各種観測機からの情報はいずれも、決定的な打撃を相手に与えたという事実をはっきりと示している。今までミサイルを何発撃ち込もうが、傷一つ付けられなかったのに比べれば雲泥の差だった。

「種が明かされれば呆あつ気けない！」

　特務情報武官達がそう言って笑う。

　更に――

「歩兵部隊を前進させろ！　〝Ａアレフ〟を押さえるんだ！」

　ゴードンが叫んだ。

　命令のようだが、戦略・戦術情報分析室に戦闘指揮権はない。

　これは実の処、戦略・戦術情報分析室から統合参謀本部への『提案』だ。

　特務情報武官達の手により、より緻密な戦術的『提案』として十数秒後には編纂され、ペンタゴン内の内部回線イントラネツトを経て、統合参謀本部の司令室に打診される。

　恐らく一分と経たずに完全武装の陸軍歩兵一個大隊が押し寄せ、ヨルムンガルドの巨体の陰で縮こまっている――であろう――魔法使い〝Ａ〟を押さえるはずだった。

　だが――

「…………」

　特務情報武官達の真ん中で、椅子に座って正面のディスプレイを――その中で、通常兵器によって破壊されていく怪物達の姿を眺めながら、エステルは、しかし他の者達程に浮かれてはいなかった。

「さて。これで本当に殺せていたのならば良いのだけどナ」

　彼女の足下で同意するかのように黒猫が鳴いた。
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　怪物達は完全に沈黙していた。

　既に陸上部隊からの砲撃は終わっている。

　代わりに怪物達の上にのしかかっているのは、巨／虚人であった。

　白い巨大な異形は、予め用意してあったのか、強きよう靱じん極まりない合金製のワイヤーで怪物達を縛り上げ、その端を鋼鉄の杭に通して地面に打ち付ける。更にこれを前進した歩兵部隊や、工兵部隊が確認していた。

　その様子は――さながらガリバー旅行記において、小人の国において、捕縛されたガリバーを思わせた。何十本というワイヤーが地面に縫ぬい止とめるフェンリル、ヨルムンガルド。ムスペルに至っては、川から半ば引き揚げられ、縛り首にするかのような状態で上半身を川縁に固定されていた。

　既に怪物達は生きているのか死んでいるのかもわからない状態である。だがアメリカ軍は念の為に、とのことでこうして動きを止める為の処置を施しているのだ。この期に及んで自分達の常識で怪物達の状態を判断しようなどという愚を犯す者はいなかった。

　だが――

「……Ａ班チーム・アルフア、未だ目標を発見できず！」

「Ｂ班チーム・ブラボー、未だ目標を発見できず」

「Ｃ班チーム・チヤーリー未だ目標を発見できず」

　…………

　現場に飛び交う兵士達の声。

　歩兵達は未だ緊張状態で銃を携え、辺りを走り回っていた。

　肝心の敵軍指揮官――即ち、魔法使い〝Ａ〟とその側近らしき少女が見つかっていないからである。

　どうやら彼等は本来の力を発揮できなくなった三体の魔物に見切りをつけ、早々に現場から逃げ出したらしいのだが――
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　クラリッサは呆ぼう然ぜんとして巨大な怪物達がアメリカ軍に捕縛される様子を見ていた。

「…………そんな」

　洋上の第二艦隊との戦いではあれ程に無敵を誇った魔法使い〝Ａ〟とその軍団は、一転してアメリカ軍により制圧されていた。この逆転劇にどういう仕掛けが働いていたのか、地上にいたクラリッサにははっきりとはわからなかったが――彼女の浄天眼グラムサイトには、何か不自然に揺らぐ紅い光が何度か見えていた。

　恐らく魔力の流れに対する妨害ジヤミングをエステルが掛けていたのだろう。

　そして――

「やった！　やったぞ！」

「ざまみろ――バケモノめ！」

「やった、アメリカ万ばん歳ざい！」

　何処に隠れていたのか……あるいは単に逃げ遅れていたのか。

　最早、動くこともない怪物達を前に、何十何百人という民間人が、嬉々とした叫び声を上げていた。彼等は拳を振り上げて熱狂し、怪物達を罵倒し、これを斃たおしたアメリカ軍を口々に褒め称えた。

　勿論……彼等にしてみれば自分達の生活を、日常を、突然破壊しに乗り込んできた怪物達を憎み、これを斃したアメリカ軍を褒め称えるのは、当然のことであったろう。

　しかし――

「…………」

　その様子を、クラリッサは、しばし苦々しい思いで見ていた。

　人々は不安から逃れる為に、わかり易く手っ取り早い『答え』を求める。

　訳のわからない状態よりも、よりわかり易い説明の方を『真実』と思いやすい。

　彼等にとって、突如現れた怪物達は単純に『アメリカに攻め込んできた悪』で、これを斃したアメリカ軍が『正義』であるのだという構図が、最も受け入れやすい。クラリッサが気付いたように――よく考えれば不自然な場面を幾つも彼等は目撃しているはずなのだが、とりあえず『騒ぎが終わった』という安あん堵ど感かんから、彼等は己の記憶を振り返ってみる様子もない。

　そして記憶というものは知らず知らずの内に薄れ、あるいは自ら都合の良いように改竄さえされていくものだ。何日も、何カ月も、何年も経てば、理路整然としたわかり易い理解を拒む、異物のような記憶は、彼等の中から抜け落ちてしまうだろう。

「…………」

　この空気はクラリッサにも覚えがある。

　これは最も単純で――しかし効果的な心理統制だ。

　別に国家の行う情報戦略のように複雑で大規模なものでなくてもいい。例えば学校の学級や、クラブ、といった一定集団の意見統一と価値感統合に最も効果的なのは、その集団の外側にいる『敵』だ。

『敵』の存在は否応なく集団にとっての脅威となり、これに対抗する為にと、集団内部の些さ細さいな対立は、一時保留とされ、集団内部での結束を高める効果を持つ。『今はそんな些細なことで争っている場合ではない、一致団結すべきだ！』という理屈だ。

　つまり……

　逆に言えば独裁国家や、政治的・経済的に行き詰まってきた国家が、戦争という手段に出ることが多いのも、自分達の集団の『外』に『敵』を設定することで、国民に対する統制を締め直す為、という場合が多い。

　クラリッサはぞっとして独り呟いた。

「ソビエトという敵を失ったアメリカの為に……？」

　だがそれは一体、誰が？

　今、アメリカは改めて外敵を必要とするような状況にまで追い込まれてはいない。

　では、もし魔法使い〝Ａ〟が『仕組まれた悪役』なのだとしたら、何の為に、そんな負の偶像は作られようとしているのか。

　最終的にこの『脚本シナリオ』を書いたのは――誰だ？

「…………」

　車のハンドルをきり、一度自宅へと向かいながら――クラリッサは得体の知れない『誰か』の存在に、思わず喘あえいだ。
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　銃声が鳴り響く。

　それも――立て続けに。

　それはもう戦闘というよりも一方的な『狩猟』であった。

「回り込め！　回り込め！」

「そっちに行ったぞ！」

　口々に叫びながら――時に無線を介しながら、灰色を主体とした都市型ピクセル迷彩に身を包み、アメリカ陸軍の兵士達が走る。

　彼等の手にはＭ１６Ａ３突撃自動小銃か、さもなくば狙撃用のＭ２１自動小銃が握られている。勿論、武器としては戦車砲やミサイルに比べて遙かにささやかな威力しか持っていないが、生身の人間相手ならばどちらも充分以上の凶器になる。

「何処に行った？」

「こっちか!?」

　市街地は戦闘の余波で舞い上げられた塵煙があちこちに立ちこめている。

　白濁した空間を、自動小銃に取り付けられたレーザー照準器の光が瞬きながら錯綜し、獲物を求める獣の眼差しの如く、壁を、地を、舐めていく。

　そして――

「…………」

　そんな市街地の片隅を二つの人影が走っていく。

　魔法使い〝Ａ〟とガルムである。

「……大変な人に召喚されちゃったなー」

　走りながら――この期に及んでも何処か眠そうにガルムがぼやく。

「なんでこんなことになってるんだろうー」

　身体能力的にはやはり獣人、ガルムの方が上なのか――先行する彼女が、安全を確認、主人である魔法使い〝Ａ〟を招く、という移動方法を採っている。

　もし……異様に視力と注意力に恵まれた者が彼等の姿を見ていれば、あるいは気付いたかもしれない。ガルムの両手には剣が握られているが、よく見ればその刃には血の曇りがないのだ。彼女があくまでこの武器を、人体以外――銃弾や武器や障害物――にのみ振るっていることの証だった。

　だがそんな道理は追う側には関係がない。

　アメリカ軍にしてみれば、魔法使い〝Ａ〟とガルムは、凶悪なテロリストだからだ。

「御主人様」

　ある建物の裏に身を潜めながらガルムが言った。

「空間転移門シフトポータルはやはり使えないのですかー？」

「使えたらちんたら走ってないって」

　さすがに建物の壁に背中を預けて息を切らしながら魔法使い〝Ａ〟は言った。

　魔法が使えなければ、彼も常人と大差ない、ということであるらしい。

　だが――

「こういう妨害ジヤマー系の魔法は、やっぱローズフェラーお抱えの魔法使い達は上う手まいよな……多分、今回のことがある前から色々この国の要所に仕込んでたんだろうけど」

「感心している場合ではないかとー」

「まあそうなんだけどな」

「御主人様」

　ガルムは改めて剣を構え直しながら言った。

「此こ処こはー」

「『任せて先に行ってくださいー』てか？」

「…………」

　出鼻を挫くじかれたかのように黙り込むガルム。

　どうやら本当に自分が敵を引きつけて、魔法使い〝Ａ〟を逃がすつもりだったらしい。今一つやる気に欠けた印象の少女だが、やはり主人を護るのが自分の使命――という部分はきっちりと心得ているらしい。

「まあ一度は言ってみたい台詞せりふだけどな」

　魔法使い〝Ａ〟は肩を竦すくめて言った。

「ぶっちゃけ、俺一人だけ逃がされても逃げ切る自信ないぞ」

「自慢げに言わないでくださいよー」

　そうガルムが呆あきれたように言った――その瞬間。




「――あ」




　一瞬、間の抜けた声を漏らすガルム。

　次の瞬間、遅れて届いた銃声が響いていた。

「ガルム！」

　からん……と音を立てて地面に落ちる二本の剣。

　不思議そうに自分の胸元を見下ろすガルムは――腹部に赤い染みを抱えていた。

　撃たれたのだ。恐らくは狙撃だろう。

「なに……どうして……？」

　きょとんとした表情で自分の腹部を見下ろすガルム。

　更に――

「あっ……あっ……！」

　次の瞬間、駄目押しとばかりに、続けて何発もの銃弾が彼女の身体に食い込んでいた。

「馬鹿な……？」

　くるくると回りながら、地面に倒れ伏すガルム。

　その全身には十カ所にも及ぶ銃じゆう創そうが穿うがたれ、大量の血がそこから流れ出ている。人間ならば間違いなく死んでいるだろう。それでもやはり魔物――彼女の表情は、苦痛というよりも怪訝の表情を浮かべていた。

「御主人様なら、ともかく――」

　小振りとはいえガルムもまたムスペル達と同様に魔物だ。

　巨／虚人に攻撃された訳でもなし、たとえ妨害の魔法が機能しているとしても、通常の弾薬でここまで傷つくはずがない。

　つまり――

「制魔弾頭――」

　呟きながら青年が外がい套とうを振る。

　ばらららら――と外套の裾からこぼれ落ちる大量の札。それらは次の瞬間、地面の上で綺麗に整列、それから起き上がって『壁』になった。

　追撃の銃弾がその『壁』に食い込んでいく。

　一見、ただの紙の札の寄せ集めにしか見えない『壁』は、しかし銃弾をも通さぬ文字通りに鉄壁と化しているようだった。魔法使い〝Ａ〟は『壁』に激突し、そこで運動エネルギーのほとんどを使い果たして転がった弾頭を、爪先で跳ね上げる。

　空中でこれを摑つかみ、彼は掌を開いてじっとそれを眺めた。

「ミスリル・チップか……！」

　ミスリル――妖精銀。

　古来より、賢者の石、オリハルコン、ヒヒイロカネ、等と並んで有名な魔法系鉱物。使い方によっては魔法増幅にも用いることができるが、単純に、魔法に対する反応性が良いこの鉱物は、魔法によって駆動する機構や、生体に挿入すれば、その活動を妨害することも可能となる。

「なるほど、こういうモノも用意してたか」

　元より銀は魔を破ると言われるが、妖精銀ならばその効果は更に数倍だ。

　十日あれば、ローズフェラー財団の財力を以て、対魔法使い用、対魔物用弾頭を用意することも不可能ではないということだろう。

　ローズフェラーお抱えの魔法使い達は、防御系魔法に特化している部分があり、攻撃系の魔法はほとんど持っていないはずだが……その弱点をこういう方法で補ってきたということだろう。

「ご、御主人様、ご――ごめんなさ……」

　地に這いながらガルムが喘ぐ。

　彼女は何とか起き上がろうとして――

「ああ、もういいから」

　倒れ伏したガルムの脇にしゃがみ込んで魔法使い〝Ａ〟は言った。

「怪我人は足手まといだ」

　そう言うと彼は懐から取り出した札をガルムの上に掲げる。

「ご、御主人様――やめ」

　獣人少女の台詞はそこで途切れた。

　札がその身体に触れた途端、彼女の身体は内側に向かって幾重にも折り畳まれ、縮小に縮小を繰り返して――消えていた。先の洋上で撃墜された戦闘機の操縦士達と同じ運命なのだろう。

　そして――

「護衛もナシか。ちいときついかな」

　この期に及んでも今一つ緊張感のない口調でそう言うと、魔法使い〝Ａ〟は、自らが造り出した『壁』を解除――再び走り出した。

　今度は、独りで。

　ガルムには見せなかったが――跳ちよう弾だんを喰らって血の滲にじむ、腹部を押さえながら。




　　　　　●




　クラリッサは一度、自宅に戻ってきた。

　ペンタゴンに自分の記録した映像を持ち込むにしても、一度、このデータの予備バツクアツプを作っておく必要性を感じたからだ。

　誰かはわからぬ『脚本家』が、何処でどう、事実をねじ曲げてしまうかわからない。

　ネットワークに接続されていないコンピュータで、純粋なデータの複製をし、これを別に保管しておいてペンタゴンにオリジナル・データを持っていくことを考えたのだ。

　幸い――クラリッサの自宅には予備機として、購入してから一度もネットワークに接続していないパソコンがある。これならば姿なき『脚本家』の手も及ぶまい。

「ＯＳにまで何か最初から仕込まれていたら、さすがにお手上げだけど」

　呟きながらクラリッサは家の前に車を停める。

　姿なき『脚本家』が何年も前から、現行のＵＮＩＸ系やＷｉｎｄｏｗｓ系、Ｍａｃ系ＯＳの全てに、何らかの仕掛けを組み込んでいて――それがクラリッサの知らないバックグラウンドで作動する、という可能性もないではなかったが。

　しかしネットワークに繋がっていない以上、スタンドアロンのパソコンでできることには限界がある。バックグラウンドでの動作は、容量的にも処理速度的にも制限されるし、データを都合良く改変されるような複雑な処理は、いくら何でも無理だろう。

「むしろ一度アナログの映像信号にして、単純なデッキ側で録画する方がいいのかな」

　クラリッサは家の機材を脳のう裏りに思い浮かべながら、車から降りて――そこで。

「……？」

　彼女の靴底が奇妙な感触を捉えた。

「なに？」

　何か柔らかいものを踏んだような。

　そして――

「…………!?」

　視線を降ろした彼女は、そこに、あろうことか――彼女の家の玄関脇、花壇の茂みから半身をのぞかせて倒れている人間の姿を確認した。車に乗っていた関係で、どうやら死角になっており、存在に気付かなかったらしい。

　だが――

「あ、あの、ご、ごめんなさい!?」

　慌てて脚をどけるクラリッサ。

　そして――

「…………ああ」

　踏まれていた人物は呟いた。

「女王様もっと」

「…………」

　思わずもう一度踏みそうになって――それでは変態の要望に応えただけだと思い直し、クラリッサは代わりに、大きく回り込んでその人物の脇にしゃがみ込んだ。

　地に伏せている為に、その容貌は横顔しか見えなかったが――

「……あなたは」

　眼を丸くして呟くクラリッサ。

　それは、日本を去って以来、初めて肉眼で見る――魔法使い〝Ａ〟の姿だった。
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　白い――まるで白い闇のように、ただ、白いだけで何もない場所。

　その真ん中に一組の机と、椅子と、そしてパソコンが一台、置かれていた。

　パソコンからは数本のケーブルが伸びているが、その先端は、空間に溶けるように霞かすんで、どうなっているのかはわからない。ただ、電源ケーブルだけはきちんと繋がっているようで、液晶ディスプレイの上には、何やら複雑な概念図らしき絵と、注釈らしい文字列が映し出されていた。

　そして――

「……やはり」

　そのパソコンを操作している人物が一人。

「ここまで『捏造』を繰り返せば、今までのようにはいきませんね」

　それは、小柄な少女だった。

　短めに整えた銀髪の――まだ『女の子』とも呼ぶべき容姿である。パソコンどころかお人形さんで遊んでいる方が相応ふさわしそうな年頃だ。

　だがその真紅の双眸は大人顔負けの怜悧で理知的な色を湛え、指先は霞んで見える程の速さでコンピュータを操作している。下手をすれば彼女の指先の入力速度に、コンピュータの処理の方が追いつかないようで――時折、画面が引き攣れるように止まることもあった。

「何処まで追跡できるか……エシュロンのシステムも複雑すぎて面倒ですね」

　呟く少女。

　エシュロン。

　それは――アメリカ合衆国の国家安全保障局ＮＳＡによって運営されているとされる、軍事目的の通信傍受シギントシステムのことだ。もっとも、アメリカは公式にその存在を認めてはいない。諸々の周辺状況から『エシュロンと思われる設備』が特定されているに過ぎない。

　このシステムは、通常の固定電話、携帯電話、ファックスは勿論、インターネット上の電子メール、データ通信まで、この地球上に存在するほとんどの情報を、電子情報の形で入手しているという。この為『地球最強の盗聴機関』などと言われることもあり、膨大な量の情報を収集し、分析し、分類し、蓄積しているのだとか。

　だが……

「彼が色々と引っかき回してくれたお陰で、尻尾を捕まえることはできましたね。さて――これからが、本番。『奴』の物理的実体――何処にあるのか」

　少女は呟きながら、尚もキーボードを叩き続けた。
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　馬鹿なことをしているという自覚はあった。

「はあ……」

　クラリッサは――長々と溜め息を漏らした。

　というよりどうして自分はこんなことをしてしまうのか――わからない。どう考えても論理的ではない。クラリッサ・エインワーズ特務情報武官という人間の立場からすれば、気が狂ったとしか思えない行動だった。

　即ち――クラリッサは、自分の家に傷ついた魔法使い〝Ａ〟を招き入れ、ベッドに寝かせ、そして彼を追ってきたらしい陸軍の兵士達に対して、しらを切るようなことまでしてしまったからだ。ペンタゴン職員である身分証を見せたクラリッサの言葉を、兵士達は微塵も疑わず、他の場所へと魔法使い〝Ａ〟を捜して移動していった。

　そして――

「……いいのか？」

　そんな声がクラリッサの後頭部に投げ掛けられる。

　振り返って見ると――気絶していたはずの魔法使い〝Ａ〟が、いつの間にかベッドの上で身を起こしてこちらを見つめていた。

「軍人なんだろう？」

「……そうね」

　クラリッサは苦笑を浮かべて頷いた。

　どうやら、玄関での、兵士達とのやり取りを聞かれていたらしい。

「でも正直、ちょっと混乱していて」

「混乱？」

「何が正しいのかよくわからないのよ」

「…………」

　魔法使い〝Ａ〟は肩を竦める。

　その意味はクラリッサにはわからなかったが――

「……ね」

「うん？」

「私のこと、覚えてる？」

「勿論だとも」

　魔法使い〝Ａ〟は大きく頷いた。

「俺は一度出会った眼鏡っ娘の顔と名前は忘れない主義でな」

「主義ってなによ？」

　変わっていない。やはりこの男はあの魔法使い〝Ａ〟だ。

「クラリッサ・シノノメ・エインワーズ。こんな処で再会するとは思わなかったけどな」

「…………」

　クラリッサは思わず緩みそうになる頰ほおを意識して引き締めた。

　自分のことを、覚えていてくれた――そんなことで、小娘のように喜んでしまいそうになる自分が恥ずかしかったからだ。

「お婆さんは元気かな？」

　魔法使い〝Ａ〟は祖母のアサコと直接会ったことはないが、クラリッサが祖母と一緒に日本に来たことは知っている。

「亡くなったわ」

　クラリッサは言った。

「ああ。でもお悔やみは言わないで。安らかに逝いけたから。お婆ちゃんは――ずっと私が普通に大人になれるか、心配だったみたい。でも貴方あなたが私に魔法を掛けてくれた」

　だからクラリッサは何とか――大きく道を踏み外したり、歪ゆがんだりすることもなく、普通の人間として成長できた。そしてクラリッサが公務員として就職したのを見届けると、まるで肩の荷が下りたとでもいうかのように――祖母は逝った。

「祖母が安らかに逝けたのは貴方のお陰」

「それは買いかぶりだ」

　魔法使い〝Ａ〟は笑った。

「俺はただ俺であり――」

「私はただ私であった結果、でしょう？」

　クラリッサはかつて魔法使い〝Ａ〟が掛けてくれた魔法の言葉を引き継いで言った。

「…………」

　魔法使い〝Ａ〟は曖昧に笑う。

　改めて彼の顔を覗のぞき込こみながら――クラリッサは問うた。

「名前。聞いていい？」

「名乗らなかったかな？」

　彼は少しおどけた口調で言った。

「さすらいの魔法使い〝Ａ〟さ」

「この期に及んで、ふざけないで」

　クラリッサは顔をしかめると一歩前に出て言った。

「私は祖母の恩人の、私の恩人の、名を知りたいの」

「…………」

「それはそんなに嫌がられないといけないようなことなの？」

　それは責めるというよりも……単に拗すねてごねるような口調だった。

　自分でもみっともないとは思うが、クラリッサはここで自分の表情や口調を自由に操れる程、器用な人間ではなかった。

「正直、俺には幾つもの名前があってね」

　魔法使い〝Ａ〟は苦笑する。

「魔法使いにとって、他人に名を知られるのは、いわば自分の家の鍵を預けてしまうようなもんだ。まずいんだよ。だから予防線を張る。幾つもの名前を持って、危険性を分散させているというか……まあその結果、どれが本当の名なのか俺にもよくわからない部分があるのさ」

「……まさしく〝無名アノニマスのＡ〟ね」

　クラリッサは哀しげに首を振る。

　元より基となる価値感の違う領域の住人だ。名前についてこだわりなどないのかもしれない。むしろ彼の名を知りたがる自分は、魔法使い〝Ａ〟にとって滑こつ稽けいに見えているのかもしれなかった。

　だが――

「まあでも――一番よく使う名前は名乗れるかな」

「それでいいわ」

　クラリッサは腕を組んで頷いた。

　日本にいた頃はどれだけ頼んでも教えてはくれなかったことを思えば、これでも大した進歩であるのだろう。兵士達から匿かくまってやった恩義を、一応は感じてくれているのかもしれなかった。

　そして…………

「――榮えい太た郎ろう」

　魔法使い〝Ａ〟は言った。

「俺の名は――佐さ久く間ま榮太郎だ」





つづく










　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。

　ファミ通文庫にて新刊『その男、魔法使い〝Ａ〟』をお届け致します。

　本書は――まあその題名も含めて、最近のラノベでは珍しいタイプの話であり、私自身でも普段はあんまり書かないタイプの話だったりします。昔のジュブナイル小説とかでは割とよく見た特撮映画っぽい話というか。

　そもそもどうしてこういうものを書く事になったのかというと――

「[image: ]さん、●●って漫画読んでます？」

「読んでます読んでます」

「面白いっていうか燃えますよね！」

「燃えますね！」

（中略）

「そうだ、[image: ]さん、ああいうの書きません？　■■にして、▲▲で」

「面白いと思うけど、それ、企画通せるの？」

「通しますよ。へっへっへ」

　――何だか担当編集のＫ﨑さんとしていた雑談を、勢いでそのまま物語の形にまとめたらこうなったというか。でもプロット立ててから後でよく考えると実はとても映画的というか、非常にオーソドックスな構造になってたり。そういう意味でちょっと本書を書いている間は不思議な感覚でした。

　でもって――

「絵はこれ、藤ふじ城しろさんにお願いするとある意味でシュールかもしれませんね」

「いや、私は嬉しいけど。いいの？」

「何とかしますよ」

　という事でこれも殆ど勢いで好き勝手お互いにほざいていたら、実現してしまったり。

　お陰であがってくる絵が面白くて面白くて。元々藤城さんとは『ストレイト・ジャケット』で永く組ませていただいていたので、色々勝手が分かっていますし。藤城デザインを堪能したいあまりに「描写は後から合わせるから好きにデザインしてー」と甘えていたら、えらい燃えるデザインが色々あがってきたのでした。

　さて、ここまでお膳立てして貰ったなら、がっちり最後まで盛り上げないといけません。

　色々な小ネタを挟みつつ、次巻は怒濤の展開になる予定――どうか読者の皆様、お付き合いの程を。
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